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1沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(I　 GY)参 加の一環として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は現所長の永田東大教授)
が南極に向かって出発して以来,南 極地域観測隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実
に発展してきた.そ の結果,南 極地域観測その他の極地研究の中核 となる機関を設置する必要が南極地域観測統合
推進本部,日 本学術会議その他の関係者から強く指摘された.昭 和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼
事務室が設置されたのを皮切りに,順 次これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組
されてきた.し かし,そ の規模の拡大と責任の増大に伴い,極 地研究の中核機関 としては国立科学博物館の附属機
関 としての立場が必ずしも最適ではな くなったことや,大 学 との連携を強化することが望ましいこと等の理由の





研究所及び昭和基地その他において極地に関する科学の総合的研究活動を行 う.こ れには,研 究所の専任及び
客員の教官によるもののほか,所 内及び所外の研究者の共同研究 として行われるものがある.
イ 極地観測事業
所内及び所外の研究者が極地において観測,調 査,研 究に従事することを種々の形で支援する.そ の代表的なも
のは,南 極地域観測統合推進本部の統括下で,昭 和基地を中心 とする南極地域において実施されている南極地域観
測事業であるが,昭 和基地とは異なる南極地域で実施されている国際共同観測についても同様の 業 務 を 行ってい
る.

































一 設 営 係
一翻 峨 力室一
一 定 常 観 測 係
図 壷 室
一附属観測施設
その 他 の 会 議一
(注)印 は客員部門
一 地球物理学研究部門
_超 高 層 物 理 学研 究 部 門
一 雪 氷学 研 究 部 門
一※極地気象学研究部門
地 学 研 究 部 門
癖 地饗物'籍 茜
一 生理生態学研究部門
_寒 冷 生物 学 第一研 究 部 門
一橋 冷艶 謡講
一※寒地工学 研究 部門
一 生物 系 資料 部 門
一 非生物系資料部門
一 データ解析資料部門
一 低 温 資 料 部 門
一昭 和 基 地
一み ず ほ 基 地
_専 門委員会(宙 空,気 水圏,地学,生物 ・医学























































III　研 究 活 動
1.一 ・ 般 研 究
専任及び客員の教官による研究は,国 家事業である南極地域観測 と密接な関係を保ちっっ,官 制上の研究系 ・資
料系の研究部門を包含した5研 究グループによって進められている.す なわち,超 高層物理学 ・気水圏 ・地学 ・生





研 究 課 題
担 当 教 官
氏 名 除 名
南極地域の放射収支に関する研究 1川 ・ 貞 男 助 教 授
南極大気の放射特性に関する研究 1川 ・ 貞 男 助 教 授
昭和基地における地震自動化の研究
南極プレートの研究
神 沼 克 伊



























ロケットによるオーロラ中の電磁場の研究 永 田 武 所 長
平 沢 威 男 教 授
福 西 浩 助 教 授






















































氷床の流動と氷床内温度分布に関する研究 前 晋 爾
西 尾 文 彦
助 教 授
助 手
大陸氷床での氷震の研究 西 尾 文 彦 助 手
マイクロ波による降雪粒子の観測に関する研究 i和 田 誠 助 手
氷床内及び底部の電磁波反射
??? 晋 爾 助 教 授
氷床雪氷中の固体粒子に関する研究 藤 井 理 行 助 手






吉 田 栄 夫






星 合 孝 男














定着氷縁における定着氷下の動物プランクトン群の研究 星 合 孝 男





南極海イン ド洋区の植物プランク トン現存量の研究 星 合 孝 男
福 地 光 男
教 授
助 手
サロマ湖の海氷中に生息する生物群の研究 星 合 孝 男





昭纏 地周辺の自由生醐 噸 の研究1大 山 佳 邦 陣 教 授














星 合 孝 男





南極土壌生態系の研究 松 田 達 郎
大 山 佳 邦




南極産蘇類の適応 松 田 達 郎
神 田 啓 史
教 授
助 手





















(担 当教官)助 教授 川 口 貞男
(研 究要 旨)
南極の地表面の放射収支の地域区分,即 ち放射気候区分を試みた.日 射収支に関しては雲の分布と共に地表面ア
ルベ ドが収支を左右 し,真 夏でもアルベドの変らない氷床域 と夏の進みと共に雪面の変態によりアルベ ドの変化す
る沿岸雪氷域,全 く雪の積らない露岩域に分 られる.一 方長波長放射収支は複雑になる.内 陸高原では,下 向きの
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大気放射は,夏 冬とも極めて小さく,冬 の接地逆転により　net　lossは 小さいが,夏 には以外に大きい.斜 面下降
風領域では,地 ふぶきにより冬のnet　 lossが 小さくなるが,夏 には大きい.沿 岸地帯では,下 向き放射が大きく
なるので,接 地逆転のできる地域はnet　 lossが 非常に小 さくなるが,風 の強い地帯ではnet　]ossは 大 きい.こ れ







1.対 流圏大気の放射冷却率は,中 低緯度と比較して小さく,特 に冬に:ま小さい.
2.冷 却率の高度分布は,夏 には下層と上層で大きく,冬 には中層で大きい.
3.対 流圏から成層圏へ放出される長波長放射は,晴 天時には,地 表からのもと大気からのものがほぼ半々にな
っているが,曇 天時には地表からのものは15%に 減ずる.一 方成層圏への放射は晴天と曇天であま り変 らな
い.即 ち雲ぱ地表の放射冷却を防いでいるが,そ の分だけ大気の放射冷却を増加させている.
4.大 気の長波長放射に対する雲の影響は,雲 自体のblacknessだ けでなく,そ の上下の大気中の放射場に依
存するところが大きく,南 極では非常に大きい.
(ウ)昭 和基地における地震 自動化の研究
(担当教官)助 教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄
(研究要 旨)
昭和基地の地震観測を自動化する場合,自 動化により何を目指すかが大きな問題であった.地 震も,地 震観測点
も少ない南極の場合,地 震観測所の役割は,南 半球で起るマグニチュー ド5以 上の地震は確実に記録し,そ のデー
タ(少 なくとも初動の情報)を 読み とれるもの とした.
データ処理システムはマイクロプロセッサーを使い,故 障率が少なく低電力で作動するシステムを検討した.初
期テス トは順調にすすみ,昭 和55年 には昭和基地に設置する予定である.
(エ)南 極プレー トの研究
(担当教官)所 長 永田 武,助 教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄
(研究要旨)
南極大陸及びその周辺域の地下構造をプレー トテク トニクスの立場から追求している.1979年1月 には昭和基地
付近で,日 本隊として初めて屈折波の観測できる人工地震観測を実施した.こ の結果,東 南極シール ド地域の端に
位置する昭和基地付近の地下構造を,こ れまでの重力に加え,人 工地震のデータも含めて研究をすすめている.こ
れに,こ れまでに得られている地震活動のデータを加え,こ の付近の地下構造を明らかにしっっある.






氷床表面における熱 と水の交換は,大 気と氷床の相互作用を明らかにする上で基本的な研究課題である.昭 和52
年1月1日 からの1年 間,み ずほ基地での観測をもとに解析をすすめている.特 に,氷 床表面での熱 と水の交換に
重要な要素である潜熱輸送の問題を中心に考えている.こ の結果,次 のような点が明らかにされっっある.
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1.潜 熱輸送に関しては,4月 ～9月 に凝結が卓越し,他 の期間には昇華が卓越するが,年 間値はそれぞれ0.18
g/cm2,5.00g/cm2と 昇華量が凝結量をはるかに上まわる.
2.表 面での昇華 ・凝結 と,　glazed　surface　のクラス ト層の形成が密接に関係している.
3.昇 華量のピークと日日射量のピークは一致している.ま た,サ ッスルギを利用 しての斜面別昇華量は,北 斜
面が最も多 く南斜面が最も少ない.




(担当教官)客 員助教授 国分 征,助 教授 福西 浩,助 手 藤井良一
(研究要 旨)
現在南極の昭和基地,み ずほ基地では,地 球磁場の長周期変動の観測を磁力計を用いて行っているが,こ れらの
基地はもとより,無 人観測点での観測では,精 度の一層の向上と自然環境や輸送面の制約から,安 定性が高 く,小
型,軽 量,低 電力消費の磁力計が必要である.
このような性能の磁力計を開発するのがこの研究の目的である.
磁力計 としては,フ ラックスゲート型磁力計の うち,磁 束の閉じこめの効率が一番良い リングコアー型磁力計を
開発する.そ の際解決しなければならない問題点は
①1次 コイル,2次 コイルの巻 き数と巻き方
② 励振電流としてどうい う形のもの(パ ルス,正 弦波等)を 選択するか
③ アンプ系(温 度によるシフ トの修正他)と して,ど ういうものを用いるか
④ センサー部の組立て(3成 分のセンサーを各々直交するよう組立てねばならない.)を どのように精度よく
行 うかであ り,そ れらを試行錯誤的に行なった後,次 のチェックを行わねばならない.
① 外部磁場をしゃへいす るシール ドケースの中で既知の磁場を測定してどの位の周波数までの変動をどの位の
精度で測定できるか.
② フィールドで実際の磁場変動を測定し,基 準の磁力計と比較する.
現在まで,セ ンサー部の開発組立ては終了し,ア ンプ部も完成し,フ ィール ドの試験的測定では従来のフラック
スゲー ト磁力計よりも小型軽量低消費で十分良い感度が得 られた.
なお,こ の磁力計は本年度マラジョージナや基地での観測(日 本 ・ソ連共同)で も使用され従来の磁力計と比較
される予定である.
(イ)時 系列スペク トル解析法の開発とそれを用いた極域短周期諸変動の研究
(担当教官)教 授 平沢威男,助 教授 福西 浩,助 手 佐藤夏雄,岩 渕美代子,藤 井良一
(研究要旨)
計算機を用いた時系列スペクトル解析の手法を開発し,そ れを極域で観測された波動現象に応用することがこの
研究の目的である.本 年度は波動現象の偏波特性が時間 と共にどのように変化してい くかを能率よく解析する手法
の開発を行った.開 発されたプログラムにより波の扁平度(Ellipticity),　偏波の主軸の方向及び回転方向,2つ の
波の位相関係等が時間の関数として連続的に計算できる.
この手法を用いて,IMS期 間(1976～78年),南 極の昭和基地とみずほ基地及び その地磁気共役点アイスラン
ドで観測 された地磁気の短周期変動(ULF波 動)の 解析を行った.そ の結果,地 磁気時間の12時 を境に午前側と
午後側で偏波の主軸の向きが,ア イスランドは,　NWか らNEに,み ずほ基地ではNEか らNWに スイッチングす
ることが明らかになった.更 に共役点での位相関係は,H成 分(南 北成分)が,同 位相,D成 分(東 西成分)は,
180°位相がずれていることがわかった.こ れらの事実は,磁 気圏内でのULF波 動発生機構解明の有力な情報 と
なった.
(ウ)ロ ケットによるオーロラ中の電磁場の研究
(担 当教官)所 長 永田 武,教 授 平沢威男,助 教授 福西 浩,助 手 鮎川 勝
(研究要旨)
昭和基地におけるロケット実験で得られた電子密度,温 度,オ ーロラ粒子のエネルギースペクトルとピッチ角分
布,VLF,　 HF帯 自然電磁波動のスペクトル,静 電場 とそのゆらぎなどのデータをもとに,各 種地上観測データ
との比較検討を行いオーロラ中の電磁場の性質を明らかにすることがこの研究の目的である.
本年度は,昭 和51年,52年 に昭和基地で実施された13機 のロケット実験の中から,オ ーロラ中に発射されたS-
210-20,21,24,25号 機及びS-310-2号 機の合計5機 のロケット実験のデータを詳しく解析した.そ の結果,
オーロラ中には,20-60mV/mのDC電場が存在し,そ の強度がピークとなる高度は,オ ーロラのタイプにより
異なることが明らかとなった.ま た電子密度の大 きなゆらぎが観測された領域で,DC電 場に垂直な方向に偏波し
たAC電 場が観測された.こ れらの結果は,オ ーロラ中で起っているプラズマ不安定性の性質を調べる有力な情報
となった.こ の他オーロラ粒子によって励起 されたと思われる各種の波動がVLF帯,HF帯 で観測された.VL
F帯 では,オ ーロラヒスがロケットと同時に地上でも観測され,こ の波動は,ホ イ ッスラーモードであることが明
らかになった.
(エ)高 緯度自然電磁波動の発生,伝 搬機構の研究
(担当教官)教 授 平沢威男,助 教授 福西 浩,助 手 佐藤夏雄
(研究要旨)
地球磁気圏で起こっているプラズマ波動の一－Ptであるポーラ ・コーラス(周 波数0・3-3kHz)とULFに波動
(周波数(0.01～0.1Hz)と 密接な関係にある.そ こで,こ の2つ の波動現象を同時に解析し,そ の相関関係から
各々の発生,伝 搬機構を解明しようとするのが研究の 目的である.
その結果,ULF波 動と同じ周期でコーラス放射の強度がモジュレーションされる・しかも,ULF波 動のD成
分の方がH成 分よりもコーラスのモジュレーションと相関が良いことが明らかになった.ま た,コ ーラス放射の方
がULF波 動より20～30秒早 く受信される.さ らに,こ れらの特性は共役点でも同じく観測された.し たがって,
磁気圏の赤道付近で発生 しているコーラス放射が,圧 縮性のULF波 動によってモジュレーションを受けているも
のと解釈できる.
このほかに,コ ーラス放射のスペクトル型による分類,到 来方向の変化,空 間的な広がり,地 上 と衛星 との同時
観測等により,　VLF,　 ULF波 動の発生,伝 搬機構解明のために多 くの物理諸特性を知 り得た.
(オ)　Field-aligned　 currentの 発生機 構の研究
(担当教官)助 手 藤井良一
(研究要 旨)
地球磁気圏と電離圏 との間には,磁 力線に沿った電流(Field-aligned　 current　:　FAC)が 流れている・ この電
流により両者は結合してお り,互 いに他をコントロールしあっている.現 在まで衛星や ロケットにより,FACの
分布や強度,サ ブストームとの関係等,さ まざまな研究がなされてきたが,FACの 生成機構や電離層 と磁気圏を
含めてどのように電流が閉 じているか等,根 本的な問題については未だ解決していない.今 回の研究ではFACを
考える上で一つの重要な問題である電離層の電気伝導度の変動がFACを どのようにコン トロールしているのかを




(1)昼 間部分のFACの 強度は,大 きな季節変化を行 う.(夏 のFACの 方が冬のFACよ り2～3倍 程度強い)
(2)夜 間部分のFAC強 度については,季 節変化は,ほ とんどみられない.
(3)電 離層に流れ込む(出 る)FACの 強度の一番強化場所は,磁 気圏が荒れてくるに従い夜側へ移動す る.
(4)夏 は冬に比べ単層構造のものが二重構造のものより,卓 越する.
(5)夏,冬 とも片半球の高緯度地方に磁気圏から電離層に流れ込むFACの 量は,流 れ出るFACの 量 とつ りあ
っている.
(6)昼 間部分では,FACの 緯度分布は夏の方が冬よりも約2° 高い.
とい うことが明らかになった.
以上のことから,FACの 強度は,電 離層の電気伝導度により大きくコントロールされること,FACの 量は片
半球ずつで閉じていること,FACの 流れ込む(出 る)場 所は季節による磁気圏の歪みに対応 して移動することが
明らかになった.
(カ)極 域超高層諸現象の共役性の研究
(担当教官)所 長 永田 武,教 授 平沢威男,助 教授 福西 浩,助 手 鮎川 勝,佐 藤夏雄,藤 井良一
(研究要旨)
太陽から飛来してオーロラを光 らせる源である荷電粒子群は,地 球の磁力線に沿って南北両半球に降 り込み,オ
ーロラや電磁波動を引き起こす.し たがって,南 北両半球の地上で同種の観測を行い,そ のデータを比較すること
により,超 高層現象の発生,伝 搬特性が明らかになり,磁 気圏内の状態を探るうえで重要な情報を得ることができ
る.
昭和52年,53年 の2回 にわた り,昭 和基地の地磁気共役点にあたるアイスランドのフッサフエルにおいて,t－
口ラ,電 磁波動の観測を行った.そ の結果,昼 間受信されるコーラス帯自然電波の共役性が良 く,西 半球同時に受
信される.そ のため,こ の電波は磁気圏の赤道面付近で発生していることが実証された.ま た,夜 間オーロラに伴
なって受信されるオーロラヒス電波の共役性は悪く,冬 半球が圧倒的に強い.そ のため,こ の電波は冬半球の電離
層上空で局所的に発生しているものと理解できる.ま た,周 期10秒 ～45秒 のPc3　 と呼ばれているULF波 動の共
役点での位相関係は,H成 分は同位相であるが,D成 分は逆位相である,そ のため,こ の波動は磁力線に沿った定
在波であると理解できる.
(キ)人 工衛星ISIS-1,2に よるVLF波 動の発生伝搬機構の研究
(担当教官)客 員教授 芳野越夫,助 教授 福西 浩,助 手 佐藤夏雄
(研究要 旨)
ISIS-1,2観 測データのテレメータ受信は,昭 和51年4月 より昭和基地で実施されている.両 衛星とも軌道
傾斜角88° の極軌道衛星であるが,ISIS-1は 近地点574km,遠 地点3,154kmの 楕円軌道であるのに対し,I
SI　S-2は 高度,1,400kmの 円軌道である.第17次,18次 観測隊によって受信 されたISIS-1号111軌 道,I
SI　S-2号155軌 道のデータを用い,極 域におけるVLFヒ ス,ソ ーサーの発生領域を調べた.そ の結果,50%以
上の発生頻度をもつVLFヒ スの発生領域は,昼 間側では10～14MLTの 磁気緯度75° ～85° に位置しており,夜
側では,20～02MLTの 磁気緯度65° ～85° に位置していることが明らかになった.一 方VLFリ ーサーの発生頻
度の高い領域は,ヒ スの領域 より,や や低緯度側ではあるが,ヒ スの場合と同様に昼間側と夜側の2ヵ 所に存在す
ることがわかった.こ の結果 より,昼 間側で観測されたヒス,ソ ーサーが,磁 気圏のカスプ領域に関係した沿磁力
線電流によって起 されている可能性が考えられる.更 にVLFソ ーサーは各期間は地上500～4,000kmの 広い高度





(担 当教官)教 授 楠 宏,助 教授 前 晋爾,助 手 西尾文彦,藤 井理行,和 田 誠,
客員教授 田中正之,客 員助教授 鈴木義男,助 教授 川口貞男
(研究要 旨)
地球大気 ‖1発計画(GARP)の 副計画のひとっとして極域観測計画(POLEX)が1978年 から国際的規模で進め
られている.そ の目的は極地方における熱エネルギー収支と,そ れが全地球的な大気の循環や気候に及ぼしている
役割を明らかにすることにある.1979年 から3か 年計画で,第20～ 第22次 南極地域観測隊により昭和基地及びみず
ほ基地において,1)放 射収支,2)大 気一雪氷一海洋の相互作用,3)極 域大気の大循環の3点 を総合的に観測
することとなった.こ のため今年度は第20次観測隊(前 ・和田の両名がこれに参加している.)に より,主 として
みずほ基地において放射収支に関する観測を行うため,測 定法の検討,測 器の開発を行い,1979年1月 にはみずほ
基地に30mの 観測塔を建設し,気 温,風 向,風 速,湿 度,放 射,雪 温等の観測を開始した.ま た,内 陸に無人気象
観測点を設け,気 温,風 向,風 速,日 射,雪 温の測定を行った.な お,こ の研究には所内の他部門の教官も参加し
て強力に進められている.
(イ)氷 床氷の山脈付近での流れの研究









(担当教官)教 授 楠 宏,助 教授 前 晋爾,助 手 西尾文彦,藤 井理行
(研究要旨)
南極みずほ基地における150mの 氷のコアをはじめ,積 雪の試料が南極観測隊によって得られた.と くに,コ ァ
の解析は所外の関係機関の研究者が中心となって総合的に進められた(共 同研究の項参照)。 楠はこの共同研究報
告書作成の編集に当り,そ の結果は当研究所英文報告(Memoirs特 別号,No.10)と して出版された.前 はコァ
の誘電的性質の解析,西 尾は積雪組織の解析,藤 井は雪氷中の固体粒子の解析を行った.こ れらの結果の一部は夫
々の研究課題の項で示されている.ま た,地 球化学的研究にっいては,外 部の研究者との共同で研究が続行中であ
る.
(エ)南 大洋の海氷に関する研究
(担当教官)教 授 楠 宏
(研究要 旨)
南大洋の海氷:こ極域の熱エネルギー収支,大 気大循環,気 候変動,南 極底層水の生成などに重要な役割を持って
いる.こ のため,日 本南極観測隊による昭和基地周辺の海氷の船,航 空機,基 地からの観測,人 工衛星による観測
などの資料の解析を進めている.担 当者1ま第18次 越冬隊長 として1977年 に昭和基地に滞在したので,こ の間の海氷
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状況について報告したが,こ の年は7月 末まで開水面が存在した異例の年であった.さ らに過去の海氷状況の例か
ら10年 に1度 程度,海 氷の衰退が現われると推定したが,そ の原因等の詳細はさらに検討中である.人 工衛星の資
料から南大洋の海氷域の面積は夏に約3×106km2,冬 に20×106km2と なることが判明した.と くに,昭 和 基 地
(東経39°)の 沖合では最盛期(9～11月)に は約1,200kmま で発達することなどが判明した.気 象要素との相関
についての研究がさらに続けられている.
(オ)氷 床の流 動 と氷床内温度分布に関する研究





布を推定している.み ずほ基地において 推定 される氷床の鉛直温度分布 と,温 度分布の実測値(150m深 さ)を 比
較すると,実 測値の方が非常に大 きな負の温度勾配を示す ことが明らかになった.こ れは,氷 床表面での気候変化
による気温の上昇,又 は,氷 床の厚さの減少を示していることが解明された.
(力)大 陸 氷床 での氷震 の研究
(担当教官)助 手 西尾文彦
(研究要 旨)
みずほ基地において,三 点観測法によって得られた氷霧についての観測データの整理もほぼ終 り,水 窪の発生機
構,氷 霧の発生 と積雪の力学的,熱 的性質の関係について現在まとめているところである.ま た,さ らに氷震の発
生機構を詳しく究明していくために,実 験室内での実験を計画しているところである.
とくに,実 験室内で人為的に熱応力場を発生させ,破 壊の現象論的観察及びその機構を究明す る.
(キ)マ イクロ波 による降雪粒子の観測に関す る研究
(担当教官)助 手 和田 誠
(研究要旨)
降雪粒子にはいろいろの形,種 類のものがある.そ れらの粒子は,そ の時の温度や湿度の条件によって決まる.
実際には,一 定の条件のもとで成長するのではなく温度,湿 度などの条件が変化す る層をとおして成長 ・消滅して
いる.そ のため地上の観測だけでは上層の状態を知るのはむずかしい.そ こでマイクロ波のレーダーを使って,そ
のレーダー ・エコーの強度の変化,地 上の粒子の観測などから,ア ラレや雪片などがどのような条件で降るのかを
研究した.
今後,こ れらの解析をもとにして南極の雪の特徴などを,マ イクロ波レーダー ・エコーの編 波 や 波長変動など
と,ま た,室 内実験と合わせて研究を進めていく予定である.
(ク)氷 床内及び底部の電磁波反射
(担当教官)助 教授 前 晋爾
(研究要旨)
レーダー ・エコー ・サウンダーは,氷 床の基盤地形のみならず,氷 床内部の構造の研究にとっても,非 常に有力
な観測手段である.
そこで,現 在まで得られているレーダー ・エコーの結果を再検討し,基 盤地形並びに氷床構造についての解明を
はかった.現 在まで最長エコー時間のエコーが氷床底部 より反射してきたものとされていたが,多 重反射エコーの
再検討と,エ コー反射の特殊性から,最 長エコー時間のエコーはかならずも氷床底部から反射してきたエコーとは
かぎらないことを明らかにした.さ らに,み ずほ高原氷床下に存在するといわれていた山脈も,存 在の可能性は非
常に小 さいこと.海 面下2,000mの 深い谷の存在 も疑しいことを示した.ま た,氷 床上流部と下流部では多重反射
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の存在深度が異なることがわかったがその機構については研究を続行している,
さらに,レ ーダー ・エコーはエコー反射の特殊性から,一 点での記録ではな く,雪 上車で走行しながら,氷 床表
面 ・多重反射の連続記録を得る必要がある.そ のため,連 続記録を得ることのできるレーダー ・エコー ・サウンダ





らされたもので,過 去の大気状態を復元す る上で重要な指標 といえる.さ らには,極 域大気 ・氷床の物質循環,地
球規模の気候の変化と大気状態との関係などについても解明の手がか りを与えて くれるであろう.測 定は,CLASS
100(1立 方フィート当 り0.5ミ クロン以上の粒子数が100以 下)の クリーン ・グローブ ・ボックス内で,コ ールタ
ーカウンタ 　ー(TAI型)を 用いて行い始めた.こ れにより,16ch.の 累積及び粒径別粒子数分布,同 体積%分 布
が測定できる.物 質同定は,走 査型電子顕微鏡 とX線 マイクロアナライザーを用いて行っている.試 料は,第13次
隊で掘削した148mの みずほボーリング ・コァと,第18次 隊で採取した表面積雪である.こ れまでのところ,粒 径
0・63ミクロン以上の粒子は,試 料1グ ラム中に103～105個 含まれていること,粒 子分布は粒径が小 さくなるに従い
指数函数的に増加す ること,層 境界(例 えば氷板)へ の集中は顕著ではないなど基本的なことが明らかになってき




1970年 ～1976年 にかけて,富 士山頂部及びネパール ・ヒマラヤで永久凍土の調査を実施した.そ の結果,富 士山
頂部では約3,000m,ネ パール ・ヒマラヤのクンブ地域,ム クト地域ではそれぞれ約5,000mが 分布の下限高度で,
ネパール ・ヒマラヤでは周氷河地形や植生,夏 に分布する湖 ・池の分布などと密接な関係があることが分った,ま
た,50cm深 地温は,永 久凍土の存在と関係が強 く,地 温の高度減率は氷久凍土が存在する所と存在しない所とで大
きく異なり,そ れぞれ1.0～1.5°C/100m,0.4～0.5°C/100mとなることも明らか となった.さ らに北半球にお
ける山岳永久凍土の存在条件を高緯度永久凍土の場合と比較してみると,気 温の年較差が約30°C以 下,最 暖月気





(担当教官)教 授 吉田栄夫,助 手 森脇喜一
(研究要 旨)
前年度に引き続き,第18次 観測隊の資料に基づき海底地形調査結果の整理を行い,オ ン グ ル諸島周辺の海域で
は,規 模の大きい南北方向の氷食作用と,よ り規模の小 さい基盤の節理系及び片理系に適従した氷食の存在が確か
められた.ま た,リ ュツォ ・ホルム湾中央部にぱ非対線谷壁をもつ大きい氷食谷が見出され規模の大きい構造線の
存在が示唆される.一 方,隆 起汀線の時代については,そ の基礎の一つ となる放射性炭素年代の補正値について,
生物部門で得られた試料をもとに,検 討を行い,現 段階で妥当と思われる値を得た.




(担当教官)助 教授 矢内桂三,助 手 白石和行,船 木 実
(研究要 旨)
1.南 極産阻石の探査
第3回 日米協同限石探査に白石,船 木が,雪 氷部門の西尾 とともに加わった.そ の結果311個 の阻石を,ア ラン
ヒルズ,ダ ーウィン氷河付近で採集した.こ の成果は,第4回 南極胆石シンポジウムで報告した.
2.南 極塵隠石カタログの編さん
これまでつづけられていた,南 極産限石の分類作業をまとめ,「 南極塵隠石カタログ」の編さんが,矢 内によっ
て行われた.こ のカタログには,1969年 やまと阻石から,1976年 西南極限石までがおさめられてお り,今 後の阻石
の配分に役立てられる.
(ウ)南 極盾状地の地質と岩石及び地質図の作成
(担当教官)助 教授 矢内桂三,助 手 白石和行,森 脇喜一
(研究要旨)
1.や まと山脈の岩石学的研究
この研究はやまと山脈の変成史を復元し,他 の東南極大陸各地域 と比較することが 目的である.や まと山脈での
変成作用は少 くとも3回 あったことが認められているが,そ れ らの各々の変成条件を明らかにするために,X線 マ





第18次,19次 及び第13次 南極観測で得られた資料を基にオメガ岬 とヒュッカ ・テーレンの地質図及び同説明書の
作成を行った.ま た,こ れらの作成に関連した地質学的 ・岩石学的研究は,南 極 地 学総合シンポジウムで発表し
た.
(エ)南 極大陸を構成する岩石の古地磁気学的研究








1.Pス 島にあるマクマー ド基地周辺の溶岩は少なくとも160万 年前から43万年前までの間に流出した.
2.溶 岩の流出順序はクレーターヒル ・ケープアーミテージ,オ ブザ ベーシ ョンヒル,ハ ーフムーンクレータ
ー,セ カンドクレーター,ブ ラックノブの順である.
3.こ の間磁極はほとんど極域30°以内の90°～270° の経線に沿 う範囲で移動していた.
4.フ ェラー粗粒玄武岩の遊人した1億6千 万年前に磁極は南緯45°,西 経150° 付近にあった.





(担当教官)教 授 星合孝男,助 手 福地光男,谷 村 篤
(研究要旨)
南極大陸周辺の海氷下面には,端 脚類 ・僥脚類などの小型の動物が生息していることが知られている.昭 和基地
付近では,ふ つ う,僥 脚類のノープリウス幼生が見出される.1970年 の越冬期間に採取し,ホ ルマリンで固定した
海氷の底部のノープリウスの季節変動を調査した.
ノープリウスの個体数は,一 般に冬季に多く,7月 には10～20/cmZで あった.海 水中の藻類が殆んど無 くなり,
海氷中の藻類も減少する8月 から9月 にかけて個体数はピークに達し35.4/cm2と なった.し かし,藻 類が増加する




(担 当 教 官)教 授 星 合 孝 男,助 手 福 地 光 男,谷 村 篤
(研 究 要 旨)
第18次 観 測 隊 の 夏 期 行 動 中,リ ュ ッ ォ ・ホ ル ム 湾 内定 着 氷上(氷 厚 約1.5m)の3点(68°37.2'S,38°47.5'E,
68°41・1'S,38°35.8'E,68°41.5/S,38°39.0/E)にて,1977年1月11日 ～27日 の 間,合 計16回,水 深50mか ら
表 面 まで の プ ラ ン ク トン垂 直 採 集 を 行 った.プ ラン ク トンネ ッ トは 口径35cmの 円錐 形 二 重 ネ ッ トで あ り,内 側 ネ ッ
トは 目合0・35mm,側 長95cm,外 側 ネ ッ トは 目合0.11mm,側 長135cmで あ る.
出現 動 物 プ ラ ン ク トン群 は,　 Medusae,　 Chaetognatha,　 Polychaeta,　 Copepoda,　 Amphipoda,　 Pteropoda,　 Ap-
pendicularia,　 Fish　 larvaの8群 の み で あ り,オ キ ア ミ類 は全 く見 られ なか った.1曳 網 当 りの 全 出現 動 物 プ ラ ン
ク トン個 体 数 は100個 体 前 後 で あ り,こ の 内　Copepoda　 とApPendiculariaが 量 的 に多 く出現 した.
定 着 氷 北 側 の開 水 面 域 に出 現 す る動 物 プ ラ ン ク トン と比 較す る と,種 組 成 及 び現 存 量 にお い て差 異 が 認 め られ た
が,今 後 さ らに 時 空 間 的 に 調 査 を 拡 大 し,海 氷下 プ ラン ク トン群 集 の生 態 を 明 らか にす る計 画 で あ る.
(ウ)南 極海イン ド洋区の植物プランク トン現存量の研究
(担当教官)教 授 星合孝男,助 手 福地光男
(研究要旨)
第7次 観測隊以降,海 洋生物定常観測項 目として ミふじミ航路上におけ る表 面 海水中植物プランクトン色素量
(クロロフィルa量)の 測定が毎年継続されており,各 年の測定結果は南極資料に公表されている(但 し,第8,
11,13次 は未発表).
南極海全体を見た場合,太 平洋区及び大西洋区では,植 物プランク トン現存量測定が数多 く報告されているが,
インド洋区では比較的少い.ふ じ航路上の観測はほぼインド洋区に集中し てお り,第7次 以降の公表結果を総合
し,イ ンド洋区における植物プランクトン現存量を算定することは意味深いものと考えられる.
第7次(1965/66年)～18次(1976/77年)の間,す でに公表された9航 海で得られた南緯35度 以南海域の表面
海水中クロロフィルa測 定値は合計631点 であった.こ れらの測定結果を次の3海 区にっいて検討した.㈹ フリー
マントルから昭和基地へ向 う東部インド洋区の324点,(B)東 経20度 以東,昭 和基地からの北上航路にあたる西部イ
ンド洋区の143点,(IC)東 経20度 以西,北 上航路にあたる東部大西洋区の164点.同 時に,各 海区とも北から南へ
(1)亜熱帯水域(2)亜 熱帯収束線水域(3)亜 南極水域(4)南 極収束線水域(5)南 極表層水域(南 緯63度 以北),(6)南
極表層水域(南 緯63度 以南)の6水 域に分け,そ れぞれの平均クロロフィルa量 を算出した.
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㈹海区の6水 域での平均クロロフィルa量 は0.15～0.57mg/m3の 範囲にあり,(4)及 び(5)水域で高い値が得 られ
た.(B)海 区では0.18～0.58mg/m3の 範囲にあ り,(6)水域で高い値が見られた.◎ 海区では0.21～0.41mg/m3で
あり(4)及び(6)水域で高い値が見られた.(A)海 区は12月中～下旬,(B)及 び(C)sva区は2月 下旬～3月 上旬に観測され,
両者間には約2ヵ 月間の差がある.
夏季間の植物プランクトン現存量のピークは,12月 中～下旬,南 極収束線水域に見られ,時 期の推移とともに2
月下旬には南緯63度 以南水域へ移行することが示唆された.ま た,3海 区とも南緯63度 以南水城において,特 に観
測点間のクロロフィルaの 濃度の相異が著しく,植 物プランクトンの不均一分布がより顕著であると思われた.
今後,植 物プランクトン色素量と物理 ・化学的環境要因との関連,ま た,垂 直分布と水塊構造との関連について
検討を試みる.
(エ)サ ロマ湖の海氷中に生息する生物群の研究
(担当教官)教 授 星合孝男,助 教授 内藤靖彦,助 手 谷村 篤
(研究要旨)
1・ 海氷中の藻類現存量を測定 した.
2・ 海氷下面の日射量を測定す るための測定装置を作成 し,サ ロマ湖で測定を行った.積 雪5c皿 氷厚40cmの 海氷
の下面から20cmの 所にセンサーを設置し測定 した.水 中日射量 と全天 日射量 との比は,天 候により異 り,晴 天
日には波長により異った.す なわち,曇 天日には波長特性は少なく,水 中日射量は1.4～1.6%で あ り,晴 天日
の場合には305nm以 上については1.8%,530nm以 上では1.6%で あった.な お,2月25日 の305nm以 上の





昭和53年2月 から54年1月 まで昭和基地での越冬期間中,東 オングル島,西 オングル島,オ ングルカルベン島な
どにおいて一定量の砂を採取し,フ ローティング法により砂中からダニ類を分離,採 集した.ま た,こ れらの採集
地点の多 くからは砂のサンプルを冷凍保存して持ち帰 った.
採集したダニ類の種類組成はまだ詳しくは観察されていないが,こ れまで多数みられたNanorchestes　 antarc・
ticusの 他にTordeus属 のダニがかなり見出されるものと思われる.松 田によってオングル島から　Tydeus属 のダ














(担 当教官)助 教授 内藤靖彦,助 手 谷村 篤
(研究要 旨)
南極海には現在水産海洋開発センターを中心に毎年何隻かの調査船,操 業船が活動している.こ れらの船では海
鳥,ア ザラシ,鯨 の大型動物の目視観察を調査項 目に入れている.し かし,こ れらの調査は個別に行われており,
標準化 された方法は採用されていない.こ れらの調査船による資料をより有効なものとするため,現 在当部門を中
心に関係者 と協力し,観 察方法の標準化作業,目 視マニュアル作製作業を行いつつある.同 時に既に得 られた資料
の整理を行った.そ の結果の一部は南極資料に投稿中である.
(イ)リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 内 定 着 氷 下 の 動 物 プ ラ ン ク トン の 季 節 変 化
(担 当 教官)教 授 星 合 孝 男,助 教 授 内 藤 靖 彦,助 手 谷 村 篤
(研 究 要 旨)
昭 和50年1月 か ら4月 の期 間 昭 和 基 地 付 近 の定 着 氷 下 に て,口 径30cmの ネ ッ ト(目 合0.1mm)に よ って 採 集 さ
れ た試 料 を も とに昭 和 基 地 周 辺 の 夏 か ら秋 に か けて の 動 物 プ ラ ン ク トンの 季 節 変 化 を 調 査 した.
動 物 プ ラ ン ク トン総 個 体 数 は顕 著 な変 動 を 示 し,海 氷 下 の 環 境 条 件(特 に 植 物 プ ラ ン ク トン量)と 対 応 関 係 が あ
る こ とが示 唆 され た.
出 現 した動 物 プ ラ ン ク トン群 は,　 Tintinnida,　 Polychaeta　 larvae,　Ostracoda,　 Copepoda及 びApPendrcuralia
で あ る が,こ れ らの うち平 均63%は ノ ー プ リウ スを 含 む か い あ し類 で あ った.1月 か ら4月 の 期 間 に 出現 した か い
あ し類 は,　Ctenocalanus　 vanus,　 Oithona　 similis,　Oncaea　 curvata,　 Tisbe　 racovitzai,　 Harpacticus　 SP.と 種 組 成
は極 め て単 純 で あ り,そ の個 体数 の大 部 分 はOithonaと 　oncaea　 の2種 で 占め られ て い た.
夏 か ら秋 に か け て,か い あ し類 は,定 着 水下 に お い て,量 的 に重 要 な群 と考 え られ る.今 後,か い あ し類 の 各 種
の 季 節 変 動,分 布,食 物 関係 を とお し て定 着 氷 下 にお け る動 物 プ ラ ン ク トンの 生 態 学 的 役 割 を 明 らか に して い く予
定 で あ る.
(ウ)南 極土壌生態系の研究
(担当教官)教 授 松田達郎,助 教授 大山佳邦,助 手 神田啓史
(研究要 旨)
昭和52年12月 ～53年2月 にかけて,昭 和基地周辺の竜宮岬,オ ングル島,ス ヵルブスネス,ス カーレンに お い
て,表 層土壌を採集し,土 壌の呼吸量にっいて測定した.呼 吸量は全体的に温帯のものとくらべると非常に高い値
が得 られた.こ れは土壌中に生活する微生物は短かい夏期間中に一気に生活環をなしとげようとする現象と考えら
れ,南 極地域のコケ類などにも同じ現象があ り,極 地における適応の一種と考えられる.
また,土 壌の含水量 と全窒素 も同時に測定され,呼 吸量との関係を考察した.今 後,土 壌中のダニ類や土壌藻類
の種組成,個 体数なども平行して調査し,南 極土壌生態系の1端 を明らかにしたい.
(エ)南 極産蘇類の適応
(担当教官)教 授 松田達郎,助 手 神田啓史
(研 究要 旨)
昭和52年12月 ～53年2月 にかけて,昭 和基地周辺に分布する蘇類群落の構造について観察した.一 般に生育地の




ならず,年 周期,生 活環,胞 子の成熱を知る上で,生 理 ・生態学的にも重要であ り,さ らに詳しい観察を行った.
一方,昭 和53年1月 に西南極のキングジョージ島で調査をする機会を得,群 類群落における年周期の特徴と思わ





昭和52年12月 ～53年2月 にかけて,プ リンスオラフ海岸の竜宮岬において,主 として,群 類の分類 ・生態の調査
を行った.
竜宮岬の植生は鮮類種が優占し,宗 谷海岸の植生 とは,種 組成,優 占の度合においてい くらか異っている.
竜宮岬で発見されたグリミア ・ラゥィァナGrimmia　 lawianaの 群落は,昭 和基地周辺では最も規模の大きいも
のと考えられる・また,大 陸氷によって運ばれたモレーンには構造土が見られ,そ の構造土の周囲や中心部には群
類やランソウ類が生育している.こ のような,植 物の生活の場 としての構造土にっいても調査した.
一方・宗谷海岸地域にのみみつかるナンキョクセンボンゴヶBryum　 antarcticumと エゾネ ジ レ ゴケ属Des.
matodon　 sp・について,亜 南極や西南極の標本 と比較検討し,そ の分類学的位置について考察した.
(7)寒 地工学研究部門
(ア)極 地 用スノーモ ビルと軽量 棲による行動 形式の研究




走行を冬期積雪地域において行 った.そ の結果より合理的且つ安全な野外行動の手法を見出すため,櫨 への荷積み
の方法・走行中の防寒,防 風対策,車 輌間のコミニュケーションの方法,移 動観測の方法,権 の牽引方法 と走法,
クレバス帯などでの遠隔操作方法などに関する多 くの知見を得た.
(イ)極 地 装備 に関する寒地工 学及び 労働生理 学的研究
(担当教官)教 授 村山雅美,助 手 寺井 啓
(研究要 旨)
昨年に続き,日 本製羽毛服を着用した被検者により,衣 服の防寒性能 と低温が生理機能に及ぼす影響を 一60°C
に60分 暴露し,種 々の測定を行い現在解析中である.一 方,昨 年得 られた手の甲の皮膚温が低下するとい う結果に
基づき,作 業性能とも合せて,最 適な手袋の組合せを見つけるため素手及び各種手袋の組合せにおける指尖部,手
甲,手 掌部等の温度変化を一60°C室 において全指皮膚温が+10°C以 下になるまで測定した.充 分な実験例が得ら
れなかったので,今 後 も継続 して行 う予定である.
また,ス ノーモビル走行中の運転者への防風対策として,ヘ ルメット着用やハンドルカバーの効果及び走行中特
に温度低下をきたす身体部位などに関する知見を得るため,運 転者の各部位の皮膚温を測定したが,外 気温が充分
低 くなく,風 も弱く顕著な変化を記録できなかった.機 会があれば今後も続けたい.
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(ウ)無 人観測点 にお ける 自然 エネルギ ーの利 用
(担当教官)教 授 村山雅美,助 手 寺井 啓
(研究要 旨)
超高層物理研究に伴う無人観測点の設置に関連し,同 研究グループに協力して実施した一般研究である.風 エネ








砕氷船の設計 ・建造に関する主要な問題として,船 体について,氷 海域における砕氷推進性能,砕 氷推進時の船
体 ・プロペラ強度,主 機関選択等があ り,礒 装関係として,荷 役法と格納スペース,居 住区仕様等がある.こ れら
の うち,本 調査では,主 に,砕 氷推進性能に関連して,連 続砕氷抵抗の算定式,氷 海水槽等よる模型試験における




2.共 同 研 究
1.昭 和53年 度共同研究一覧表
研 究 分 野
53年度採択件数




地 球 物 理 学
新 規睡 剛 計
1 1
超 高 層 物 理 学 7 6 13 4 14 9 23
気 象 3 2 5 1 4 4
雪 氷 4 4 4 4
地 学 6 6 12 3 3 9 12
生 理 生 態 学 2 2 3 2 5
寒 冷 生 物 学 2 2
設 営 工 学 2 2 2 1 1
阻 石 2 2 2 2
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研 究 課 題
研 究 代 表 者 研究期間
(昭和)氏 名 隊 司 所 属
人工衛星テレメ トリによる極域
超高層の研究








































氷板の変形 ・破壊 と氷霧の観測 浜 口 博 之 助教授 東北大学理学部
51～53
3年
極地建造物の研究 佐 藤 稔 雄 教 授 日本大学理工学部
51～53
3年
防寒衣類の研究 村 山 雅 美 教 授 国立極地研究所
52～53
2年
(1)超 高 層 物 理 学






IMS期 間に際して昭和基地における超高層関係の研究観測の充実を図るため,地 上観測網,ロ ケット観測に

































ISIS-ll 2731・421 9・1 2 39
iSis-il・861 81179 一 26
iSis-lll・431 60 65iーi 18
ISIS-il・3・1 551 531一 22
ISIS-"1・24 381 511一1 35
計 1,009 417 385 24 183
現在南極大陸におけるISIS受 信局はTerr　 Adelie　(仏)と 昭和基地の2個 所にあり,こ れら2個 所によっ




昭和基地におけるISISテ レメトリは国際協力(ISISワ ーキング ・グループ支援,外 国地球局によるコ
マンド支援等)の 基に順調に進められ,昭 和51～53年 度において第1表 に示 されるISIS運 用が行われた.
取得データは,極 地研を通して関係研究者により,ま た,電 波研の研究者により利用 されるとともに,磁 気テ
ープのコピー及びイオノグラム ・コピーをカナダのCRCを はじめWDCに 送付 している.
3.研 究成果







(3)極 域の電波(E　 LF　 ・VLF)放 射
ISISに より得られるVLF受 信データを周波数解析することにより,極 域でのELF放 射特性,極 域特有
の　saucer　に関する解析研究を行った.
4.今 後の計画
昭和基地におけるISISテ レメ トリは,昭 和54年 度 も引き続き行 うが,ISISプ ロジェクトの中心である
カナダCRCに おいて,ISIS衛 星の運用を昭和53年 秋をもって終了することになっている.




(所内研究者)平 沢威男(教 授),福 西 浩(助 教授)






性を明確にしてい くことにより,地 球磁気圏の物理的諸特性を探究 しようとするのが目的である.
2.経 過
現在地上で観測されている磁気流体波の種類は20数 種に及ぶが,我 々が注 目するのはその中でPi2,Pc1・
Pc3の3つ である.以 下それぞれについて述べる.
(1)Pj2
本研究のほとんどはこの現象を中心にしてなされた.昭 和基地(L=6.3)と みずほ基地(L=7.7)に 加えて
Sanae　(L=4・0)・　Hermanus　 (L=1・8)の ほぼ同じ地磁気子午線に沿って,極 光帯,　Plasmapauseか ら中低緯
度に位置する4つ の観測点でみると,極 磁気嵐(サ ブス トーム)の 開始とほぼ同じくして,Pi2が 汎世界的に出
現するとい うことは・以前にも報告した・これをさらに詳しく調べるために,ア ナログdataを デジタル化して
スペクトル解析を行った・方法は極地研計算機システムを利用した.そ の結果,ス ペクトルの形は極光帯 と低緯
度側で必ずしも同一ではないが,そ の中に汎世界的に共通するスペクトルのピークが存在することが確かめられ
る.こ の成分をPi2　 としてみていくと,Pi2の 周期はオ 一ー口ラ ・プレイクアップの開始する位置(緯 度)と 関
連していることがわかる.す なわち,オ ーロラ ・プレイクア ップが低緯度側で起るとPi2　 の周期は短 くなり,
高緯度側で起るとPi2　 の周期が長 くなるという関係がみられる.こ れは,も しもPi2　 が極光帯に根をもつ磁
力線の　standing　oscillation　によって起こされると仮定すれぱ定性的には説明できる.そ こで極光帯に根をもつ
磁力線のstanding　 oscillationの 周期を,理 論的に地磁圏のモデルを仮定 して計算をしてみた.そ の結果,観 測
値 と計算値がかなり良 く対応することが証明された.Pi2は,磁 力線のoscillationに よるとするmode1が 有




Pc1　 はdynamicspectralanalyzerの発 達 に よっ てIGY以 後 多 くの 研 究 者 に よって 扱 わ れ て きた が,そ の
中 か らで て きた 大 きな 問題 はPc1の 顔 　(characteristic)　 が 極 光 帯 と中 低 緯 度 で 全 く異 る とい うこ とで あ る.す
なわち,極 光帯ではPc1は 昼に多く見られるが,中 低緯度では夜にしか見られないなどである.
従来Pc1の 解析は個々の例について重点的に取 り扱 うという方法が とられてきたが,我 々は統計的に両者の
特性の違いを明らかにすることを試みている.使 う資料は1977年2月 ～1978年1月 の1年 間で,極 光帯の観測点
として昭和基地を,ま た,中 低緯度の観測点 として女満別を選び現在1次 的な解析を進めている.そ の結果,極
光 帯 のPc1　 のactivityはKp指 数 との 関 連 を示 す が,中 低 緯 度 のPc1　 のactivityはDst指 数 との関 連 が
より明らかなことなど,両 者の特性の違いが明らかにな りっっある.
(3)Pc3
Pc3は1841年 にAngen　 heisterに よって発表されて以来,長 い歴史をもつ現象であるがその発生機構は明ら
かでない・　Solar　windに 原因があるのか,磁 気圏あるいはPlasmapauseに 原因があるのか,又 は,中 低緯度
に10ca1で はあるが原因とな りうるものがあるのかという,多 くの問題が残 されている.今 我々が最 も興味をも
っているのはこの問題であ り今後継続 して取 り組んでいきたい.
ウ　Aurora領 域及びCusp領 域の電離層の研究
(研究代表者)大 家 寛(東 北大学理学部教授)







及び　 ll)電 子密度計測(NE　 I)
の機器を用いて実施し,極 域電離層の物理的諸過程を解明した.
1)電 離層プラズマ中における波動粒子相互作用
S-310-2及 び3号 機,並 びにS-210-20及 び21号機に搭載されたPWHに よる観測結果の詳細にわたる解析
が行われた.そ の解析のプロセスで,特 に,バ ックグランドノイズレベルを除去しつつダイナミックスベクトルを
作成することにより,従 来の解析 よりはるかに高い分解能で現象をとらえることができた.こ の内最も顕著な現象
はプラズマ周波数から高域ハイブリッド周波数に到る周波数域で,バ ンド状にいわゆるUHR-emissionが 受 信
されていることである.こ のemissionはS-210-21号 機で顕著であるが,他 のロケット観測でも同様に観測さ
れている.こ れは数100eV～ 数KeVの 降下電子フラックスが励起した波動によるものと考えられる.ま た,サ イ





検討された.な お,　PWHに よる観測は第19次 隊でも,S-310-4及 び6号 機によって成功してお り,こ れらの
結果と合わせた総合的解析の結果が期待される.
2)電 子密度計測と極域電離層の構造
NEIに よる電子度計測結果の解析は,本 年度,第18次 隊のS-310-3号 機及び第19次 隊によるS--210--30・
31号機の3機 について行われた.夫 々の結果を以下に要約する.
2.1)S-310-3の 観測結果
S-310-3号 機は地磁気的に非常に静かな 時に打ち上げられており,地 磁気静穏時の冬期夕刻における典型的
な極域電離層の例を示す ものである,そ の高度プロファイルは上昇時,下 降時とも100㎞ 付近に高度巾20～30㎞ の




S-210-30及 び31の結果は夏期ほぼ真夜中のものである.両 者 とも110㎞ 付近にピークをもっ層を示している.
さらにS-210シ リーズでは200kHzで のシース容量値の連続観測も行っているがこの試みにより,1～100Hzの
電子密度のゆらぎに関する情報 も得られている.こ の点についての解析は今後の課題 として残 されている.








本年度は南極ロケットS--210-20及 び21号機によって観測されたVLF放 射,特 にオーロラヒスの世界及び磁




このロケットは全長28mダ イポールアンテナと8,000回 巻フェライ トコアループ(1cmφ ×15cm)が 用いられ,
そのスペクトルが広帯域テレメータで,時 分割で伝送された.従 って全 く同時刻のEとHの 比は求められないが,
サンプルされた高さでのE,　 Hの 周波数スペク トルのセクションをソナグラフで求め,例 えば周波数を6～8kHz
と限定 してE,　 Hの 夫々のスペク トルの平均的強度を読みとることによりE/Hの 高さの変化を求めた.こ の波動
がホイスラーモードであれば,E/H比 は屈折率をnと すれぽ377/nと なる筈である.観 測 された電子密度から
nを 計算し,上 記の関係を調べると,高 さが変ってもほぼ上記の関係が満足されることがわかった.こ のチェック
には厳密には伝搬スペクトル方向の情報が必要であるが,粗 い近似としても十分信頼できる結果である.
(2)S-210-20,21に より観測 されたヒスの電力密度 と地上観測との比較
上記のようにホイスラーモードのヒスがロケットで受信されたが,そ のポインティング電力を計算すると6～8
kHz.ミ ンドで両ロケット共釣6×10-14W/㎡Hzと なった.一 方地上観測の8kHzヒ ス強度は20号 機の飛翔時
1.5×10-15,21号 機の飛翔時には2～3×10-15W/㎡Hzとなり,下 部電離層通過の際 うける減衰が,前 者で16
dB,後 者で14dBと い う値になることがわかった.
(3)電 離層内減衰のfull　wave計 算
上記ヒス電波の電離層下部通過時の減衰を計算するため,金 沢大学工学部長野勇講師の助けを借 り,S-210-
20発射時得られた電子密度分布を用いて,地 上110～70㎞ の間の衝突による減衰 と分反射による減衰量をfullwave
法で求めた.こ の結果,電 離層の上側でのwave　 norma1の 入射角及び地球磁力線 とのなす角に依存するが,ト ラ
ンス ミッション角内では,最 低減衰量は14dB,最 大24dBと なった.こ の値は前項のロケット,地 上観測結果とよ
く一致している.
(4)上 記のロケットでは,同 時に40KeV以 上の電子のフラックスの測定がESH(理 研グループ)に より行わ
れたが,こ の測定器で得られたフラックスの時間変化と,VLF広 帯域ノイズの包絡レベルの時間変動を対比させ
ると,20号 機ではその相関は大変良いが21号 機では悪い.オ ーロラヒスの原因は広範囲のエネルギーの電子のチェ
レンコフ放射が源 と考えられてお り,ま た,そ の発生場所も電離層内部と考えた方がよいような地上観測データも








昭和52年度の共同研究 としては,南 極大陸内陸部への水蒸気輸送過程を明らかにするために,第15次 南極地域観
測隊がみずほ高原においておこなった トラバース旅行の際に採取した雪の結晶のレプリカの観察と,同 時に採取し
た雪試料の酸素同位体組成の分析結果 との比較を行った.
その研究の継続として,本 年度は,南 極氷床内陸への水蒸気輸送過程を理解するために,同 じ大陸氷床であるグ
リーンランド内陸において植村直己氏が作成した雪の結晶のレプリカの観察を行った.
植村氏は,53年6月 ～8月,グ リーンランド縦断旅行を行った際に,第1図 に示すような地点において,総 計66
枚の雪の結晶のレプリカを作成 しており,そ の記録状態はおおむね良好である.
たとえば,6年13日04:30,北 緯79°40',西 経38°OO',標 高2,300mに おいて採取された雪の結晶のレプリカ













つぎに6月20日14:00,北 緯77°11',西 経38°14',標 高2,300mの 地点において採取された雪の結晶のレプリカ
No.11を みると,結 晶形は,板 状結晶の正規六花であり,普 通樹枝 とい う形であるが,枝 の先端が角ばっているの
は,雲 の中層は樹枝状結晶の成長に充分な過飽和度の高い条件にあったが,最 下層では角板の成長条件であったこ
とを示している.
第1図 をみるとわかるように,レ プリカM11が 作成された地点は,グ リーンランド氷床の内陸部であるが,そ こ
で樹枝状結晶のように過飽和度の高い条件下で成長する結晶が観察されたのは,大 陸氷床内部への水蒸気輸送過程
を理解する上で興味ある結果である.
なお,レ プリカ作成 と平行して,雪 氷の試料も採取されているので,そ の酸素同位体組成の測定が進めば,結 晶





(所外共同研究員)鈴 木保典,松 浦充宏(東 京大学理学部助手)
【研究成果】
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依って説明する事を試みた.本 年度は,マ ントル物質の粘弾性を考慮に入れ,氷 床の厚 さが時間的に変化する場合
の準静的地表変位について考察した.
粘弾性媒質の挙動は,封 圧に対しては弾性的であ り,偏 差応力に対してのみMaxwell的 であると仮定した.氷
床の厚さの時間変化は,H(t)氷Heavisideの 階段関数 として,
D(・)一 芸 急(一 ・)・(・-kdT)H(・-kdT)・(・)
と設定した.即 ち,氷 床の厚さは,時 刻t=0か らas時 間線形に増加し,次 のas時 間は一定値Doに 保たれて
いるが,そ の後減少し始め,時 刻t=　3dTで 元の状態に戻る.ま た,氷 床が地表に及ぼす垂直応力の空間分布関数
としては,前 報のCase　 llに相当するもの,即 ち,
S(r)一{7V剛1::≦a(2)













・一(λ十μ)/(λ+2μ)・ γ一(λ+÷ μ)/(λ+2μ)・ ・/・ 一/・t/・・(5)
で与えられる.上 式で,λ,μ 及び レは,そ れぞれLame'の 弾性定数及び粘性率を表わす.第(4)式 は,Ft)が 荷
重の分布にも座標にも依存しない事を示している.第1図 では,　ATニ105年 とした時のF(t)の 様子を,粘 性率が
違 う幾つかの場合について比較した.計 算に用いた速度構造は,表1-1に 示される.
(2)二 重構造モデル
或る厚 さの完全弾性体の層が半無限粘弾性領域の表面を覆っている場合についても,そ の準静的変位v*(r,t)




と書 くと,そ の 時 間 依 存 性 を 表 わ す 部 分F*は,も は や荷 重 分布 や 座 標 に対 して 独 立 で は ない.第2図 に は,F
(t)と の 比 較 の 為,変 位 をム
v*(r,t)=F(t;r)u(r),(7)
ム
と書き表わした時のF様 子を,r/a=0,1,2に 対して示した.但 し,a及 びvの 値 としては,そ れぞれ1,700㎞
及び　1024poise　を採用した,計 算に用いた速度構造を,表1-2に 示す.
氷床が覆っている領域の半径をa=1,700㎞,そ の中心で厚さをDo=4㎞ とした時,周 縁部(r=a)で の弾性変
形に依る沈降量は,半 無限媒質の場合で,約270mと なる(第3図).例 えば,媒 質の粘性率を　1024poise　と仮定
すると,南 極大陸の氷床周縁部で観測されている約30mの 隆起を半無限弾性モデルで説明する為には,厚 さ4㎞ の
氷床が今から約7万 年前に減少し始め,現 在では中心部で1.2k皿 の厚 さの氷床になってしまったと考えれば良い
(第1図).し かし,こ の値は,い ささか小さ過ぎるように思われる.他 方,二 層モデルの場合には,氷 床の厚さ
の減少が,約5万 年前に始まり,現 在の氷床の厚さは,中 心部で2㎞ 程度であると推定 される(第2図)・
媒質の粘弾性を考慮しなければならない問題においては,そ の現象を決定する上で重要な役割を果す量,例 えば
表1-1速 度構造(半 無限モデル)
層 厚 さ(㎞) P－ 波速度(㎞/s) S－ 波速度(kn/・)降 度(・ ・/・m・)
1 oo 8.08 4.52 3.41
表1-2速 度構造(二 層モデル)












粘 性 率 とか 荷 重 の 履 歴 等,が 不 確 か な の で,こ こ で は南 極 大 陸 の 氷 床 周 縁 部 で の 隆 起 現 象 を 説 明 出 来 る一 つ の モ デ
ル を 提 出 す るに 留 め る.
〔参 考 文 献 〕LEE,E.H.,Quart.AppLMath.,13,183-1gO,1955.
イ　 Rb・Sr及 びU・Th・Pb同 位体による南極地域火山岩頚の研究
(研 究 代 表 者)倉 沢 一(工 業技 術院 地 質 調査 所 主 任 研 究 官)
(所 内 研 究 者)吉 田栄 夫(教 授)
【研 究 成 果 】
西 南 極 ビク ト リア ラ ン ドの ドライ バ レ ー地 域 の 新 生代 火 山岩 類,基 盤 岩 の 花 圃 岩 片 麻 岩 類 を 貫 く岩 脈 ・群 及 び そ
れ らを 水 平 に切 って 遊 人 して い るFerrar　 ドレ ラ イ ト岩 床 の 主 化 学 組 成,微 量 元 素 並 び にSr同 位 体 比 の測 定 を行
った.ま た,岩 石学 的 な 検 討 も並 行 させ た.
新 生 代 火 山岩 類 は マ クマ ー ド火山 区(McMurdo　 volcanic　 province)に 属 し,ド ラ イ バ レ ーのTaylor谷 に広
く露 出 し,大 部 分 はか ん らん 石 粗 面 玄 武 岩 ～ 石 英 含 有 か ん らん 石 チ タン輝 石粗 面 玄 武 岩 で あ っ て,K-h「 年 代 は,
2・5m.y.で あ る.こ れ らの 岩 石 は 海 洋 地 域 の ア ル カ リ岩 系 と同様 に,シ リカ に不 飽 和 なマ グマ で特 徴 づ け られ
る.一 方,ロ ス島 のHut　 Point半 島で は,1m.y.から さ らに 若 い もの が分 布 して い る.
この 火 山 区 の活 火山 のErebus火 山 を 構 成 す る　phonolite　 は,現 在 も火 山 の 山頂 火 口 内 に溶 岩 池 と して 存 在 し
てお り,そ の 鉱 物 組 成 は山 体 の　phonolite　 そ の もの と大 き な差 は な い.し か も石 基 中 には 微 小 な　pyrrhotite　 が 露
出 して い る.
基 盤 岩 の花 圃片 麻 岩 類 を貫 く岩 脈 群 は,　Wright　 谷 に 多 数露 出 し て い る.お もに安 山岩 質 な黒 雲 母 含 有 角 閃 石 ス
ペ サ ル タ イ トや角 閃 石 輝 安 山 岩 が 多 く,そ の ほか 花 圃 斑 岩 額 も貫 入 して い る.こ れ らは,次 に 述 べ るFerrar　 ドレ
ラ イ ト岩 床 に よ っ て切 られ て い る.そ の ドレ ライ トの年 令 は160my.で あ る.
Ferrar　 ドレ ラ イ ト岩 床(si11)の 露 頭 試料 及 びDVDP　 13　(Don　 Juan　 Pond)　 で え られ た コ ア試 料 の 主 化 学 組
成,微 量 元 素 及 び87Sr/86Sr比 測 定 の 結 果 は 次 の とお りで あ る.　 SiO2は51.50～55.70%であ り,低 いTiO・,
P205,Na20及 びK20の ソ レァ イ ト質 岩 石 で あ る.と くに,　DVDP　 13の 厚 さ約50mの 岩 床 か ら え られ た 試 料 で
は,そ の上 下 端 の接 触 部 と中 心 部 とで,い くらか 分 化 して い る.し か し,87Sr/86Sr比 は0.71182±0.00010で,
ほ とん ど　isotopic　 fractionation　 を示 し て い な い.ま た,そ の 岩床 で のSiO2,K20,Na20+K2あるい はFeO
MgO比 が上 部 か ら下 部 に増 加 して い る.し か し,岩 床 の 最 下端 の 約2mほ どの 間 は 変動 が大 き い.
前 述 の 岩 脈 群 の87Sr/86Sr比 は0.7040～0.7047で あ っ て,新 生 代 のMcMurdo火 山 区 の海 洋 島 の特 性 を もつ
ア リカ リ岩 系岩 石 の0.7031～0.7038とFerrar　ドレ ライ トの0.71182と の 中 間 的 な 値 で あ る.　DVDPで え られ
たFerrar　 ドレ ラ イ ト試 料 は,　Ferrar　 ドレ ライ ト岩床 の下 部 の メン ・ミー と推 定 され る.
従 来 の この 岩床 に つ い て の研 究 結 果 で は,そ れ ら が ソ レ ア イ トマ グマ の 分 化 物 と され,し か も87Sr/86Sr比 が
0.710前 後 の 高 い 値 を もっ て,オ ー ス トラ リアの タス マ ニ アな どに 対 比 され て い る.し か し,　DVDP　 13の ドレ ラ
イ トは,そ の 化学 的性 質 な どか ら,カ ル ク ・ア ル カ リ岩 系,っ ま り高 い 酸 素 分圧 に よる もの か,あ る い は地 殻 物 質
と混 成 作 用 に よ る生 成 物 の 可能 性 もあ る岩 石学 的 性 質 が 明 らか に な った.つ ま り,玄 武 岩 質 マ グマ と して は,87Sr
/86Sr比 が 異 常 に 高 い(0.710)こ とを,上 部 マ ン トル の異 常 性 とし て説 明 され て きて い るが,再 検 討す る必 要 が
あ ろ う.
な お,ド ライ バ レ ーで の 古 い岩 脈 群 及 び 新生 代 玄 武 岩 頚 の岩 脈 の 方 向 性 が,ド ライ バ レー の ロス海 に面 し た海 岸
線 と平 行 して い る よ うに み られ る.い ずれ に し て も,岩 脈 群 の 詳 しい 研 究 を 推 進 させ る こ とが望 ま しい.ま た,南








野外における大規模な破壊実験として,長 野県の諏訪湖に発生する,い わゆる 「御神渡 り」とそれに関連した現
象に注 目し,氷 板中に発生す る氷霧と氷板の変形,破 壊過程 との関係を調べることを目的として51年 度からスター
トしたこの共同研究は今年度で終了である.そ こですでに発表 されたもの,一 応の成果のまとめに近い項 目につい
て総括する.
観測は予備調査の後,主 に昭和51年 と52年に,固 有周期4Hz及 び10Hz上 下動地震計を用いた氷震の観測,気
温 ・氷温 ・水温の連続観測,「 御神渡 り」をはさむ2枚 の氷板の くいちがい量の連続観測,　Transitに よる氷板の
変形量の観測等を諏訪市上川河口で行った.
(1)氷 霧活動
氷霧活動は1日 に2回,午 前中と夕方から夜にかけて活発になる.特 に,午 前中の気温の昇温 時 における活動
は,観 測したすべての期間において顕著である.南 極における氷霧活動は主に降温時に見られるが,こ の差異は氷
板の境界条件の違いによるものと考えられる.
図は異なる3つ の期間における午前7時 から午後3時 までの氷震発生頻度を示したものである.Dは 氷板の厚さ
を示している.1976年2月1日(A)に は,2枚 の氷板は,「 御神渡 り」に沿ってくいちがいがかなり自由に進行して
お り,一 方1977年2月7日 ◎には,「 御神渡 り」で氷板はほぼ完全に固定されていた.ま た,1977年1月14(B旧 の
氷板は上記の2つ の期間の中間の状況であった.氷 霧発生の　on　set　は,図 より明らかなようにA,　 B,　Cの 順で
だんだん遅 くなっている.ま た活動の　duration　も　A,　B,　C　の順に長 くなっている.こ れらは氷板の厚さと関
係 してお り,氷 板が厚い程,気 温上昇の影響が氷板中に伝わるのに長い時間を要する為 と思われる.ま た,頻 度の
凸凹の具合いがA,　 B,　 Cの 順でなめらかになっている.こ れは氷板の境界条件,す なわち,「 御神渡 り」に沿っ
て氷板が固定されているか否によっている.Aの 状況では,氷 板中に応力が蓄積されると氷霧発生はさかんになる






































った.(1)の 結果を考慮に入れると,こ のことは氷震活動が氷板中の熱応力(Thermal　 Stress)　に依存しているこ




結果,m値 は2枚 の相対的変形速度と関係づけられることが見出された.こ の観点から自然地震のデータを見直す
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ア 極地構造物の研究
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の目的を達するに至っていない.そ こでこの問題を解決するために,低 温に対する性能 と比強度の大きい石膏に注
目して,こ れを新しい構造材料 として昭和基地の建設に使用すべ くその適性を検討してきた.そ して補強石膏が鉄
筋コンクリート(以 下RC)部 材とほぼ同等の性能を有す る こ とを明らかにし,充 分使用に耐えることを確認し
た.
研究経過と成果初年度は石膏の構造材料としての低温特性を検討し,ミ ニモデル及び実大梁の曲げ強度試験を行
った.昭 和52年 度は曲げと軸力を受ける柱の耐力及び力学的挙動を検討した.本 年度は石膏 と補強鉄筋 との間の付
着力を変化させた梁の試験と石膏を用いた試作住宅の構造ユニットの破壊試験を行い,一 連の実験のしめ くくりと
した.ま た,比 較のためにそれぞれ同形のRC造 試験体を作成 し,そ の性能を比較検討した.
a石 膏の基礎的性能
3種 の養生条件に対する温度特性をそれぞれII型 無水石膏単味,同 改良品,α 型3種 の石膏につ い て調べ,圧
縮,引 張,勇 断,付 着強度及び静弾性係数にっいて検討した.こ のうちfi型 無水石膏改良品は混線打設時温度が23
℃以上になると強度が著しく低下し,ま た材令4週 の静弾性係数E吉 はコンクリー トの2.1×105㎏/c皿2前 後に対
し,1.2×105㎏/c皿2前 後 と半分程度の値を示すが,構 造材料としての性能は施工性も含めて低温環境において優
れていることがわかった.
bミ ニモデル及び実大梁の曲げ試験
aの データに基づいて梁の曲げ強度,変 形及び破壊性状にっいて検討した.試 験体は石膏に軽量骨材(メ サライ
















補強筋の表面に布を巻いて石膏 との付着力を変えた鉄筋補強石膏梁 とRC梁 の曲げ試験を行い,そ の変形及び破
壊性状を実験 と解析によって検討した.本 実験では石膏梁とRC梁 の変形及び破壊性状はほぼ 同 じで あった.ま
た,付 着力を零とした場合の変形量は付着を効かせた場合の約2倍 となるが耐力に差はなかった.
d柱 の実験
繰 り返し水平力を受ける石膏柱の強度,変 形及び破壊性状を検討する目的で,軸 力の影響を主要因として実験し
た.結 果は梁の場合と同様に石膏柱はRC柱 と似た性質を示し,特 に,降 伏後の剛性,塑 性率にっいては石膏柱が
大きく,変 形性能に優れていると考えられる.
e耐 久性に関する実験(試 作住宅の強度試験)
本実験はM社 が建設省の補助を受けて昭和50年5月 ～11月 にかけて試作した補強石膏造建物を昭和52年12月 に解
体したが,こ の10個 のシ リンダーユニットの うち2個 を対象として,ラ ーメン曲げ試験,壁 の曲げ勇断試験,コ ア
ボーリングによるテス トピースの材料試験,中 性化試験,補 強筋の錆発生状況の調査等を行った,表2に 材令によ
る材料特性の変化を示す.圧 縮強度,引 張強度及びヤング係数共,材 令とともに増加している.中 性化試験では仕
上材付壁面で表面より0.6cm,仕 上なしの壁面で1.3c皿 の深さまで中性化が進んでいるが,錆 の発生はほとんど見
られなかった.
表2材 令による材料特性の変化
材 令1 圧 縮 強 度1 引 張 強 度 iヤ ガ 係数E吾
・年9か 月1 408.3kg/cm21 6.3kg/cm21・ ・9… ぴ㎏価
・年9か 月/4剛 1.63 1 1.35 1・ ・5・
また,ラ ーメン曲げ試験は正対称2点 載荷で1方 向繰返し加力とした.実 験結果及び亀裂発生による剛性低下率
を考慮 して,マ トリックス法で解析した結果を図1に 示す.こ れらの結果より耐力及び変形能力も充分であること
がわかった,
以上,こ れまでの実験及び解析を通して,石 膏を用いた構造体は特に,低 温時の施工に優れてお り,RC造 に比
べて比強度が高 く耐力,変 形能力及び耐久性はほぼ同等であり,付 着力に対する考慮が適切であれば充分使用に耐
えることを確認した.
ll　南極昭和基地建物周辺のスノウドリフトについて
スノウドリフト形態の予測については,南 極資料第62号 にひとっの仮説 と風洞実験の結果をまとめた.即 ち雪嵐
の状態の建物周辺で,あ る特定風速を超える速度場の雪粒子は風 と共に流れ,そ れ以下の速度場に含まれる雪粒子
が地上に堆積する確率が高いと考え,建 物周辺の速度場を特定の等速度面で区分することにより,雪 の吹き溜 り形
態を推定しようとするものである.
また,極 地建物の耐風設計上の動的効果を略算する手法のひとっとして,ガ ス ト応答計算法(構 造物の風による
最大応答の期待値を,平 均応答の係数倍で評価しようとする考え方)を 検討し,そ の1部 を構造物の耐風性シンポ
ジウム1978で 発表した.こ の中で,応 答の上限と下限を,風 速変動の空 間 相 関が完全相関(上 限)か 無相関(下
32
限)か で推定できることを示した.
本年度は,耐 風設計における動的効果の見積 りの うち,側 壁面変動風圧の性状と,主 風向と直角方向の建物振動
の性状にっいて風洞実験により検討した。主な結果をまとめると次のとおりである。
1.剛 体模型の側壁面変動風圧係数は気流の乱れの増加 とともに大きな値を示し,剥 離点 より風下側にゆ くにつ
れてやや増加する.ま た,建 物の平面見付幅/奥 行寸法(以 下アスペスク比と呼ぶ)が 大きくなると変動風圧係数
は小さくなる.
2.剛 体模型の側壁面変動風圧のスペクトルでは,そ の卓越周波数はアスペクテ比の増勉 とともに大きくなり,
気流の乱れが大きいと低周波帯域のスペクトルの値が高 くなる傾向を示す.
3.1自 由度振動模型の側壁面変動風圧係数は,模 型の固有周期が長 くなる程小さな値を示す傾向にある.
4.変 動風圧の空間相関で,流 れ方向のピークに時間のずれのあることから,構 造物にね じれをおこす力が存在
する.










年次である.初 年度にはすでに報告したように,現 在南極観測で使用している防寒衣(羽 毛服 ・D型 雪靴)と グリ
ーンランドエスキモーが常用する毛皮服との比較を行い,-20℃ までは羽毛服が優位であり,-40℃ 以下では毛皮
服が優位となること,手 の甲部温度が極度に低下すること,汗 がチエリーガラー ドの言 うミ極地での行動における




防寒衣を装着した被験者を低温条件下(-50℃,無 風)に 椅座位姿勢 ・安静状態で60分間暴露し,そ の前後の感
覚機能にっいて調べた.測 定 した項 目は次のとお り.な お,暴 露前後の安定期を各30分 間 とった.
測定項 目
視覚:視 力,視 野,大 脳活動計
聴覚:オ ーディオメータ
触覚:二 点識別法
形態:身 長,体 重,皮 下脂肪(贋,側 腹,上 腕背部,肩 甲骨下)
その他:手 反応時間,尿 検査,ハ ートレイト,皮 膚温(直 腸,衣 服内温等12点),血 圧
実験は成人男子4名 について行い,低 温暴露中もハートレイトは連続測定,皮 膚温はデジタル体温計2分 毎の読
み取 りによりモニターした.被 験者に対する問診は トランシーバーにより監視老を通 じて行った.
b南 極観測隊用手袋の保温効果
現用手袋 とその主な組み合せ,素 手,木 綿薄手5本 指手袋,パ イル軍手,作 業用黒皮5本 指手袋とパイル軍手,
オ 一ー一く一ミトンとパイル軍手の5種 について右手全指 ・掌 ・甲,右 足第1指 ・甲,手 袋の内外側(素 手の場合は左
手第1指 ・掌),直 腸の12点 の温度変化を測定した.実 験は成人男子2名 にっいて行い,+20℃ 室内にてサーミス





















































































終了時とし,そ の後+20℃ 室内で検温回復過程を10分 間とした.
所見
この研究での生理学的な解析結果は,渡 部が53年 秋より1年 間渡米のため後日報告する.
エスキモー毛皮服 との比較実験から,最 近の昭和基地を拠点とした行動が主として一20～-30℃ の温度環境であ
り,-40℃ 以下での行動はごく短期間に限られてお り大型雪上車による野外行動様式をも考慮すれば現用羽毛服で
防寒衣としては充分であるという結果を得た.付 言すれば,1977年 フランス極地研究所によるフランス隊,カ ナダ
空軍及び日本隊の防寒衣の比較実験の結果,断 熱性,発 汗に対する通気性及び気心地において日本隊の防寒衣が最
も秀れていると報告されている.し かし,今 後内陸基地を拠点 とした行動様式をとる場合は,毛 皮服の優位個所を
参考とした極寒用(-40℃ 以下)の 防寒衣の開発も必要である.
また,手 甲部の急激な温度低下から現用手袋の保温効果を検討した.一 例を図に示すが,オ ーバーミトンを装着
しない場合は急激に温度が低下 し,数 分～十数分間で指尖の感覚がマヒし始め,手 指の作業を不可能にしている.
一方指尖温度が10℃ 以下になるのに要 した時間が,短 い場合は回復 も短時間であったことから,あ る手袋での適当
な作業時間のインターバルを決めることが可能 と考えられる.例 えば皮手袋+軍 手では20分 作業10分 休憩とすれ
ば,凍 傷を防止すると共に作業能率もあげることが可能である.図 中のミトン着用 と皮手袋+軍 手着用との中間に
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である.静 穏時においても,荷 電粒子降下による影響が存在し,特 に,E領 域及びD領 域に著しい効果を及ぼす.
これは中低緯度の電離層と比較して,大 きな違いである.従 って極域電離層の日変化特性,季 節変化特性は複雑で
あり,多 くの問題点が点在している.そ れ故種々の度合の擾乱時においてロケットによる電離層電子密度プロファ
イルの直接観測による結果と地上観測 とを合せて,電 離層の擾乱時の特性及び日変化特性を解明することが 目的で
ある.
また,サ ブス トーム時には高エネルギー粒子の役割が重要になり,オ ーロラを励起すると共に下部電離層の電子
密度 ・温度を上昇せ しめる.さ らに電離層に強い電場が惹起される結果,E領 域の電子密度は時間的空間的に変動
し微細構造が生ずる.こ れ ら因果関係にかかわる現象をロケットを用いて直接測定を行い,極 域電離層の電離機構
とプラズマ擾乱の微細構造を調べることによってオーロラフレア現象の解明に資することが本研究の 目的である.
2.電 子密度高度分布の測定
第18次 隊によってS-210-29号 機は52年7月12日19時15分45°EMTに 完射され,最 高高度118㎞ に達した.
ロケット飛翔時においては,イ オノグラムではEsが 出た り消えた りの状態,30MHzの リオメータの吸収の変化
値はodB,　 地磁気aHの 変化はOγ,弱 いVLFエ ミッションが存在した状況で,総 体的には静穏である・
電子密度の観測はnケ ット尖端近 くのファラデーカップのグリッドに流れる電子電流から求めた.高 度65～120
㎞の間のプPフ ァイルが得られた.85～115㎞ の間において3～4×104cm-3の 密度のEs層 が測定され,こ れは過
去10数 機のロケット観測に比較してかなり低い値である.
昭和基地のボ トムサイドの電離層観測によると,こ の時期は午前側でEs層 の密度が高 く,午 後側特に夕刻はか
なり低 くなっている.ロ ケットデータは従来の地上観測 とよく合っている.こ の時刻の観測は今回が最初であ り,
夕刻のEs層 の特徴が明らかになった.
3.電 子密度ゆらぎの観測
極域において高度100㎞ 付近はオーロラの出現が頻発し,強 いジェット電流,強 い電場,電 子密度の大きなゆら
38
ぎが存在する.密 度ゆらぎに関して,外 国ではKelly　 and　Mozerの ロケット観測,　Balsley等 のオーロラレーダ
による観測があ り,我 が国でもS-210-6号 機で初めて96～115㎞ の範囲に電子密度の微小ゆらぎを観測した.さ
らにS-210-8,9,10,16,17,18号機のラングミュア ・ブロープの電子電流に顕著なゆらぎを観測した.こ
れらのゆらぎすなわち静電ノイズの観測としては従来0～160Hz,レ ンジによる測定であった.S-210-25号 機
では0～1kHzま で観測範囲をのばした.今 回S-210-29号 機で初めて0～10kHzま での測定を試みた.
観測結果によると,静 電ノイズのスペクトルは高度に対して著しい変化を示している.上 昇時高度95～106㎞,
下降時104～112㎞ においてゆらぎの振巾が大きくな り,1～2kHzに ピークをもち,ス ペク トルは高周波側にのび
ているのが観測された.
プラズマ不安定現象の数値的解析によれば,今 回の観測結果において1～2kHzに ピークが存在するところから
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【研究成果】
地球周辺空間の極地域で観測される種々の電磁気的擾乱現象を,デ ータ解析,計 算機シュミュレーシ ョン,理 論








電流が存在し,そ れは三つの重要な部分からできていることが判った.一 つは惑星間空間磁場と密接な 関 係 を 示
し,昼 間部の磁気圏境界域に発生源を持つ と考えられるヵスプ領域電流である.他 は太陽風動圧と関連して比較的
安定した変化を示し,磁 気圏プラズマの大規模対流に原因を持つ と考えられる(領 域1)電 流であ り,更 にもう一
つは極光帯ジェット電流と関連して激しい変化を示 し,磁 気圏尾部から輸送される高温プラズマ流に原因をもっと
思われる(領 域2)電 流である.
3.極 域におけるVLF波 動とULF波 動の相互作用
南極の昭和,み ずほ基地で得 られたVLF,　 ULF波 動の観測データを解析した結果,準 周期性をもつQP型V
LFコ ーラス電波と地磁気脈動(周 期～30秒)と は密接な関連があることがわか り,磁 気圏内での短周期磁場変動
と自然電波の相互作用,そ れらが電離層を通じて地上で観測される機構を解明す る重 要 な手掛 りが得られた.特
に,コ ーラスの変動が地磁気脈動より約20秒 進んで生じていることはVLF,　 ULFの 相互作用が,主 として地磁
気赤道付近で起っていることを示唆している.さ らに,コ ーラスと地磁気脈動の対応性は脈動のD成 分において著







流このモデルから得 られたオーロラの巾,沿 磁力線電流の強度及び電流 とアークとの位置関係などはロケットによ
る観測結果を良く説明していることが判った.
5.磁 気圏内のULF波 動とそれに関連した粒子輸送の理論的研究
ULF波 動の特性は,電 磁流体振動の二つの基本モード(局 所的モードと伝播的モード)で 表現され,地 磁気脈
動の周期,振 巾の空間依存性はこの二つモードの結合の結果 として説明されることが判った.さ らに,こ れら二つ
の基本的電磁流体振動の電磁場擾乱に伴って発生すると考えられる磁力線沿いの粒子の統計的加速や,磁 力線を横
切 る粒子の拡散輸送の問題が定量的に調べられた.こ の結果,ULF波 動に伴って,磁 気圏内で観測される高エネ
ルギーの陽子,電 子フラックスの変動現象を説明する機構を知る糸口が得られた.
学会(誌)名 著 者 題 目 巻,号,頁
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ウ 発光雲を使 った　field　line　tracingの 基礎的研究
(研究代表者)小 口 高(東 京大学理学部教授)
(所内研究者)福 西 浩(助 教授)
(所外共同研究員)中 村純二(東 京大学教養学部教授)
【研究成果】
neumann　 効果によって金属jetを 作る実験を超高層で行 うことを提案したのは1969年 英国のHunter　 である
が,1971年 以来後米のWescott,　 Davis等 は実際　shaped　charg　によるBa　 ll発光雲を超高層に作ることに成功
し,磁 気共役点間における磁界や電界の相関,オ ーロラ帯における電界の模様や　electrojet　の強さ,あ るいはそ
の時間的変化を求めている.我 が国でも内之浦や昭和基地で,こ のようなBa　 ll発光雲 ロケット実験を行 うことを
想定 し,次 の基礎的開発を行った.
1.金 属バリウムライナーの開発
金属バリウムの素材は直径22mmの 円筒でこれを7個 の金型で順次圧搾成型して,最 終的に外径60mm,全 頂角
90℃ の図1の ようなBaラ イナーを作るのであるが,図2a)の ように先ずプレスで直径60mmの 円板にした後
絞 り合成型を行ったところ,中 心部の加工度が大きいため割れが生 じ欠落した.b)で は最初直径35mmの 円錐状
にした後,絞 り成型を行ったが,逆 に周縁部に割れを生 じた.c)で は径45mmの 円板から出発してみたが,小 さ
いながらやはり割れが生 じた.d)で はアルゴンガス封入炉で融点710℃ まで加熱し,熔 融後Na7金 型に流し込ん
だが,得 られたライナーは極めてもろく,成 型は失敗であった.結 局,図2(e)の ように圧搾回数を減らし,加 工硬
化による割れを少 くする目的で,金 型のM4とNor7だ けを用い,500ト ンプレスで短時間(数 秒)の 間に40ト ン加
えて成型し,ほ ぼ所望の形のものが得られるに至った.
バリウムライナーの防蝕処理としてカネバ ックを用いたのでは2週 間で腐蝕がは じまることが明らかとな り,結
局,次 の方式でほぼ満足な結果が得られた.先 ず炭化バ リウムの被膜をかけてライナー表面にBaC2被 膜を作 り,
更に機械的強度をもたせるためパラフィンワックスをかける.更 にその上にクラック防止のため,シ ールピールコ
ーティングを行って再びパラフィンワックスをかける.す なわち,ラ イナーの上にBaC2被 膜パラフィンワックス




Ba発 光雲のイメージングのためには,観 測時間を延ばすためにもイメージングの 限界まで感度を上げる必要が





































(所内研究者)福 西 浩(助 教授),藤 井良一(助 手)





果で表わされ,今 までの研究において,そ れぞれの電流要素の効果を定量的に分離することが重要な課題 として残
されていた.本 研究では,極 域の磁場,オ ーロラ資料と最近の人工衛星,レ ーダーによる電場等のデータを総合
的に解析し,各 電流の特性とそれらがいかに結合しているかを明らかにすることを目的とする.併 行して,電 離層




(1)ISIS-2極 軌道衛星(高 度約1,400km)か ら観測した北半球オ一一ロラ写真(波 長:5577及 び3914A)内
にTRIAD衛 星(高 度約800㎞)の 軌道が入る場合を両衛星データセットから6例 選び出し,オ ーロラの特性と
field-一－aligned電 流の関係を調べ,次 のことが明らかになった.(a)一 般的に大規模なオーロラの緯度方向の境界
は　field-aligned電 流の境界と非常によい一致を示し,オ ーロラをおこす降下電子と鉛直電流に密接な関係があ
ることがわかる.(b)夕 方側においては,上 向きと下向き電流の境界は,ち ょうどオーロラの明るさが緯度的に最
小になっているところに位置し,そ の高緯度側には明るい,構 造のあるオーロラが存在している.
(2)オ ーロラジェット電流が降下電子分布 とどのような関係にあるのかをくわしく調べるため,カ ナダの子午線
に沿 う7つ の地上観測チェーンで得られた3成 分磁気記録と同時にその上空を飛行 したISIS-2衛 星の低エネ
ルギー(<10KeV)粒 子フラックスの相対的位置関係を検討した.今 まで,オ ーロラ降下粒子の特性は2つ のタ
イプ　(discrete　なものとdiffuseな もの)に 分けられるとされてきたが,こ の分類は真夜中以前の地方時にのみ適
用 され,朝 方ではその特性がさらに複雑になっていることがわかった.た とえば,朝 方の極側の極光帯では非常に
discrteな 電子の降下が極磁気嵐の最中に見られるが,こ の緯度帯には電離層電気伝導度を上げるには十分なフラ
ックスはなく,し たがってオーロラジェット電流の極側の半分では,夕 方側と異なり,降 下電子のフラックスは弱
い.赤 道側半分では,比 較的一様だが強いフラックスがあ り,ジ ェット電流の伝導度を保っているようである.
(3)以 上の観測結果とここ数年明らかになりつつあるオーロラ,　field-aligned　 電流分布をインプットし,電 離
層内の電場を求める数値計算を実行した.こ の計算による電場分布は,少 なくとも極冠域及び極光帯では最近の人
工衛星,レ ーダー,バ ルーン実験結果とよい一致を示すことがわかった.と くに,極 光帯における地方時による電
場の方向,大 きさの変化が計算により見事に再現され,計 算に用いた仮定の正しさが実証 された.ま た,従 来地上
の磁場変動分布から等価電流系を求め,そ のパターンを電場ポテンシャル分布と近似的に見なす傾向があったが,
この手法にはかなりの問題があることも指摘 される.即 ち,と くに極光帯での電気伝導度の空間非一様性が電場分
布には ミねかえる.重 要 さを再確認した.
(4)高 緯度に源をもつ電場がどのような減衰で低緯度に伝播するかとい う問題を,電 離層E層 と地表の間の空間
を導波管と仮定 してモデル計算を実行した.た とえば,磁 気圏尾部の大規模な電場の変化が,高 緯度電離層を経由
して同時に赤道地方にまで伝わる可能性のあることがわかった.
3.今 後の方針
AE-C衛 星で得られた高緯度電場をとくに季節変化に注 目して調べ,電 気伝導度の電場への影響を明らかにす
る.ま た,(4)の 電場の伝播問題を,よ り現実的なモデル計算を行 う.t
オ　EXOS-A衛 星による極域超高層プラズマ中の波動粒子相互作用の観測研究





EXOS-A衛 星によるPlasma　 wave観 測ぱ,400Hz～30kHzのVLF帯と,　45kHz～3MHzのLF・MF帯
で行われている.　telemeterdataは,鹿 児島県内之浦のKSC局 と南極昭和基地のASB局 で取得されているが・
ASB局 のものは,昭 和54年4月 に砕氷艦 ミふ じ.の 帰日まで待たなければならず,今 年度の解析 ・研究は,　KSC
局で得たdataに ついて行った.
以下に各波動観測項 目にわけて,解 析 ・研究の成果と現状を報告す る.
1.　 VLF帯 波動にっいて




Plasmasphereで 得 られ た 波 動 の 中 の代 表 的 現 象 で,受 信 頻 度 も非 常 に 高 い.　 duct伝 搬 を して い る と思 われ る
Whistler群 に つ い て は,そ の 分 散 値 の 衛 星 の 移 動 に 対 す る変 化 の 様 子 か ら実 効 的 なduct幅 を算 定 した.そ の 結
果,約3,000㎞ の衛 星 高 度 で,幅 約50～200㎞ とい う値 を 得 て い る.こ れ らの値 は,理 論的 に 予測 され る もの(数
10㎞),地 上 観 測 の 結 果,　ISIS衛 星 観 測 が報 告 す る200㎞ 前後 とい う値 等 を 共 に 包 含す る もの に相 当 し てお り,今
後,よ り　data数 を増 し て検 討 す る必 要 が あ る.
　 1-2　 LHR　 (Lower　 Hybrid　 Resonance)　 Noise
Whistlerに 付 随 して 放 射 され るLHR　 noiseか ら は,そ の 周 波 数 の 高 度 変 化 を も とに,　 Plasmasphere内 電 子
密 度 の 高 度 分 布 を 検 討 した.そ の 結 果,中 緯 度Plasmasphere内 電 子 密 度 の 高 度2,500～3,800㎞ 領 域 で の 高 度 分
布 は,イ オ ン温 度 約2000°Kの 等 温 状 態 を 仮 定 した 拡 散 平 衡mode1で 充 分 説 明 で き る こ とが 判 った.
　 1-3　 LHR　 Whistler
非 常 に め ず ら しい 現 象 とし てLHR　 whistlerを 観 測 した.こ の現 象 の解 釈 ・伝 搬 機 構 は い ま まで 確 立 され て い
な か った が,我 々は,そ のspectrum及 び 共鳴 周波 数の 対 値 変化 の様 子 か ら,一 つ のmodelを 提 出 した.す な わ
ち,　LHR　 whistlerは,磁 力線 に ほ ぼ垂 直 な方 向 に電 子密 度 勾 配 が あ る よ うな構 造 のplasma媒 質 内を,波 が 大 き
なwave　 normal　 angleでnonduct伝 搬 す る結 果 で あ る と思 わ れ る.こ のmode1は,定 性 的 に で は あ るが,　LHR
whistlerのspectrumや共 鳴 周波 数及 び そ の 変化 を よ く説 明 し て い る .こ のmode1に 基 づ けば,　 Plasmasphere
内FAI　 (Field　 Aligned　 Irregularity)の 構 造 を,　 LHR　 whistlerの 特 性 か ら診 断 す る こ とが 可 能 にな る と思 わ れ
る.
1-4そ の他 の波 動
plasmapause近 傍 や そ の外 側 の領 域 で は,　chorusや 他 のemissionを よ く受 信 して い る.し か し事 例 は まだ 少
く,今 後,　dataを 蓄 積 し,　ASB局 で のdataの 解 析 結 果 も合 せ て,衛 星 塔 載 のenergy電 子 のflux計 測結 果 と
の 相関 等 を調 べ る必 要 が あ る。
2.　 LF・MF帯 波 動 につ い て
LF・MF帯 波 動dataは,衛 星 か らPCM伝 送 され,東 京大 学 宇 宙航 空 研 究 所 大 型 計算 機 シ ス テ ム 内 のdata・
baseで 管 理 され てい る.柴 田 ・富 沢 が 主 に そ の 解 析 に あ た った.
現 在,得 ら れ た波 動 のmode決 定 の 作 業 を進 め て い るが,極 域(北 極 域 … 高 度 約2,500～3,900am,南極 域 …
高 度 約650～1,000km)でenergy,　電 子(数KeV)の 降下flexの 増 加 に 伴 って,強 い 広 帯 域(45kHz～1MHz)
なnoiseが 　dipole　 antenna　 に 入 感 して お り,さ らに そ の位 置 がauroral　 ovalと よ く一 致 して い る点 が特 徴 的 で
あ る.
3.　 FaradayCupで 捕 集 したDC　 Currentに つ い て
南 極 域day　 sideで は,　 farady　 cup　 で 捕 棄 したDC電 流 値 の変 動 と,　 Invariant　 latitude　 との相 関 がみ られ
る.　Invariant　 latitude　が 約75° ～80° の 領 域 でDC電 流 値 に強 い 変 動 が あ らわ れ て い る.こ れ は,　 day　 side　 cup
領 域 下 の　top　side　ionosphere　 で 電 子密 度 の不 均 一 が存 在 して い る こ とを示 す もの と思 わ れ る.
力 大規模磁気嵐の発達過程と極域擾乱の形態変化の研究
(研究代表者)丸 橋克英(郵 政省電波研究所主任研究官)
(所内研究者)福 西 浩(助 教授),平 沢威男(教 授)
(所外共同研究員)野 崎憲朗,菊 地 崇(郵 政省電波研究所研究官)
【研究成果】
この研究の目的は,大 規模な磁気嵐の発生及び発達過程を,太 陽風の擾乱 という外的要因 とサブストーム(極 磁
気嵐)に 伴 う磁気圏の内部状態の変化という内的要因の両面から探ることである.本 年度は1977年1月 以降に起き
た磁気嵐について太陽フレア及びコロナホールとの対応関係を調べ,磁 気圏の発生を外的に決定づけている太陽風




1977年1月 から1978年6月 までの1年 半に起 こった磁気嵐の原因を,太 陽フレアとそれに伴 う電波放射,コ ロナ
ホールの太陽中央子午線通過,太 陽風速度,太 陽風磁場の極性を考慮して推定し,次 の結果を得た.
(1)こ の期間にDstが －SOrを 超える磁気あらしが44例 あり,こ の うち40例について原因と考えられる太陽フ
レアまたはコロナホールに対応づけられた.約90%と いう高率の原因同定は,こ れまで同種の試みによる50%程 度
の率と比較して,非 常に高いものである.
(2)上 記の期間は太陽黒点数の上昇期であり,地 磁気擾乱の27日 回帰性が全般的に低下する時期にあたると考え
られているが,そ の中にも非常に明瞭な回帰性磁気嵐の系列の存在が認められ,寿 命の長いコロナホールと対応 し
ている.
(3)上 記の回帰性磁気嵐のほかに,寿 命の短いコロナホールに対応する磁気嵐が多数存在し,こ れと太陽フレア
によって起 こされる磁気嵐が全体的な27回帰性を低下させている.
(4)コ ロナホールの太陽中央子午線通過 とほぼ同じ時期に太陽フレアが起こり,磁 気 嵐 が 観測される場合があ
る.こ のような例ではフレアが コロナホールより西側にある場合には地球にはフレアの影響が強く見られ,フ レア
の位置がコロナホールの東側にある場合には,コ ロナホールの影響が強 くなる傾向が認められた・




解析し,こ れをもとに,両 鶴測点におけるスペクトルの特徴,発 生頻度,地 磁気擾乱との関係について調べた.解
析したデータは1976年1月 から1年 間のものである.こ の解析によって次の結果を得た.
(1)比 較的大きなPc-1脈 動は,昭 和,み ずほ両基地で同時に観測 され,両 者の特性は,ダ イナミックスベク
トルの微細構造まで一致している.
(2)小 さなPc-1で は,現 象の同時発生があまり見られず,昭 和,み ずほのいずれか一方でのみ観測される現
象 も多数ある.こ のことは,高 緯度のPc-1は 緯度方向にあまり伝搬 しないことを示唆している.
(3)Pc-1の 発生頻度 としては,昭 和,み ずほ両基地とも,ほ とん ど毎 日Pc-1脈 動の発生が認められ,発 生
頻度は午後の時間帯に最大値をもつ.
(4)昭 和基地の地磁気脈動Pc-1の 発生頻度 と地磁気活動 との間には,明 確な関係が認められなかった.こ れ
は低緯度で観測されるPc-1と 高緯度で観測されるPc-1の はっきりした違いの一つである.
キ 極光帯ULF及 びオーロラの相関解析に基づ く　Substorm発 達機構の研究
(研究代表者)桜 井 亨(東 北大学理学部助手)
(所 内研究者)福 西 浩(助 教授),岩 淵美代子(助 手)
(所外共同研究員)斉 藤尚生(東 北大学理学部助教授)
【研究成果】
極域におけるオーロラサブス トームの開始時刻が,低 緯度サブストーム及びPi2型 磁気脈動の開始時刻 と極め
て良い1対1の 対応関係にあることを先ず確かめ,次 にPi2を 用いてサブス トームの発生機構を探ろうとした.
Pi2の 種々の波動特性が調べられ,特 に,太 陽風磁場の垂直成分(Bz)が 北(南)を 向いて磁気圏尾部に蓄積され
たエネルギーが小さい(大 きい)場 合には,オ ーロラ嵐は高緯度(低 緯度)で 発生 してマグニチュードの 小 さい
(大 きい)サ ブス トームを伴い,か つ周期の長い(短 い)Pi2が 現われるとい う関係が求められた.特 に,低 緯度
において湾型変化がほとんど認められず長周期減衰型磁場振動のみが観測 される場合をミニサブス トームと名付け
て,サ ブス トーム及びPi2の 物理的原型を与えるものとして重視された.そ れらの関係は次のように説明された.
即ち,　Bzが 正(負)の 場合に太陽風磁場と磁気圏磁場の間にN(S)型 再結合が起 って磁気圏内にN(S)型 対
流を惹起し,そ の間にdBz/dt<　 0に なると,何 れの場合にも磁気圏尾部エネルギーを一時的に増加させて磁気圏
尾部にX型 中性線を生ぜせしめる.そ の際に発生した各種のHM波 の中でAlfv6n波 はテイル型磁力線に沿って地
球に向って集中的に伝搬し,オ ーロラ粒子の降 り込みと同時にオーロラオパールに達し,オ ーロラ嵐 とPi2の 同
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時発生 として地上で観測される.
Alfv6n波 は極域電離層で反射されて磁力線に沿 って磁気共役点に向かい,減 衰型振動を起してPi2と して観測
される.と ころで,こ の時には既にプラズマシー トの内向き運動に伴って磁力線はテイル型からダイポール型に変
型しているので,ダ イポール磁場をやや変形させただけのモデルを使って定常振動周期即ち,Pi2周 期の計算がで
きる.N(S)型 再結合の場合にはオーロラオパールは縮小(拡 大)し ているのでオーロラジェット電流は弱(強
く)く,か つ関与する磁力線の長 さが長(短)い 為にマグニチュードの小さい(大 きい)サ ブストームに 伴 う長
(短)周 期のPi2が 期待でき,計 算 と観測 と極めて良 く一致するとい う結果が得られた(第1図).
次に,オ ーPラ 嵐 と極めて関係の深いPc5型 磁気脈動に関して,昭 和基地のデータを用いて周期の非季節的型
年変化の研究が始められた.磁 気テープを編集 ・縮小 して東北大学におけるP-hissaで 波動スペクトルを求めた
ところ,Pc5周 期の綺麗なU型 日変化が求められた.次 に6月 と12月の周期を比較したところ,6月 に比して12
月の方が周期が長いという結果が得 られた(第2図).膨 大な資料に対して編集に多 くの月 日を要するので今回は
1973年 のみに留めざるを得なかったが,1974年 ～1977年 にわたる　correlation　chart　の目視解析の結果においても










(所内研究者)福 西 浩(助 教授)
(所外共同研究員)坂 翁介(九 州大学理学部助手)
【研究成果】
九州大学ではSQUID磁 力計を用いて阿蘇にてULFの 観測を行っている.こ れは将来昭和基地での.地 磁気
変動の高感度測定に備えるとい う意味をもつ.
ところで,阿 蘇における観測では,し ばしば午前(a.m5時 ～12時)に おいて振巾0.1～0.5γ の,微 小振巾では
あるがpulslveな 変動を観測するが,こ れは昭和基地のデータと対比した結果昭和基地におけるPi2活 動 と一致
することがわかった(第1図).し かし詳細にみると,両 者は波形その他の細部にかな り差がみられ,伝 播におけ
る諸種の問題を含んでいるように考えられる.




従来余 り着 目されていなかった,電 離層の存在が低周波脈動(Pc3～4)に およぼす効果について
(ロ)Pi2の 観測時間の非対象性






阿蘇における　Pi2の 観測と,昭 和基地における　Pi2の 発生 とは,必 ずしも100%の 対応がつ くものではない・
これは測定器の感度の問題ではなさそ うであ り,対 応しないのはそれな りの理由があるように思える.
これらの諸問題の うち,現 在は 〔1〕 のイに手をっけたところである.以 下にその概要を述べる.
Pi2やPc3～Pc4程 度の地磁気脈動は,そ の波長が長いために,従 来は電離層の存在を無視してよいとされて
きた.し かし,Dungey(1963)が,若 し地磁気脈動が磁気圏において,あ るいは地上において,無 限に拡がって





第2図 一(a)は冬期の例(1977年12月2日)で,阿 蘇において0130JST頃Pi2が 明瞭に観測されている.こ の
変化はH成 分のみに顕著で,D成 分には殆んど変化がなく,従 って変化の主軸は南北に沿っている.朝 方5時 ～8
時にかけて数個のPi2が 観測されているが,そ れらもまた変化はH成 分のみに集中し,D成 分には殆んど変化が
ない.な お,こ の5時 ～8時 の間にPi2は 昭和基地の　Pi2活 動に関連していると考えられる.図 中,一 番上のト
レースは日本におけるf。F2:F。Eを プロットしたもので,こ の場合は冬期であるのでE層 の電子密度は7時 過ぎ
にやっと増加しはじめているが,こ の例の場合のPi2活 動はいずれ もE層 の出現以前に終っている.
第3図 一(a)は夏期の例である.こ の場合,　foEは0530JST頃 に出現しはじめている.こ の時2時 ～3時 前後に
かけての小さいPi2活 動にはD成 分を伴っていないが0530以 後のPi2活 動には明らかにD成 分の変化を伴ってい




方時に対してプロットしたものが示してある.こ こでパワーに着 目すると,黒 丸はH成 分の,白 丸はD成 分のそれ
に対応するが,こ の場合はいずれもH成 分のパワーがD成 分のそれ より非常に大きいことがわかる.一 方,第3図
一(a)に対応するこれらの図は第3図 一(b)に示してあるが,図 中から明らかなように,D成 分のパワーはE層 の出現
する5時 を境 としてH成 分のパワーと同程度に増加 している.
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第2図 一(a)冬 の例(1977年12月2日).阿 蘇における成分の変化(Pi2レ ンジ)は 太い
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(b)E層 出 現 後 明 らか にD成 分 の パ ワー はH成 分 の パ ワー と
同 じ程 度 に増 大 して い る。




ケ 移動観測用小型フラ ックスゲー ト磁 力計 システムの開発研究
(研究代表者)青 山 巌(東 海大学工学部教授)




小型軽量で移動(無 人)観 測に便利なフラックスゲー ト型磁力計の開発研究を行 うもので,特 に,リ ングコア方
式について初年度はその特性について検討し,最 適と考えられるセンサの基礎開発を行 うことを目的 としている.
2.成 果の概要
まず,こ の研究のためにすでに手に入れてあるセラミックボビンによるリングコアを利用し,巻 線の方法,励 振
の周波数や電力等について基礎的な検討を加え設計に必要な最適パラメータを取得することが第一であった.次 に
一部回路を試作し実際に磁力計としての特性を確かめる実験を行った.
特に,励 振周波数 としては2～10kHz程 度が良 く,小 型化に関しては矩形波が,高 感度を目的とする場合には
正弦波励振が有力 となることがわかった.い ずれの場合も励接は飽和点の約2倍 が最適である.一 方,コ ァの形状
については直径2～3cmの ボビンにパーマロイ(6-81M。-R-一 マロイ)の テープを9～12回 程度巻きつけたも
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高性能化を目的 としたものは12MHzの 水晶により1/4096と1/2048,す なわち2.93kHzと5.86kHzを
励振と位相検波に使用して見た.こ の場合にはS/N良 く磁力計出力としては入力換算で0,05γ 程度は充分ある
と考えられる.回 路は50×80の プリント基板2枚 程度におさま り,非 常に小型軽量 となることがわかった.い ずれ
にしても将来大きな容量と重量をしめた トランス類はほとんどなく,デ ィスクリー ト素子のみで構成できることは
信頼性の上でも有効である.
これらの検討の結果から,更 に将来 より安定なものにするため,現 在使用のセラミックコァボビンをステンレス
ノ
系のものに変更する必要がある.特 に,　Inconel　750X等 が推奨される.我 が国ではこの種のものが手に入 り難
く,ま た,工 作も困難である.今 回はこの材料に比較的近いInconel　 738を 使用することができる見通しを得たの
で年度末になってこのボビンを使用したコァを10個程度試作した.こ のボビン径は20φ,テ ープはM。 パーマロイ
(6-81)を12回 巻いたものである.直 流的な磁気特性は熱処理後のものでもセラミックタイプのものとほとんど
変 りないが安定性や強度の面では有望であろうと考えられる.こ の試料による実験は現在準備中である.
一方,実 用化する上には・ミイァス電流の安定化をはかることが第一で,こ の方面の研究 もあわせて行い,一 つの




(所内研究者)福 西 浩(助 教授),川 口貞男(助 教授)
(所外共同研究員)鈴 木勝久(東 京大学理学部助手)
渡 辺 隆(筑 波大学物理学系助手)
近藤 豊(名 古屋大学空電研究所助手)
【研究成果】
第18次 隊に参加 した岩上直幹隊員は,ロ ケット及び大気球観測によって上層大気のオゾン及び一酸化窒素を測定
し,ま た,地 上観測によって励起窒素原子の測定を行った.こ れらの測定データの分析が今年度行われたが,中 で
も特筆 されるのはS-210-27号 機の成果である.こ のロケットは飛翔姿勢が安定であったので,良 質の一酸化窒
素及びオゾンのデータが得られた.
一酸化窒素については,極 域超高層大気における高度分布の様相を世界に先がけて正確にとらえることに成功し
た.高 度70kmか ら120k皿にかけての一酸化窒素密度は1×108cm'3前 後であり,わ れわれが中低緯度で測定した値
に比べて約10倍 も大きいことが判明した.極 域においては,オ ・一ロラ粒子の作用で一酸化窒素が増加することは,
我々も理論的に予測していたし,ま た,先 のS-210-22号 機の観測結果からも示唆されていたことであった.
今回の観測は降下粒子の存在しない条件下で行われた.一 酸化窒素の化学的寿命は,こ の高度域では少 くとも数
日間であることが理論的に示される.し たがって,観 測時に粒子降下はなくても,数 日前からの降下粒子の影響の
履歴効果として,一 酸化窒素密度の増加を理解することができる.高 度90～70㎞ にかけても増加が見られること
は,典 型的なオーロラ粒子の入射に加えて高エネルギー粒子の入射もあったことを示唆している.同 時に測定した
電子密度が高密度を示していることも興味ある.今 後,電 離層 との関連も含めて,一 酸化窒素の拡散過程を考慮に
入れた理論的な検討を行いたい.
オゾン測定では,高 度50～70㎞ における密度が得られたが,そ の値はわれわれが中緯度で測定 した値の1/2～





地上観測では,励 起窒素原子の発する5200A輝 線を測定した.こ の輝線は電離層イオンの反応で励起されるの
で,中 低緯度では夜間大気光 として存在するが,極 域ではオーロラ粒子による励起を受けるので増強が見られる.
今回の地上観測では,5200A輝 線強度は>1-'-Pラ 活動度と並行して変化することが確かめられた・典型的なオー
ロラ放射である窒素分子イオンの発揮帯の輝度 との相関は一般的に良好 で あ るが,オ ーロラ活動度が高 くなると
S200A強 度は飽和 してくる傾向が見出された.こ れは,オ ーロラ粒子入射によって起 る熱圏大気素過程が予想以上
に複雑であることを示す ものであり,今 後引き続き研究することが望まれる.
また,夜 の前半では窒素分子イオンの発揮帯輝度の増強がな くても,5200A強 度は中緯度の大気光強度レベルよ
り格段に強い.こ の現象は夕方側の陽子入射 と関連があるものと思われる.
観測データの分析と並行して,大 気組成の分光観測装置の開発も行った.可 視 ・近赤外域における太陽光吸光を
利用した,二 酸化窒素及びエーロゾルの測定法が開発された.実 際に大気球観測を行い,こ の方式が成層圏大気測
定に有効であることを確認した.ま た,二 酸化窒素にっいては,大 気中全量を地上から観測する方 式 も確立でき
た.こ れらの観測装置は,将 来の基地観測に使用されるべ く改良が行われる予定である.
イ 日射紫外領の精密分光測定
(研究代表者)村 井潔三(気 象庁気象研究所研究室長)




することであるが,と くに紫外域の日射吸収量を重要視して測定を行 う.ま た,紫 外不視域について高分解の分光
測定を行い,こ の領域に強い吸収を示す気体(03,NO2)の 濃度を求め,そ れぞれの変動の相互の関係を調べる・
波長分解が約30Aの 複式分光光度計を主体とする装置によって直達 日射,全 天 日射及び天空散乱日射の強度を波
長別に測定する.測 定波長範囲は,地 上に到達し得 る限界の短波長域から可視域である.直 達 日射の測定から大気





これまで行った測定から求めた日射の収支量を見ると,紫 外域における吸収量の 変動 が著しいことが認められ
る.吸 収量 として大気の上端における入射日射量の20～50%の 変動を示している.こ れに対し,可 視域の吸収は15
～20%で 変動の巾は小さい.こ のような変動の著しい紫外域の詳細を知る目的で測定波長域を地上に到達する限界
波長まで拡大し,こ の領域に重点を置いた測定を行 う.東 京において1978年 秋行った測定について現在資料の解析
を行っている.
紫外域における日射測定のもう一つの目的は,こ の領域に強い吸収を有する気体(03,NO2)の 濃度の測定であ
るが,こ の目的のためには波長の分解 として5A以 下の分光測定が必要である.し たがって,各 波長における光量
は著しく小 さいものとなり,通 常の検出法では測定不可能である.こ の測定では写真測光の方法を採り,露 光時間
を長 くす ることにより測定を可能ならしめた.ま た,こ の測定では航空機による測定も重要であるが,そ の場合,
写真測光の装置は小型軽量化が容易である.





(研究代表者)小 野 晃(名 古屋大学水圏科学研究所教授)




1.諸 言:近 年人間活動の拡大に伴って,大 気中のエーロゾルが増加し,こ れらエーロゾルが雲 ・降水形成過程
や大気放射過程を変化させ,地 球的規模での気象気候に重大な影響を与える可能性があると懸念されている.こ れ
までの研究によれぽ人間活動起源のエーロゾルの90タ5は,化 石燃料の消費に併って大気中に放出されたSO2な
ど,気 体が大気中で光化学反応などによりエーロゾル化した2次 粒子である.こ れら2次 粒子は一般に水蒸気との
相互作用が強 く,雲 ・降水形式過程に重要な役割を果すcloud　 activeな性質を持っているので大気中での滞在時間
は比較的短いことが予想され,影 響する範囲は地球的規模 というよりも,地域的局地的である可能性がある.従 って
人間活動に起源するエーロゾル量の変動が気象気候に与える影響の規模を評価するためには,こ れら　cloud　active
なエーロゾルの地球的規模の広域における挙動に関す る知見を深めることが重要である.今 回は人間活動の影響を
受けやすいと考えられ,ま た,雲 ・降水形成過程で雲核として重要な働 きをするSul士ate(SO42-)粒 子に着目し,
その広域での挙動を調べた結果についてのべる.
2.観 測方法:1977年11月 から1978年1月 までの期間,東 京一昭和基地間の南北両半球の海洋上で,観 測船ふじ
を利用して,静 電式サンプラーを用い,大 気中のエーロゾルの採集を行った.採 集したエーロゾル粒子について,
電子顕微鏡下でエーロゾルの種類の形態分析を行い,更 に塩化バ リウム薄膜法を用いてSulfate粒 子と同定とその
数濃度,重 量濃度の緯度分布を求めた.
図1　 EnderbyLand沖 の エ ー ロ ゾル 粒 子 の電 顕 写 真(ス ケー ル1μm).
写 真 上 は 炭 素 膜 上 の エ ー ロ ゾル.
写 真 下 はBaC12膜 上 で の反 応 で,エ ーPゾ ル粒 子 はSO42一 粒 子 で あ る こ とが わ か る.
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図2SO4-2粒 子 の 数濃 度(c皿 一3)・重 量 濃 度(μ9・m-3)の 緯 度 分 布.
実 線 ・点 線 はMeszaros　 (1978)の 大 西 洋 で の 観 測 結 果 を 示 す.
3.観 測結果:主 な観測結果を図1と 図2に 示す.図1はEnderby　 Land沖 の海洋上で採集したエーロゾル粒
子の電子顕微鏡写真である.写 真(上)は 炭素膜上に採集したエーロゾル,写 真(下)は 同じエーロゾル粒子の塩
化バ リウム薄膜上での反応を透過電子顕微鏡で観たものである.塩 化バリウム薄膜上の反応は,採 集したエーロゾ




の海塩粒子が見つかっている.　Sulfate粒 子は全粒子の90%程 度で,そ の粒径はr〈0.1μmの ものが圧倒的に多
い.一 方海塩粒子は10%程 度で粒径はr>0.1μmの ものが多い.
図1に 示したように南極大陸周辺海域を含めて海洋上のエ一-Pゾ ルは,海 塩粒子に由来しない硫酸アンモニウム
を主成分とす るSulfate粒 子が主要なエーロゾルで,SO2な ど硫黄を含む気体から大気中でいろいろな化学反応
を経てエーロゾル化した2次 粒子であることがわかった.こ れは今回の観測で世界に先がけて明らかにされた新し
い成果である.
塩化バリウム薄膜上(膜 厚17A)で の反応の数とその大きさから,Ayer(1977)の 結果を用いて,　Sulfate粒 子
の数濃度及び粒径 と重量を求めることができる.図2は このようにして求めたSulfate粒 子の数濃度と重量濃度の
緯度分布を表わす.参 考のためMeszaros　 (1978)が まとめた大西洋上でのSO2,SO42一 重量濃度を書き加えてあ
る.図 中Sulfate粒 子の数濃度は過飽和度0.5%で 活性化する雲粒の数濃度に相当する.図2で,　 Meszaros(1978)
がまとめたSO2濃 度には人為源の影響が重なって著しい緯度依存性があるが,SO42一 粒子の数濃度 ・重量濃度は






(所外共同研究員)小 林俊一,石 川信敬(北 海道大学低温科学研究所助手)
【研究成果】
南極氷床上の接地気層の構造を調べる上で,南 極大気の放射冷却の強 さの評価が,大 気循環の機構を解明する上
でも,大 気と氷床の間のエネルギー交換 の 微細課程の研究にとっても不可欠なものである.そ こで川口(1978,
1979)は 昭和基地で得られた放射収支のデータやラジオゾンでのデータを使って南極大気の放射冷却の強さの評価
を行った.そ の際,接 地逆転の発達する場所や地ふぶきが卓 越 す る場所では下向きの大気放射 と地上気温の関係
(Bruntの 式)は バラツキが大 きいことがわかった.こ の様に南極大気の放射冷却の強さを正しく評価するために
は,特 に低層ゾンデによる接地逆転層の構造と　Katabatic風 によって発 生する地ふぶきの観測等が必要である.
このことに関する2～3の 研究は小林(1978)に よって研究された.更 にPolexの 期間には,通 年観測を行 うの
でその成果が期待できる.
また,　Katabatic風 とその上の自由大気の接する界面に発生する内部重力波の挙動はほとんど研究されていない.
これは上下の物質 ・エネルギー混合に関して重要な関与を及ぼす ものと考えられる.み ずほ基地での超音波風速計
による乱流観測から,風 のパワースペクトルを計算してみると,低 周波領域(0.02Hz～0.05Hz)に 卓越したピー
クがみられた.こ のピークは,内 部助 演のi・d・xと して飾 れるB・un・-V・ ・i・al・周漱N-(÷一野
付近にある.こ こで・・動 加醜 θ・平均の絶対砒 一豊 温位勾配である・内部動 波の挙動を可視化す
る方法には音波レーダがあり,　JARE　 21次 でみずほ基地で音波レーダによる観測が計画されている.




う.22次 では広域の微細気象観測が予定 され,無 人観測点の設置 と相補して南極氷床の気候が解明されてゆくだろ
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南極氷床の積雪の物理的,地 球化学的性質が氷床表面の季節的,経 年的環境の変動を示すことは,こ れまでに得
られた内外の研究成果より疑いのないところである.し かし,積 雪の堆積状況の解析,す なわち積雪層位解析には
方法論上,多 くの不明な点が残 されている.そ のなかでも,最 も基本的な課題の一つは層位とは何かということで
ある.こ れは,言 い換えると,積 雪層位が積雪層形成のどのような現象を反映しているのか,あ るいはその過程で
のどのような時間的,空 間的規模の現象 と対応するのか とい う問題である.こ の基本課題は氷床表面における積雪
の堆積機構,堆 積過程の解明といってもよく,ま た,積 雪層形成後の積雪変態過程とも密接に関連している.
一方,積 雪の酸素同位体組成(6180)が,積 雪層形成時 の気象状況を知る上での良き指標であることは,グ リ
ーンランド,ア ラスカ及び南極大陸などでの研究によってよく知られている.し かし,堆 積初期の組成が積雪層の
条件によっては積雪層形成後の変態過程によって変動することが,南 極氷床みずほ高原における観測及び国内での
室内実験によって明らかにされ,積 雪層の6i80値 分布の解析にも6180値 とそれに対応する層位との関係を明確
にすることが不可欠 となってきている.
この共同研究の目的は,主 として酸素同位体分布の解析手法の確立とい う観点から,積 雪層位の形成過程と層位
構造の基本的関係を明らかにしてい くことにある.
2.研 究の概要
南極氷床の内陸部では,積 雪層の形成過程で長期に亘る堆積の中断(Hiatus)が 普遍的に生じ,ま た,そ のよう
な現象が生 じるとそれまでの積雪層中で積雪の変態過程が活発に生 じ,初 涼的な積雪層位構造の破壊が進行するこ
とがわかっている.そ のような地域での積雪層位解析は極めて困難である.そ れで,本 研究では,ま ず沿岸地域の
比較的降雪量の多い地域の積雪層試料を用いて,表 記の課題の研究を進めてきた.こ のような地域の積雪は1年 間
に形成 された積雪量(年 層)中 に数多 くの層位単元(Unitlayer－ 単層又は単位層とよぶ)を もち,一 旦形成さ
れた単位層が長期に亘って雪面にとどまり大気に直接露らされることもないので,変 態過程の進行の度合は内陸部
のものに比べて穏かである.
昭和53年 度の研究では,H128地 点.(69°24/S,41°35/E,1,380m)及 びW46地 点,(69°33'S,49°56'E,
1,958m)の10m積 雪コアーを試料として用い,そ の詳細な層位解析及び酸素同位体組成の分析(200試 料)を 行っ
た.
解析項目は次のとお りである.
1.積 雪組織及び構造によって識別し得る層位単元(単 位層)の 物理的性質(密 度 ・粒度分布 と基準levelを 用
いての変態過程の相対評価)の 測定
2.識 別された個々の単位層内の酸素同位体組成の分布
3.単 位層の大きさ(平 均層厚)と 酸素同位体組成の関係









(所内研究者)楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教授),西 尾文彦,藤 井理行(助 手)




バ風や,低 気圧が大陸内部に侵入して降る雪 も,擾 乱風によって吹きとばされ氷床表面の堆雪過程は複雑である.
したがって,堆 雪量は場所によって非常に異なり,正 確な堆雪量を測定することは困難である.従 来の手法では,
沿岸部は内陸部に比較して低気圧の影響を受ける頻度が高く,堆 雪量は多いことなどの概略的な傾向を知ることは
可能である.し かし,正 確な堆雪量の把握や堆雪過程を知ることは氷床表層の形成や氷床の質量収支を考えるうえ
で,ま た,氷 床内温度分布ひいては氷床のダイナ ミックスや氷床の変動を考えるうえで非常 に大 切 な物理量であ
る.そ こで,こ の共同研究においては降雪や飛雪が雪面に付着し,積 雪 となって残る過程 と機構を現在までの観測
結果を整理し,必 要な基礎実験を実施しつつ解明してゆくことを目的としている.さ らに従来の主たる手法であっ
た雪尺法の検討及び新たな手法としてグラスファイバー積雪計,光 学式積雪計,超 音波積雪深計や宇宙線雪量計な
どを応用し比較検討する.ま た,堆 雪機構を明らかにするたあの連続的,画 的に正確な堆雪量を測定する観測方法
について研究開発することにある.
初年度は冬期の積雪期に,北 海道大学低温科学研究所の実験場においてグラスファイバー積雪計,超 音波積雪深
計及び宇宙線雪量計の比較測定を実施している.現 在までに判明し,南 極氷床上での堆雪量測定に困難を生 じるこ














本研究の目的は,我 が国の南極地域観測の雪氷分野の重要な課題であった 「みずほ高原氷床の研究」(エ ンダー
ビーランド計画)の 成果を踏まえて,広 く東南極氷床の運動についてダイナミヵルな全体像を把握するための研究
方法を開発す る ことにある.「 氷床のダイナミックス」は,1978年8月 にカナダの オ タ ワでSymPosiun　 on
Dynamics　 of　Large　Ice　Massesが 開催 されたことからもわかるように,氷 河研究者の間で最大の関心事である
ばか りでなく,地 球全体の気象,地 球候変動の問題ヘインパクトを与えるという意味でも広範な地球物理の課題で
ある.
1957年 以IGY来,南 極観測の国際的協力,或 いはグリーンランド氷床を始めとする北半球の多 くの氷床の継続
的観測により,多 くのデータが蓄積されるに及んで,従 来 「氷河の質量収支 ・熱収支」という名で呼ばれていた分
野の研究に著しい変貌が現われた.そ れは氷体の運動力学の進歩,広 大な氷床域の地形 ・氷厚のデータ収集方法の
発達などによっているが,要 するに氷床の流動の時間スケールがわかってきたことにより,ダ イナミカルな考察や
可能になったということである.そ して,氷 床が地球上の水圏に占める大きさと,時 間スケールの長 さから気象や
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気候変動への影響あるいは相互作用が問題 となるのである.
1969年 から75年にかけて行われた 「みずほ高原氷床の研究」 で は,昭 和基地の後背地をなすエーダービーラン
ド,そ れも白旗氷河の流域を中心 として,氷 床の形をきめること,質 量収支を測ること,堆 雪過程の観察,流 動測
定ネットの観測等が行われた.そ して,こ の期間中にダイナミックな考察への視点の転換も行われ,み ずほ基地の
強化,越 冬,そ こでの深層ボーリングの開始といったことも始められた.流 動測定ネ ットによる等高線2,500m
線上の流動速度,歪 速度分布が得られたことは,氷 床の運動に対してダイナミックな考察を行 う重要な素材を提供
したことになる.ま た,同 じ頃やまと山脈付近で多数発見された陽石の集積機構に関連して,氷 床氷の山脈付近の
流動について,よ り詳細なモデルが求められるようになった.一 方,南 極氷床全体についてみると,英 国を中心と
する電波氷厚計による広範囲かつ詳細な氷厚分布,地 盤地形分布の測定が行われ,ま た,　Byrd基 地や棚氷では米
国が中心 となって,氷 床 ・棚氷の深層ボー リングが行われ,オ ース トラリア,ソ 連もこれに追随 している.ま た,
地域的にみると,み ずほ高原氷床の東隣 りでは米 ・英 ・ソ ・仏 ・オース トラリア5か 国による国際南極氷河学計画
(IAGP)が,約10年 にわたる共同研究を行ってお り,最 近その成果が明らかにされつつある.ま た,オ ース トラリ
アのLambert氷 河流域の標高2,000m線 での流動観測を西へのばして,み ずほ高原での研究と結びつける希望を
持っているようである・このような内外の情勢から見て,み ずほ高原を中心 とする東南極の氷床ダイナミックスの
研究を推進することは日本の南極観測にとって必然的な使命である.そ こで,こ の共同研究の第1年 次において
は,氷 床 ダイナミックスの研究方法を開発しようとする目的に向って,共 同研究者の各々が夫々の研究を進めると















氷床 ダイナミックスに関する将来計画(観 測法 と地域)






庄子 仁(北 大 ・工)
本堂武夫(北 大 ・工)
松田益義(自 然環境研)




(所内研究者)楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教授),西 尾文彦,藤 井理行(助 手)
(所外共同研究員)成 田英器,滝 沢隆俊(北 海道大学低温科学研究所助手)
【研究成果】
1.目 的
1971年 から1976年 までの間,み ずほ基地において,主 にサーモドリルを用い71m,148m,146m深 までの掘削が
行われ氷試料を採集した.本 研究課題では,こ の時の掘削技術上の問題点を再検討するとともに,作 業性がよく掘
削速度の大 きな掘削機を開発することを 目的としている.
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氷床掘削機には,電 力ケーブルでコァ ドリルを吊 り下げウインチで上下 させる方式が適している.ド リルとして
は電気ヒーターで氷を融かして氷中に進入するサーモ ドリルと,内 蔵のモーターで切削具を回転させ氷を削るエレ
ク トロドリルとがあるが,前 者は構造が簡単であるが掘削速度が遅 く,後 者は掘削速度は速いが削り屑の処理が難
しい とい う一長一短がある.浅 層掘削では,試 料とり出しのために ドリルを上下する時間に比べ時間が長 くなるの
で,掘 削速度の速いことが要求される.
本研究の第1年 度 として,吊 り下げ式法層エレクトロドリルの開発を行ったが,特 に,次 の2点 の技術的解決を
目的 とした.そ の第1は,吊 り下げ式 ドリルの最大の問題点である氷の切削 トルクに対抗 して,ド リル本体の回転
を防ぐ方法で,そ の第2は,削 り屑の処理方法である.
2.浅 層エレクトロドリルの開発と作製
第20次 観測隊の人工地震計画用に浅層エレクトロドリルを開発した.主 な仕様は表1に 示すとおりであるが,特
に,ド リル本体の回転防止に新たな装置を考察した.
これはドリル上部に副切削具をつけ掘削孔に切 り込みを入れ,さ らにその上部のフィンで回転を防止す るという
ものである.回 転軸が主軸に平行な副切削具をサイ ドドリル(第1図A),垂 直なのをサイ ドカッター(第1図B)
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180㎏(ケ ー ブ ル を含 む)
180m,抗 張 力3t
副切削具は,主 切削スラス トに影響を与える.サ イ ドドリルでは計算切削速度(回 転数 ×刃数 ×きりこみ)が 主
なドリルのそれより遅いと,主 切削スラス トは減る.サ イ ドカッターでは,回 転方向により,図 の場合は主切削ス
ラストは増大,逆 転すれば(左45° 歯車を45° に変えればよい)減 少する.今 回は,カ ッター軸回転方向を変えら
れる装置 とした.
3.低 温室での実験と南極での試用の結果
1978年10月 ～11月 に,極 地研究所の低温実験室とミサワホーム㈱環境実験室において,開 発 した ドリルの掘削試
験を実施し,前 述した削 り屑の処理と,ド リル回転防止の2つ の課題については次の点が明らかとなった.
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1)削 り屑はバレル外管の切 り込み部分で詰まり,掘 進しなくなる.
2)ド リル本体のアンチトルク装置としては,図Bの 回転方向のサイ ドカッターがよい.
1)の問題点は外管形状を変え実験を繰 りかえしたが,最 良の形状は分らぬまま第20次 隊に託す こととなった.し
かし,外 管をとりはずした場合には分速50cmと い う期待された掘削速度が得 られた.
南極では,地 学部門(夏 隊)の 原田隊員が掘削を担当し,1979年1月 中旬S48地 点にて62.8mの 掘削をした.こ
こでの問題点は,削 り屑の上 り上良,コ ア切断不良,溝 の崩れによるドリル引きあげの困難などであった.
1979年3月,北 大 ・低温科学研究所の低温室において,切 り込みなしの外管をつけた試作 ドリルの掘削テス トを
実施した.そ の結果削 り屑のつまりはな く,不 均質な氷ながら分速28cmの 掘削速度が得 られた.今 後,室 内実験に



















第18次 隊で実施された海底地形調査の結査を,吉 田(1964),藤 原(1971),森 脇(1975),小 元(1976)等 の報
告及び林(未 公表,16次 隊)の 資料に加えてリュツォ・ホルム湾東半蔀 と東西オングル島周辺の精密な海底地形図
のコンパイルを行った.







第15次 隊により,リ ュツォ ・ホルム湾東部で採集された15地 点の海底表層堆積物(15試 料)及 び4地 点の柱状堆
積物(18試 料)に 含まれる有孔虫遺骸群集を調査した.柱 状試料のうち.オ ングル海峡の1点 及びラングホブデ小
湊のものは,層 位間隔10cmご とに1cmの 厚さに切ったものを試料とした.他 の2点,お んどり高商及びホノール氷
河沖のもの,表 層及び最下位層の2層 率より厚さ1㎝ の堆積物を切 り取 り,試 料 とした.
各試料は,乾 燥重量59(ひ よこ島北東の1点 のみ2.59)を 秤量し,ナ フサ法によって処理を行った.250メ
ッシュの飾で水洗後すべての有孔虫殻を拾い出した.
この結果,表 層堆積物の12試 料及び柱状堆積物の17試 料より有孔遺骸を見出し,不 決定種も含めそれぞれ30属51
種,22属33種 を同定した.こ の群集は,生 殻 ・死殻の区別がなされていない混合遺骸群集であ り,さ らに水深以外




1.内 尾(1960)が 報告したリュツォ・ホルム湾の11点 の有孔虫の うち,　 Haplophragmoides　 bradyi,　Eg9・
erella　bradyi,　Quinqueloculina　 semlnulum,　 Epistominella　exigua,　Ehrenbergina　 cf・　pacificaな ど16種が本地域
でも産出した.
2.　 Bandy　 and　Echols　(1964)　↓よ南極海の有孔虫を調査し,19の 特徴的な種により生息深度区分を行った.彼
らが水深200m±150m以 浅の特徴種とした7種 のうちHaplophragmoides　 bradyi,　 Eggerella　 bradyi,　Episto・
minella　exiguaの3種 が本地域でも比較的多数産出することがわかった.
3.Kennett(1968)は ロス海の有孔虫群集の生態,分 布について報告している.こ のうち,　Trochammina
conica,　Eggerella　cf.　bradyi,　Epistominella　exiguaな ど10種が本地域にも共通して産出した.
また,以 下に述べるように有孔虫群の分布やその層位的変化に特徴ある事実がいくつか認あられた.
1.表 層堆積物中の群集は,い ずれも砂質殻有孔虫の優秀な群集でもって特徴づけられ,極 数は少ないが総個体
数の70%以 上を占める.
2.オ ングル島付近の表層堆積物中の群集には,2つ の 特徴ある群集が認められる.一 つは,　Trochammina
conicaが 優勢な勢集であり,西 オングル島北岸の湾奥にのみ認められる.他 の群集は,　T・　conica,　T・pacifica,
Textularia　cf.　torquata,　Rosalina　sp.の4種 が優勢な群集で,ネ スオイや島とおんどり高間の南北に延びる海底
谷に沿って分布する.
3.柱 状堆積物中の群集は,表 層は砂質殻有孔虫が最も優勢であるが,下 位に向う程減少し,代 って石灰質殻有
孔虫が増加する.こ の傾向は,柱 状堆積物のいずれの場合でも認められる.
4.オ ングル海峡 とホノール氷河沖の2柱 状試料の群集の層位的変化を比較すると,共 に前述3で 述べた特徴を
示 しているが,オ ングル海峡の表層部の場合だけは,砂 質殻有孔虫の含有率が他に比べて少なく,ホ ノール氷河沖
の柱状試料の下位へ20cmの ところの層準での含有率 とほぼ同じ結果が出ている.こ の事実は,次 のようなことを暗
示させる.つ まり,砂 質殻有孔虫の含有率の層位的変化が,ほ ぼ時代的に平行していると仮定すれば,オ ングル海
峡の底質資料は,現 在堆積 しつつあるものではなく,何 らかの理由で表層部が削剥され,そ のため露出した下位層
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25,000分 の1「 オメガ岬」と 「ヒュッカ ・テーレン」の両図幅を作製した.
1.オ メガ岬
オメガ岬には各種変成花嵐岩が分布し,変 成岩類はbasic,　pelitic,　psammitic,及 びcalcareousな 源岩から由来
したものである.ま た,い わゆる塩基性変成岩も普遍的に出現する.花 嵩岩頚は片麻状花圃岩,ピ ンク花圃岩,ペ
グムタイ トの3種 に大別される.
本地域は,E-W方 向の軸をもつ摺出構造により特徴づけられる.
変成岩頚の鉱物組合わせから考えて,本 地域の一般的変成度はamphibolite相 であると考えられる.と ころが,
garnet　-　biotite　pairを 使って地質温度計により変成温度を見積ると上記amphibolite条 件に対応する場合と,
一方では例えば2Kb-819°Cと い うように,明 らかにgranulite相 条件を示唆する場合とがある.後 者の場合
garnet粒 は明瞭な外形を示さず,　"relict"　的である,
またamphibolite相 岩石中にlens又 はpool状 に包有されたmetabasiteの 一部には,　scapolite--plagioclase
の組合わせをもつものがあ り,そ れらpairの 平衡関係を検討すると,明 らかにgranulite相 条件を反映したもの
である.





A)ザ クロ石黒雲母片麻岩,B)優 黒質黒雲母角閃石片麻岩,C)含 ザクロ石優白質片麻岩,D)単 斜輝石片麻
岩・E)チ ャルノク岩質片麻岩,F)含 ザクロ石石英質片麻岩,G)珪 石(コ ーツアイ ト),H)黒 雲母角閃岩.
地質図に示したが,本 地域は多種類の岩石から構成 されるが,大 半を占めるのはザクロ石黒雲母片麻岩で,そ の
他の諸岩石はその間に挟まれて産出する.
本地域は西部から東部に向って見かけ上上位の岩層が分布する.下 位の片麻岩類には泥質岩源のものが多 く,中
位にはチャルノク岩質片麻岩が挟まれる.上 位には砂質岩源の片麻岩が優勢で,珪 岩の薄層が挟まれている.最 上
部は単斜輝石片麻岩,黒 雲母角閃岩などの塩基性岩に富む.優 黒質黒雲母角閃石片麻岩 中 の黒 雲母に富む薄層に
は,ザ クロ石巨晶(最 大直径20cm)が 含まれることがある.
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米国NASAのLANDSATの データは写真,フ ィルム,磁 気テープなどがある.こ の うち,画 像になってい
るデータは,極 地研究所の画像解析装置に入力可能であった.初 年度では磁気テープに記録されている画像データ
を読みとり,画 像 としてラインプリンター及びグラフィックディスプレイへの出力を可能にした.
第2年 度は,入 力したデータか ら,真 の情報を抽出し,目 的に応 じた解析ができるよ うに す ることを試みた.
LANDSATや 空中写真などの画像データから,目 的 とする情報を抽出する場合の最大の障害は,雲 である.雲 に
覆われた下の地域の情報を抽出することは,一 枚の画像データだけでは本質的に不可能である.ま た,南 極地域の
場合,氷 雪原と雲の区別も困難な場合が多い.こ のため,雲 を除 くには少な くとも同一地域で2枚 以上の画像デー




1.画 像データの全域について,濃 度分布を求める.(こ れにより明らかに雲の地域の濃度スペクトルが分る)
2.2枚 の画像を重ね合せることにより,そ の地域の濃度の基本分布が得られる.
3.2枚 の図で異る濃度分布の地域は,ど ちらかの図が雲に覆われている.
1～3の 操作をくり返すことにより,あ る地域の画像データの基本パターンが得られる.こ の基本パターンを基
に,目 的に応 じた解析を行える.
今後の課題は,南 極大陸内陸部のように,露 岩 も少なく,海 岸線 もない地形の場合,画 像の重ね合せをどのよう
に行 うかである.











従来の計測システム,特 に,記 録器は0℃ 以上において使用するように設計されているため極地において正常に
は動作しがたい.そ のため,水 晶時計,増 巾器,記 録器を簡易型の保温容器に入れ,少 なくとも0℃ 以上の温度を
保つ ように工夫をこらした.中 に入る水晶時計にとって外気温の変動は精度に直接影響を与える.ま た,増 巾器,
記録器 とも電力を消費するため発熱があ り,外 気との熱の交換を考えると,慎 重な予備実験が必要である.こ のた
め計器を保温容器にセットし,低 温室にて極地と同じ条件で動作させ,内 部温度の変化を測定して,保 温容器の性
能を調査し,逐 次改良を加えた.同 時に,野 外測定に伴う衝撃にも耐える装置に改良した.そ の結果,昭 和54年 の
南極における爆破地震動観測においては,極 めて良好な状態で記録をとることができた.
2)記 録方式の改良
地下からの反射を観測することにより地下構造を知るためには測定器のS/N比 及 びdynamic　 rangeを 格段
にあげなければならない.野 外に大型の解析装置を設置するのは困難であり,ま して極地では不可能である.野 外
観測では先ず精度の高い記録をとるのが先決問題であるため,従 来の直接録音方式あるいはFM方 式をやめ,　dig-
ita1方 式を導入した.改 良の目的は低消費電力,軽 量化記録の高密度化である.低 消費電力,軽 量化のため市販の
オーディオカセットレコーダを利用し,地 震計からの出力を,A/D変 換器を通して,シ リアルディジタル信号に
する.こ の信号をカセットテープに録音できるようにDelayed　 Modulation　 Markと いわれるPCMを 利用する.
このままでは記録密度は十分ではない.デ ータの区切を知らせ るFrame　 Markに 特別の工夫をした.か くして,
カセ ットテープの1ト ラックに,刻 時をふ くめ3成 分の地震動を1/100秒 毎のサンプリングで高精度 で 記録でき
るようになった.こ の場合,特 殊のFrame　 Markを 使用しているため,再 生回路は新しい原理で設計している.
なお,低 消費電力化のため,使 用 した素子は,A/D変 換器を除き全てCMOSで ある.こ の記録器及び再生装置
は国内の人工地震の観測に使用 され,そ の優秀な性能が確認てきた.
3)合 成地震波動の地下構造解析への応用
ほぼ水平な地殻構造について合成地震波動を計算し,逆 に地殻構造を推定しようとする方法は西 ドイツ,ソ 連で
はほぼ実用の段階に到っているが,地 殻構造の複雑な日本ではテス トされることすら稀れである.大 型の地殻構造
の調査にはいずれ使用 しなければならないのでこの方式の実用化を目指した.
中部地方においては,北 陸の採石発破を利用して測点間隔の小さい測線がとられ,何 回かの発破の記録が行われ
た.こ れらの地震記録を並べると,西 欧の爆破実験のデータと比較し得る密度でデータが得られる.こ の実験は53
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年夏に終了したため,走 時から得られた地下構造から合成記録を計算し,実 測のデータ比較の研究に移行した.ま
ず,名 大大型計算機及び極地研の計算機を使用できる形にプログラムを書き換え,簡 単なモデルについて,地 下構
造と地震波形の対応をつかみ,最 後に,中 部地方が地下構造の改良を計った.走 時曲線のみから求めた地殻構造で
は波形を説明できない.簡 単なモデルにより得 られた知見をたよりに,走 時を乱さないように各層に垂直方向の速
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【研究成果】
本研究は,昭 和50年 ～52年 の3か 年継続した共同研究 「南極における航空機による地球物理学的測定の基礎研究
(代表者友田好文)」 の研究内容を継続発展させることを目的とす る研究である.前 年度につづき,本 年 も7月 に
セスナJA-3681を 使用して,約4時 間にわた り航空機の動特性の測定を行った.
また,一 方で,他 機種との比較が必要であるので,同 じ加速度計を海上保安庁のYS-11機 に搭載し,加 速度デ
ータをえた.
図1に 本測定に使用された 日本航空電子製JA-4型 加速度計の模式図を示す.こ の加速度計はForce　 Balance
型で,外 部加速度が加わると,そ れ と向きが逆で大 きさの同じ電磁力が働き,　Proof　Massの 動きをおさえるよう
な構造になってお り,機 械的なゼロ法による測定がなされる.こ の方法の利点は機械的な非線型性がのがれられる
ことである.外 部加速度の値は電磁力を発生させる　Forcer　Coi1の 電流から求められる.こ の電流の安定性が加
速度計の性能をきめる.JA-4は,フ ルスケール ±2Gの 加速度計であ り,温 度特性は50mga1/℃,直 線性は
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加速度が最も大 きく,航 空機の運動による加速度をマスクしてしまう.し たがって,こ こで使 用 した 加速度計で
は,周 期1秒 の加速度変化に対して 一3dbお ちるようなLow　 Pass　Filterを 使用し,機 体の長周期運動がはか
れるようにした.
セスナ機の離陸時と安定航行時における擾乱加速度の記録は,52年 度の報告において紹介したが,今 回はセスナ
とYS--11ecの 加速度データがあるので,こ の両者の安定航行時における擾乱加速度のスペクトルを調べた.機 体
運動が不安定なときの加速度はきわめて大きく,そ の状態で重力測定等を行 うとい うことは考えられないので,ペ
ス トの状態のみを考えることにした.図3と4は,そ れぞれ,セ スナJA-3681と,YS-11の機内での擾乱加速
度のスペク トルである.Xは 機首,Yは 翼,Zは 鉛直方向を示す.セ スナ,YS機 ともに,擾 乱加速度の鉛直成分
が最 も大きいが,特 にセスナ機は周期10秒 以上の長周期擾乱が大きく,重 力測定にとってはきわめて不利な状況に

























研究をすすめた.そ の詳細は,昭 和53年 度南極地学総合シンポジウムで,ま た,デ ータの一部は日本岩鉱学会で発
表 した.さ らにMemoirs　 of　National　Institute　of　Polar　Researchの 　Special　Issue　に投稿の予定である.
研究成果の内容
角閃岩相からグラニュライ ト相への累進変成作用の際に,含 水鉱物の脱水分解反応がおこるが,こ のとき,Fと
OHの 動 きに差があると考えられ,昭 和基地及び日の出岬の変成岩のFの 挙動に注 目して分析を行ってきた.昭 和
基地付近の岩石の黒雲母及び角閃石のFは,他 地域の角閃石グラニュライト相のそれに相当する含有量を示すが,
(付表1.参 照).イ ンド〃　Madras　 〃　Kondapalliな どの,よ り高変成度岩石中のものに比べるとやや少ない.黒
雲母中のFとMg/Mg+Fe　 (付図2参 照)か ら.　Munoz　 &　Ludington　 (1974,　1975)に よる黒雲母のF⇔O
H置 換に関す る実験結果の式にあてはめて,　log(fH20/fHF)の 値を算出すると,塩 基性変成岩中では,ほ ぼ
4.3,チ ャルノク岩ざくろ石黒雲母片麻岩中では,ほ ぼ3.8と なる.同 一地域におけるこのようなfH20/fHFの 差
は,多 分,原 岩の差によるFとH20の 含有量の差によるものであろう.こ の結果は,他 地域の変成岩頚中のF
含量と比較することによって,累 進変成作用の過程で,Fが 選択的にOHよ りも含水鉱物中に残 りやすいとい う仮
定 と調和的である.
なお,原 岩中のF含 有量については,各 種の岩石について,計28個 の分析を行ったが,塩 基性変成岩中において
最 も含有量が高く,3830-608ppmに 達 し,チ ャルノク岩中では,633-474ppm,角 閃石片麻岩では1690-203
PPm,　 黒雲母片麻岩及びざくろ石黒雲母片麻岩では670--50ppm以 下 となってお り,　SiO2と の相関が明瞭であ
Table　 1.Comparison　 of　F　 content　 in　hornblende　 and　 blotite　 in　amphibolite-　 and　 granuljte
facies　 metamorphic　 rocks　 and　 related　 rocks　 from　 various　 districts.




Colton　 area,　 NW　 Adirondacks
Retrograde　 amphibolltes,





































Fluorlne　 content　 is　expressed　 in　ppm.　 Numbers　 in　parenthesis　 represent　 those　 of　samples
analysed.
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Table　 2.Fluorine　 content　 and　 other　 chemical　 data　 of　blotites　 and　 hornblendes　 from　 the
metamorphic　 rocks　 around　 Lutzow　 Holmbukta,　 Antarctica.




































O.　65　Bio.　-opx.　 -ho.　 -pl.　 rock
O.　69　0px.　 amphibolite
lO
.　49　0px.　 -bio.　 -ho.　 gneiss
i　
-　 Gar.-bio.-opx.　 -ho.　 gneiss
O.　50　Bio.　 -gar.　 gneiss
-|Bi。..9。r.9。,iss
　 -　 Gar.　 -bio.　 gneiss
る.注 目すべきは,塩 基性変成岩中のF含 有量で,こ れらは,大 陸の玄武岩によって求められたK20-F図(石
川ら,投 稿中)に おいて,す べて,よ りFに 濃棄する側にはずれてプロットされ,海 洋底玄武岩あるいは,海 洋島
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【研究成果】
リュッォ ・ホルム湾沿岸及びやまと山脈地域の地質調査及びその室内研究は現在 も実施中である.し かし,こ れ
までの資料や構造解析及び岩石学的研究の結果及び本研究グループの研究成果によると,リ ュッォ・ホルム湾周辺
域では,5回 の変成作用と6回 の変形作用が認められる.そ の最後の変成作用が角閃岩相のミグマイ トを伴 う変成
作用で,こ れを ミクィーンモー ドランド変動ミと呼ぶ.
その後,東 南極がプラットフォームと化し安定塊となったが,新 生代になって断裂作用によりブロック運動が生
じ,や まと山脈やセロンダンなどの山系を形成したと思われる.こ の運動は南極横断山脈の形成 と共通するテク ト
ニックスであろ う.
このようなブロック運動の原因は地殻内部の花嵩岩型体が地球重力場における浮上に由来するものであろう,と
い う予測のもとに数値実験を実施した.し かしながら,結 果は予測に反 して,ブ ロックを取 り囲む断層ないしは破




モデルA:弱 帯の存在しない花圃岩体.こ の岩体は密度差により上昇して200万 年後にはいわゆるダイアピル形
態をしめす.こ の形態は現在まで多 くの研究者によって実験的にも数値的にも確認されている.
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モデルA・B:弱 帯の存在するもの.こ の幾何学的形状や花圃岩体の大きさはモデルAと 同じであるが,粘 性率
が花嵐岩体とは105～1010ポ アズ程低い弱帯が設定されている.
これらモデルの計算結果はモデルAの それとほとんど同じであるが,つ ぎのような興味あることがわかった.
1)こ の弱帯 自体が水平方向にきわめて大きく移動する.200万 年間に3㎞ の移動量をしめした.2)弱 帯は垂直
方向に圧縮 され,水 平方向にその巾を拡大 した.そ の短縮率は62.5%に 達した.3)花 圃岩体中の弱帯は地殻上方
に膨張し,粘 性率の低いマグマのしぼり出しを近似するものと思われる.
エンダービーランドとリュッォ・ホルム湾沿岸地域 とやまと山脈地域の岩質(変 成作用)や 構造のちがいは,新









ドライバレー　(Wright　 Valley,　Taylor　Va1!ey)　 の地表に分布する　evaporite　である,　 calcite,　thenardite,
gypsum　 と,ロ ス海沿岸に産出する層状硫酸塩鉱物であるmirabilite,　gypsumに ついて,6i3C,634S,6180の 測
定を行った結果次のようなことが明らかとなった.
(A)　calciteの6i3C,6i80,の 値はそれぞれ,-14.4～+17.6%・,-0.4～25.3%。と広い巾の値を与えたが,
evaporite　の値は現在の海成のcalciteの 値と613C=16%,6i80=0%を 結ぶ線上に分布し,海 洋産のcalciteが
生成してのち,再 結晶をくりかえし,環 境が淡水化するにつれて6180の 値は小さく,6i3Cの 値は大きくなる.
このことは,　Dry　Valley　の環境が淡水化する傾向をます過程のあることを示している.
⑧ ロス海沿岸の層状硫酸塩の634Sの 値は+19・1～+21・5%で,こ の硫酸塩の硫酸イオンは海水起源であ り,
これらの硫酸塩が現在の標高60～145mの 間にい くつか見出されているので,過 去において,少 くとも現在の145
mの 所に海水準があ り,何 回かに及び低下のあったことが明らかとなった.
〔2〕 湖沼水の6D,　 6iso測 定による水の収支に関する知見
パンダ湖,ポ ニー湖の水の6i80,6Dの 値は 一24.7～-38・O%・,-239～-305%・ の値を示す.し かし下層ほ
ど地球上におけるmeteoric　 waterに みられる6i80,6Dと の関係からずれを生じ,こ のことは,氷 が生成し,
この氷が蒸発すると考えることによって説明することができる.従 って,こ れらの湖沼水の水は海水の存在 と氷河
融水の供給と共に湖表面からの氷を通しての蒸発を考える必要がある.
〔3〕 昭和基地付近の氷河堆積物の分類
昭和基地及び リュツォ ・ホルム湾東岸 の露 岩地帯で得た95種 の堆積物の粉末X線 回折により検討した.そ の結




(A)　gypsumの 結晶水の同位体組成はその地域の降雪の同位体組成 と平衡関係にあり,ま た,方 解石 もほぼ平衡
で生成したとす ると,こ れら鉱物中に含まれているSrとCaの 比及び,結 晶中の分配係数から,こ れらの鉱物
を生成 した溶液を推定することができる.そ の結果は地殻の平均組成のSr,　Ca比 から生成したとする方がよく,
この地域の岩石の風化の寄与の大きいことが示された.




(研 究 代 表 者)鳥 居 鉄 也(千 葉工 業 大学 教授)
(所 内 研 究 者)神 沼 克 伊(助 教 授)
(所 外 共 同 研 究 員)村 田 貞 雄(千 葉 工 業 大学 講 師),中 谷 周(弘 前 大 学 理学 部助 教授)
【研 究 成 果 】
DVDPセ ミナ ー東 京 開 催 に と もな い,別 添 報 告 の10編 の 研 究 成 果 が 発 表 され た.そ の ほ か2編 が 日本 地球 化 学
会 年 会 で 発 表 され た.
1.　 DVDPセ ミナ ー 発 表 要 旨
DVDP13,14コ ァ と　Vest士01d　 Hills　の4塩 湖 堆 積 物 につ い て,溶 出成 分 に つ い て のRa量 及 び23種 の 微量 元 素
を放 射 能 化 分析 に よ り定 量 した(リ ス ト1),ド ン フ ァ ン池 水 の 化 学 成 分,酸 素 同 位 体 比 を 測定 し,そ の結 果 か ら
池 水 の供 給 源 及 び生 成 過 程 を考 察 した(2).DVDP1,2,4,5,11,13コァ 及 び ドライ バ レー 地域 のsoil,　 clay等
のHg含 量 を 測定 し,同 地 域 のgeothermal　 activityに つ い て 考 察 した(3).都 市 域 と ドライ ・ミレ ー湖 沼 等 の 堆積
物 中 の炭 化 水素 脂 肪酸,フ ェノ ー ル カ ル ボ ン酸 等 を 分 析 し,南 極 地 域 に お け る環 境 汚 染 問 題 を 考 察 した(4,11).
DVDP　 14コ ア の粒 度 分売,溶 出成 分 の分 析 結 果 か ら,堆 積 物 の 堆 積 過 程 を 考 察 し,ま た,地 史 の 変 遷 を 検 討 した
(5,6).塩 湖 の生 成 過 程 を,起 源 水 と岩 石,堆 積 物 との イ オ ン交 換 反 応 で 説 明 す る こ とを 試 み た(7,12).
DVDPコ ァ,ド ライ バ レー の 水 系 等 の 化学 的特 徴 か ら,塩 起 因 に新 しい考 察 を行 っ た　(8).　 evaporites,　 secon-
dary　 mineralsのX線 回 折:こ よる 湖 水 の起 因 を 考察 し た(9).高 塩 水 の分 析 法 を ま とめ 提 案 した(10)・
2.現 地 調 査
鳥居 らは,1978年12、 月28日 か ら79年1月20日 ま で,主 とし て ラ イ ト谷 を 中心 とし て,上 記 の結 果 を再 考 察 す るに
必 等 な 試料 採 集 を 行 った 、 と くに,ラ ビ リン ス地 区 で1つ の塩 湖,3つ の淡 水湖 を調 査 し,同 地 域 の 塩 湖 の 塩 起 因
に つ い て,風 送塩 が大 き な因 子 で あ る こ とを検 討 し て い る.
また,ラ ビ リ ンス,ド ンフ ァン 池,　 NorthForkでdry　 drillingに よ る浅 層堆 積 試 料 を 採 集 して,X線 回 折 法
に よ る鉱物 の 同定,水 及 び過 塩 素 抽 出 試料 の化 学 分析 を行 っ て い る.こ れ は,DVDP試 料 が 循 環 水 を 使 用 した た
め,水 溶 成 分 の 分 布 に っ 、・て 検 討 が 困 難 で あ った の で,塩 起 因 の 考察 を さ ら に進 め る本 研 究 の た め実 施 した.試 料
に つ い て は 目下 分 析 中 で あ る.
そ の 他,昭 和 基 地 周 辺 で行 った 淡 水 湖 の 調 査結 果 を 再 検 討 し,風 選塩 機 構 を解 明す る と とも に,昭 和 基 地 の生 活
か ら くる環 境 変 化 を 求 め てい る.
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(5)生 理 生 態
ア 南極海の底棲動物の分類 ・生態学的研究
(研 究 代 表 者)堀 越 増 興(東 京 大 学 海 洋 研 究 所 教 授)
(所 内研 究 者)星 合 孝 男(教 授)
【研 究 成 果 】
1)ナ ン キ ョクバ イ とそ の 同 定 に っ い て
従 来 昭 和 基 地 海 域 で ㍉まい篭 ミ に よ り多 く採 集 され て 来 た 淡 色 中 型 の エ ゾバ イ 科(Buccinidae)の 巻 貝 は(別 添
pl.1,f.1～5),和 名 は ナ ンキ ョクバ イ と して 知 られ(星 合,1968),学 名 に はChlanidota　 denseculpta　 (Martens,
1885)が 当 て られ て 来 た が(星 野,1976;渡 辺,1977),最 近 星 合(1978)はNeobuccinum　eatoniを 当 て た(星
合,1978).現 在 この よ うに2様 の 同 定 が な され て い るの で,こ れ を 明 らか に す る為 に,昭 和 基地 で採 集 され た ナ
ンキ ョクバ イ の 標 本,及 びSouth　 Georgia　 島で 採 集 され た　Ch　 densesculpta　 と思 わ れ る標 本 に っ い て研 究 し
た.
殻 の 外 形 は,Smith(1879)に見 られ る螺 塔 の 高 い もの(pl.2,f.1)よ りも,Powell(1951)が 示 したSouth
Georgia島 産 のCh.　 densesculptaの 写 真(pl.2,f.4)に 似 て い る よ うに思 わ れ よ うが,後 者 に 同定 し得 る と思
わ れ る同 鳥 屋 の標 本 に つ い て み る と(Pl.1,f.6),は るか に小 型 で,毛 状 の殻 皮 を具 え,縫 帯 部 は 軸 唇 に 蔽 わ れ て
膀 孔 を 欠 く.一 方,　N.　eatoniと 異 名 同物 とされ る(Powell,1951参 照)　Strebel　 がGraham　 Landか ら得 たN.
Plaeclarum　 (pl.2,　 f.2)はSmithの 図 の もの よ りも外 形 が ナ ン キ ョクバ イの 細 めの 標 本 に良 く合 い,縫 帯 と軸 唇
滑 層 との 間 に狭 い膀 孔 が 明 瞭 に み られ る.　 Strebe1は 貝の 殼 口外 唇 が 反 転 して い ない の で,未 成 殻 と認 め られ,成
長 後 は体 層 が さ ら に膨 らむ 筈 であ る.昭 和 基 地 海 域 で 得 られ た 標 本 中 に 膨 み の 弱 い もの(Pl1,t.1,2)と,強 い
も の(f.3-5)の2型 が み られ るが,軟 体 部 よ り前 者 が 雄,後 者 が雌 で あ る こ とが 明 らか とな った.こ の よ うな雄
雌2型 は本 科 の種 類 には よ く知 られ て お り(千 葉,1941),Powellの い う　Ch.　 densesculpta　 の ミ大 きな 変 異性 ミ
は,多 分 この 雌 雄2型 に よ る もの で,彼 のfig.31,32は 雌fig.33は 雄 型(pl.2,f.4参 照)と 思 わ れ る.上 記 の
Strebe1の 貝 も雄 型 で あ ろ う.
昭 和 基 地 標 本 の 歯 舌 は(pl.3,f.1),従 来Thiele(1903)やEales(1923)が報 告 し たN.eatoniの もの(Pl.
3,f・2,3)と 基 本 的 に 異 らな い もの で,こ れ をChlanidota　 属 各 種 の もの(Pl.3,f.4)と 比 較す る と,歯 尖 は 同
様 に3歯 尖 で あ るが,基 部 が 直 線 的 で,後 者 の 如 く轡 出 して い な い.ま た 側 歯外 側 の歯 尖 が幅 広 く,後 者 で はや や
細 長 い 傾 向 が み られ る.
ま た,蓋 の大 き さが,　Chlanidota　 の4種 で は 殻 口の 大 き さに比 して極 め て小 さ く,長 さ で24.6～34.%で あ るが
(別 添 表1),ナ ン キ ョ クバ イ で は54.3～75.O%(平 均 値66.0%,中 央 値68.8%)と な っ ては るか に大 きい.
以上 の よ うな理 由 か ら,昭 和 基 地 海 域 に多 産 す る ナ ン キ ョクパ イ は　Chlanidota属 の 種 で は な くて,　 Neobuc－
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c三num　 属 に 属 す る もの と考 え られ る.　N.　eatoniの 模 式 産 地 はKerguelen島 で,南 極 海域 に広 く分布 す る といわ
れ る が(Powell,1951),Smith(1879)の図 で 見 る 限 りで は ナ ン キ ョクバ イ とはや や 異 な る感 が あ り,模 式標 本 を
検 討 す る必 要 が あ ろ う.　 N・　eatoniの 異 名 同 物 と さ れ る　N.　plaeclarum　 は昭 和 基地 の 貝 に近 く,模 式 産 地 は
Graham　 Landで あ る.一 般 に この 科 の 巻 貝 は 親 が 他 物 に 産 み つ け た 卵 嚢 か ら幼 貝 が 這 い 出 し,浮 遊 幼 生 を 欠 くの
で,散 布 能 力 が 著 し く低 く,地 方的 な種 の分 化 が 起 り易 い もの で あ るに も拘 わ ず,　N.　eatoni　 を 全 て 同一 とす る こ
とに は 疑 問 が あ る.し か し地 方 的 な 個体 群 で 区別 し得 る もの が あ るか 否 か は,現 在 の と ころ 資料 が 全 く欠 け て お り
不 明 で あ るか ら,こ こで は ナ ンキ ョクバ イ は 一 応N.　 eatoniに 同定 して 置 き,模 式 標 本 や 各 地 の標 本 を 将来 み た
上 で 決定 的 な結 論 を得 た い.
(2)南 極 海域 貝類 の 各種 別 の カ ー ド作 製
南 極 産 具類 の 同定 を容 易 にす る た め に,従 来 の 全 文 献 につ い て 種 毎 に 引 照,記 載,比 較,図 な どを1文 献1種 毎
に カー ドを 作製 す る こ とを企 て,現 在Smith(1902),Hedley(1916),Soot-Ryen(1951),Powell(1951)の
4文 献 に つ き,カ ー ド総 計405枚 を 作製 した.今 後 も 同様 の 方 法 で 継 続 し,完 成 後 は 貝 類 以 外 の ベ ン トス の他 の 分
類 群 に もお よぼす つ も りで あ り。
引用 文献
千 葉 蘭 児1941エ ゾボ ラ科 の 貝殻 に表 わ れ た雌 雄 性 ・兵 学 雑(Venus),11(2/3):87-94.
　 Eales,　 N.　B.　1923　 Mollusca.　 Pt.　5.　Anatomy　 of　Gastropoda　 (except　 the　Nudibranchiata).　 Brit.Antarct.
(``TerraNova")Exp.1910,Zoo1.7(1):1-46.
星 合 孝 男1968南 極昭 和 基 地 の海 氷 下 の 底 生 生 物 ・自然 科 学 と博 物 館,35(7/8):95-100.
星 合 孝 男1978ト ラ ップ採 集 に よる昭 和 基 地 の底 生 生 物,　 Benthos　 Res・　(ベ ン トス 研 連 誌),(15/16):1--
9.
星 野 孝 治1976南 極域(15次)で 採 集 し た動 物 標 本 の 概 要,南 極 資 料,(57):123-128.
Martens,　 E.　von　 &　 Pfeffer,　G.　1886　 Die　 Mollusken　 von　 Sttd-Georgren.　 J.　Hamburg.　 w三ssAnst.,3:65
-135.
　 Powell,　 A.W.　 1951　 Antarctic　 and　 subantarctic　 Mollusca　 :　Pelecypoda　 and　 Gastropoda　 collected　 by　the
　　 　　 ships　 of　the　Discovery　 Conunittee　 during　 the　years　 1926-1937.　 Discovery　 Rep.,　26:　47-196.
　 Smith,　 E.　A.　1875　 Description　 of　some　 new　 sheUs　 from　 Kerguelen's　 Island.　 Anl1.　Mag.　 Nat.　Hist.,　(4),
16:67-73.
　 Smith,　 E・　A.　187g　 Mollusca,　 Transit　 of　Venus　 Expedjtions.　 Phil.　Trans.　 Roy.　 Soc.　 Lond.,　 168　(extra
voL)':167-192.
　 Strebel,　 H.　1908　 Die　 Gastropoden.　 Wiss　 Engeb.　 schwed.　 SUdpolar-Exp.　 (1901-3)　 6(1):　1-112.
　 Thlele,　 J.　1903　 Die　 beschalten　 Gastropoden　 der　deutschen　 Tlefsee-Exp.　 Wiss.　 Ergebn.　 ``Valdivia".　 7:
149-174.
渡 辺 富 夫1977南 極 の 貝.ち りぼ た ん(日 本 貝類 学 会発 行),9(8):⊥76-177.





                  „.t. • 
                     
. ••••••• • ••
 Z
4
Fig.  1-5 Neobuccinum "eatoni 
        6  Chlanidota  densesci
"eatoni  (Smith)"  [17,7-fraft  1-2:  a , 




 Ci) Buceinopsis 
       eatoni Smith, 1875 
 (=Neobuccinum  eatoni) 
    (After Weng, 1962,  p.  120                 fi
g.  3422) 
   Kerguelen
Ja.  .76.
 Jr
   Neobuccinum plaeclarum Strebel, 
 ("=N. eatoni (Smith)") 
     (Strebel, 1908, PL. 3, fig. 38) 
            Graham Land
1908
 Jc.  d.
      ..-..
 1-3) Cominella  densisculpta Martens, 1885 
 [Chlanidota densisculita (Martens)) 




 densesculpta (Martens) 
  (Powell, 1951, PL. 8,               fi
g. 31-33) 
   South Georgia
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①Neobuccinum　 "eatoni　 (Smith)"
歯 舌 昭 和 基 地 標 本




④ 　 　 Chlanidola　 elongata　 (Lamy)　Ch.　 signeyana　 Powe11
Ch.　 paucispiralis
　 　 　 　 　 　 Powell
v'
Ch.　 dencsculpta　Ch.　kilosa　Powe11
　 　 　 　(Martens)(P
owell,1951,Fig.L.73～77)
③ 　 N.　 eatoni　 (Smith)　 歯 舌(Thi
ele,1903,P.19,fig.57)
⑤　 Ch.　signeya　 Powell.殻
口 の大 き さ と蓋 の
大 き さ の関 係
(殻 口 は直 交す る直 線 で 示 す)
(Powe11,1951,Fig.N.12)
⑥ 　 Neobuccinum　 　 ``ealoni　(Smith)"
殻 口 の大 き さ と蓋 の
大 き さ の関 係
(殻 口 は直 交 す る直 線 で 示 す)
昭 和 基 地 標 本
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表1.　 Neobuccinum属 及 び　Chlanidota　 属 に お け る蓋 の 大 き さの 殻 口の 大
き さに 対す る 長 さの比 率
Neobuccjnum Chlanidota
eatony vestita densesculpta Slgneya paucispirata
実
??




30.3% 34.6%o 26.9% 27.8%
イ 南極大陸沿岸及びふじ往復航路における動植物プランク トンの分類 ・生態学的研究
(研究代表者)箕 田 嵩(北 海道大学水産学部教授)
(所内研究者)星 合孝男(教 授),福 地光男(助 手)
(所外共同研究員)河 村章人(北 海道大学水産学部教授)
【研究成果】
毎年 「ふ じ」が実施する南極大陸往復航路における定常海洋観測は,南 極海における生物過程の諸現象を経年的
に追跡し,そ のアノマ リーを知る上で貴重な資料と知見を提供す る.ま た,密 群氷,定 着氷海域における生物分布
の動態を把握するためには 「ふじ」の航海を除いて外に研究手段はない.特 に南極大陸沿岸～沖合の氷海域やその
縁辺部海域は,発 生 ・成長をしつつ深部より上昇移動したナンキョクオキアミ　(Euphausia　 superba)　 のcalyp・
topis期 幼生が始めて出現する海域であり,そ の食環境として同氷海域の植物プランクトン相は重要なかかお りを
もっている.バ イオマス計画の実施も近い現在,特 に機械的には測定困難な生物的環境の把握 とその長期変動をモ
ニターとする基礎的知見の蓄積は重要な課題のひとつであ り,そ の一環として氷海域における珪藻類の分布特性に
ついて模式化を試みた.
第17次 南極地域観測に際し,「 ふ じ」の往復航路において,南 極海域に含まれる計20点 から採取された海表面水
について珪藻類 とその細胞分布密度を観察した.珪 藻プランクトンを含む試水の採取位置は,浮 氷域 とそ の周 辺
(67°39.OL68°14.1/S,34°41L39°00'E)並 びに沖合水域(57°-68°S,33°-38°30'E)で ある.本 研究の対
象水域における水温,塩 分量等の水理条件は略々-0.4° ～3.0℃,33.75～34.00%で あ り,4.0℃ を夏季南極収束
線の指標 とすれば,全 調査地点がいおゆる偏東風流の流域に含まれていたことになる.
出現した珪藻類は中心 目9科12属31種,羽 状 目5科16属19種 の計50種 であった.こ の海域における1955年 来4度
のオビ号調査では珪藻類92種 が見出され,中88種 が浮游性の種として報告されている.注1),両 研究における出
現極数の相違は,用 いた材料の数量 と採水法に対する浮游懸濁物といった質的な違いにその一因がある.
観察された珪藻類プランク トン相の特性は,細 胞数でみると中心目に対する羽状 目珪藻類の相対的分布量が一部
海域を除いて比較的沖合外洋性環境において顕著であること,ま た浮氷が卓越する高緯度氷海域では特にNavicula
属が頻出する羽 目状の出現極数の増加をみたことである.こ れに対して,調 査地点中,最 も北方に位置する3地 点
(56°～59°S)で は中心 目珪藻類の極数が多 く,こ うした海域が偏東風流域とい うよりもむしろ次第に沖合外洋性
水塊 としてのウェッデル海流の反転南下流域にあることを示唆している.こ れらの諸関係を模式的に示す と図1の
如くとな り,西 部インド洋セクターの氷海域における植物プランクトン分布の特性と考えられる.以 上はまた,南
極大陸に近接した氷海域 とその周辺にまたがる海域では羽状 目に対する中心目珪藻類の出現種数の変動が特定の水
理環境を示す良好な指標 となる可能性を示している.
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01ampra　 marylandica,　 Navicula　 spP.等 が 珪 藻 類 群 集 を代 表 す る もの で あ った.特 に　F.　antarctica,　 Cor.　criop--
hilum及 び　Ch.　 concavicornis　 の3種 は 氷 海 域 に お け る珪 藻 類 の 群 集 の 主 体 とな る もの で,中 心 目類 の後 二 者 は
群 氷 縁 辺 部 か ら外 洋 開水 面 なが ら も海 況 に よ って は 直 接 浮 氷 の 影 響 も考 え られ る海 域 に 集 中 して い た.こ の海 域 で
は表 層 水 の発 散 に とも な う南 極 中 深 層 水 の混 入 も考 え られ,さ ら に検 討 の 余 地 を残 す もの　Ch・　concavicornis　 -
Cor.　 criophilum　 2種 が 特定 水 塊 や 海 氷 の動 向 と密 な 関係 に あ る こ とは 明 らか で あ る.特 に,　 Cor.　 criophilumが
前 者 に比 べ て よ り高 緯 度 域 に 出現 す る傾 向は 太 平 洋 セ ク タ ーに お い て も認 め られ て お り,2注)こ れ ら2種 が 示 す
南 極 高 緯 度 海 域 にお け る水 塊 指 標 性 の 検 討 は 今後 の 研 究 課題 で あ る.
羽 状 目珪 藻 の一 種F・ 　antarcticaはE・ 　superba　 の代 表 的飼 料 で あ る.羽 状 目珪 藻 の分 布 特 性 は 高 緯 度 群 氷 域 で
Fragilaria　 -　 Navicula　 -　 Nitzshiaで 考 え られ る群 集 で あ る の に対 し,北 方 偏 りの 外 洋 開 水 面 で はFragilaria　 -
Nitzshia群 集 とな って い て,前 者 が 多 くのNavicula属 を含 む 群 集 構 造 の 多 様 性 を 示 す こ とか ら こ うした 群 集 組
成 が南 北 両 極 海 域 に共 通 し たice　 community注3-4),として の性 格 が 顕 著 で あ る こ とが わ か った.
中 心 目珪 藻 の 諸 種 に 比 べ る と羽 状 目の 種 は 細 胞 体 積 で は 通常1/10～1/100に す ぎ な いか ら 注5),氷 海 域 に お
け る低 次 生 産 生 態 を 定 量 化 す る上 で は 細 胞 数 の 算 定 と同 時 に 出現 種 毎 の計 測 研 究 も併 せ す す め る必 要 が あ る.
注1)　 Kozlova,　 0.G.　 (1966)　 :　Diatoms　 of　the　lndian　 and　 Pacific　 secttors　 ot　the　Antarctic・ 　Acad・ 　Sci.
　 　 　 　 USSR,　 Inst.　OceanoL,　 Moscow,　 1964.　IPST,　 Jelusalem,　 1966,　 191P.
注2)　 Hasle,　 G.R.　 (1969)　 :　An　 analysis　 of　the　phytoPlankton　 of　the　Pacific　 Southern　 Ocean・ 　Hvalra-
detsSkr.,No.52,1-168.
注3)松 田 達 郎,星 合孝 男(1973):極 地 の 生 態,共 立 出版,東 京,109P.
注4)　 Kawamura,　 A.　(1967)　 :　Observatlons　 of　phytoplankton　 in　the　Arctic　 Ocean　 in　1964.　 lnf.　Bu11.





(研究代表者)永 田 武(所 長)




順石の磁気的性質を明らかにする目的でこの研究は進められてお り,本 年度は特にエイコンドライ トに主 目的を
おいた.研 究対象の限石はYamato-74136,-74097,-75032,-74450である・
エイコンドライ トは資料数が少なく,一 般に残留磁気や飽和磁気は弱 く今までほとんど研究されていない.し か
し阻石母天体の地殻に相当する部分と考えられている上からも,そ の磁気的性質を明らかにすることは意義深い.
今年度は主に熱磁化曲線 と履歴曲線から,磁 気粒子の種類 と性質,そ れに熱史を研究した.ま た自然残留磁気の大
きさと安定性を調べる実験も行った.
使用した主な機器は振動型岩石磁力計と超伝導岩石磁力計,そ れに交流消磁器である.
Yamato_74136と 一74097は 　diogenite　と呼ばれる阻石で,こ れらの阻石 と非常に化学成分の よく似たdioge-
niteが 他に10個 以上同じ地域からみつかっている.解 析結果,こ れらの阻石の磁性粒子は,ニ ッケル含有量の少
ないKamacite　 (α鉄)と,鉄 の酸化物 より成るKamaciteの 量は0.05wt%以 下と非常に少な く,ま た酸化鉄は


























線を示す.こ のことから,こ れらの一連の阻石は複数の阻石シャワーによってもたらされたか,同 一陽石シャワー
内で鉄の酸化の度合が異なっていたことが推定される.
Yamato-75032は 上記のものとは違 う　diogen三te　で,磁 性粒子はほとんど入っていない.こ の阻石の持つ 自然
残留磁気の大きさは,4.2×10-6emu/gmと 非常に弱いが,交 流消磁に対してきわめて安定である.
Yamato　 -74450　 (eucrite)の 熱磁化曲線は0.　06wt%～ 　Kamacite　 と少量の鉄の酸化物が含まれていることを
示している.こ の阻石の持つ自然残留磁気の大きさは1.1×106emu/gmと 小 さいが,方 向強 さともきわめて安
定である.
以上解析したとお り,エ イコンドライ トは一般に弱いが安定な自然残留磁気を持ち,そ れは,　Kamaciteと 鉄の





(研究代表者)永 田 武(所 長)
(所内研究者)吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),船 木 実(助 手)
(所外共同研究員)八 木健三(北 星学園大学文学部教授),大 沼晃助(北 海道大学理学部講師)
大場与志男(山 形大学理学部助教授),島 誠,岡 田昭彦,矢 吹英雄(理 化学研究
所研究員)武 田 弘(東 京大学理学部助教授),小 沼直樹(筑 波大学化学系助教授)
【研究成果】
やまと阻石の詳細な研究を進めるに当っては,ま ずその分類にもとつ くカタログの作製が肝要である.こ の見地
か ら,我 々はいくつかの未分類のやまとコンドライト阻石の分類を行い,ま た,矢 内ら(1978)に よりすでに分類
されている数個の限石についても,分 類上の検討を行った.ま た,こ れらの試料について,コ ンドライ トの熱変成
作用及び衝撃変成作用に関する岩石学的記載を行った.
(1)分 類
矢内ら(1978)や 松本ら(1978)は コンドライ ト阻石中のカンラン石,輝 石の組成の分布から,岩 石学的タイプ
を決定している.こ の方法は迅速であ り,ま た試料が少量で済む点で簡便であるが,薄 片観察により得 られるタイ
プとは必ずしも一致しない.そ れ故やまと損石の岩石学的タイプを正確に決定するためには,　Van　Schmus　 and
Wood(1967)の 基準により薄片観察を行 うことが望ましい.
したがって我々はマトリヅクスの再結晶度,コ ンドリュールの輪郭,輝 石の種類,斜 長石又はガラスの存在等の





この うち3個 のやまと69阻石は吉田ら(1971)に より採集されて以来,ま だ分類が行われていなかったものであ
る.












となり,矢 内らのタイプの方がやや低 くなる傾向があ り,と くに74492で はタイプの差がやや著しいが,そ の原因
はいまのところ不明である.タ イプ3の コンドライ トは岩石学的,地 球化学的研究で最も重要であるので,矢 内ら





1はCaに 富む輝石の形態が熱変成作用の昇進とともに変化することで,こ れ らの輝石はコンドリュ・一ル中のガ
ラスが結晶化するために生成したものである.2は コンドリュールのタイプの相対的存在度で,こ れも熱変成作用
の昇進につれて変化し,タ イプ3で 最も多い斑状のコンドリュールが,タ イプ6で は稀になる.こ れはガラスの結
晶化に基因する.
(3)衝 撃変成作用
今回の試料では74445,6908に の著しい衝撃変成のあとが見られる.す なわち,黒 色ガラスと溶融した球頼状あ
るいは細脈状の トロイライ トよりなる細脈が隅石を貫 くことが観察される.
この他に波動消光は多くの鉱物に認められる.
共同研究者の小沼直樹らは,「 コンドルールとマ トリックスの化学組成」を研究し,次 のような成果を得た.
(1)岩 石学的タイプ3の 普通コンドライ ト明石のNa/N比 はコンドルール,マ トリックス共 に 大 きく変わ
る.
(2)岩 石学的タイプ4～5の 普通コンドライ ト阻石のNa/N比 は,コ ンドルール,マ トリックス共に幅狭い
値をとる.
(3)こ の新しい知見は,コ ンドルールの起源と進化を次のように示唆する.(a)熱 いガスが急冷するときの分別
濃縮による液滴の形成,(b)液 滴内部における結晶分化,(c)形 成されたコンドルールの集積,(d)集 積した
微惑星内部における熱変成
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6.
研究はすべて昨年度より引き継がれ,1)阻 石カタログ作成のための岩石学的,化 学的手法 に よ る分類学的研
究。2)電 磁気的性質の研究.3)宇 宙化学的,地 球化学的研究.4)岩 石学的,鉱 物学的研究.5)雪 氷学的研
究が行われた.以 下それぞれの分野における成果を略述する.
① 限石ヵタPグ 作成は,限 石落料資料を作成し,主 に顕微鏡により種類を決定した.そ の結果,Eコ ンドライ
84
ト1個,Hコ ンドライ ト45個,Lコ ンドライ ト41個,LLコ ンドライ ト3個,炭 素質領石4個,エ イコンドライ ト
42個,石 鉄損石1個 の精密な分類が行われた.ま た,肉 眼鑑定による約300個 の簡易分類も行われた.
②(1)エ イコンドライ トの磁気的性質を明らかにした.そ の結果弱いが安定な自然残留磁気を持つことが判り,
阻石形成時の太陽系磁場強度の検討を行った.(2)明 石の溶融穀のもつ磁気の特微を明らかにし,溶 融穀の薄い理由
を説明した.
③(1)陽 石の形成年代 と地球に落下した年代を推定 した.(2)希 ガスの同位体組成や26Al,53Mgの 値を測定 した
結果,宇 宙線の二段階照射の例がいくつかみつかった.
①(1)コ ンドルールとマ トリックスの化学組成を調べ,月 と地球はコンドライ トの母天体 と異なることを明らか
にした.(2)コ ンドライ ト中の金属鉄の化学組成を調べ,順 石の冷却速度の推定と,　Ni含 有量の変化する理由を説
































物化学的データを求め,そ れによって限石の分類作業をすすめること,(2)そ の成果を 「南極産限石カタログ」とし
て出版し,本 研究分担老を含む全世界の研究者が阻石の岩石学,鉱 物学,宇 宙化学,物 性学,年 代学など広範な地
球科学研究の基礎となす ことにある.
分類作業でもっとも基本となる化学組成の定量のため,X線 マイクロアナライザー(JXA733型)を 導入した.
本機は微少部分分析の専用機で,分 析精度が高いのみならず照射電流の安定性がすぐれており,ま た,反 射電子像
により,高 分解能で試料の組成の不均質性を検出できる.従 って,阻 石中のオリビンやパイロキシンの徴小包有物
を避けて分析することができ,分 類精度を向上させるのに役立っている.し かしながら,本 機のみでは,人 手に頼
る作業が多く莫大な人力と時間を要しており,今 後の研究能率の向上のためには,コ ンピューターによる制御装置
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の 設 置 が望 まれ てい る.
研 究 分担 者 は,や ま と一74,一 一・75Pfi石の うち,と くに コン ドラ イ トの 分析 を行 い,更 に これ ま で に分 類 ず み とさ
れ て い た 阻 石 につ い て も再 検 討 し た.そ の結 果,少 量 の 試料 で 分類 され て い た角 レ キ岩 質 の 限石 につ い て は,片 寄
っ た結 論 が 出 され る可 能性 が 高 く,配 分 方 法 に つ い て重 要 な 問題 点 を提 起 し た.ま た,研 究 代 表 者 は,石 質 限石 の
磁 気 的 分類 を 行 い,C－ コ ン ドライ トを2つ の 群 に 分 け た.エ コ ン ドライ トにつ い て は,亜 群 に 分類 す る こ とは 困
難 で あ った が,ユ ー クラ イ トや ハ ワル ダ イ トは常 に一 定 の ム値 と ム(α)/ム 比 を示 す こ とが わか っ た ・
7.研 究 発 表
1.第4回 南極 順 石 シ ン ポ ジ ウム(昭 和54年2月22日)



























藻類群落の形成に必須である日射量の測定は,従 来殆んど行われていない.本 研究では,低 温 ・低照度下での長
時間にわたる日射量測定のシステムを開発した.防 水型波長別日射計を,氷 厚45㎝ の海氷上と海氷下に設置し,2
月23～27日 の間,連 続測定を行い,概 ね 良 好 な結果を得た.海 氷表面の日射量の1.5%強 が海氷下に到達してい
た.
海氷下の動物プランク トンの研究は,適 当な採集方法がないままに放置されている.筒 の前端に電動プロペラを
そして後端にネットを取 りつけた捕集機を作成しテス トした.濾 水量の定量は今後の問題であるが,少 くとも,定
性研究には極めて有効である.
同時に実施した流向 ・流速の測定は,電 池の能力が一1・5°Cの海水中でも発揮されるか否かが問題であった・現
在,記 録を処理中であるがテープの巻き取 りの状態から,良 好な結果が予想される.
また,テ レメトリーによる大型動物の行動観察のため,送 ・受信機のテス トを行った.即 ち,2・8Vリ チウム単
fi電池装着パルス変調送信機(出 力数mmW)及 び,2素 子指向性アンテナの性能は次のとお りであった.高 度
500m:8km,300m:5km,海氷上:0.9kmア ンテナ方位誤差+15° ～30°.
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房総半島周辺の各漁港では,近 年のスルメイカ漁業の不振から,キ ンメダイ漁業への依存を強 め ている.し か
し,キ ンメダイ漁場は勝浦沖天然礁のみで,漁 獲のインパンクトが強く資源にかかりつつある.こ のためキンメダ
イの資源調査が早期に実施される必要があった.こ の研究では前述の観点から,① 各漁場における水揚資料からの
CPUFの 年 ・季節変動及びその変動係数の把握 とそれによる資源状況把握,② 漁獲物調査と標識放流調査からの
分布 ・移動の把握,③ 胃内容物調査から天然礁の生産機構の解明を行 う.こ れらのことを目的として調査を行い次
の結果を得た.
1.昭 和45年 からの統計調査の結果例年3・5・12月 に漁獲の山が出現するが,52年 以降3月 のピークがみられ
なくなった.こ れは資源の減少傾向の兆しとみられる.ま た,CPUEは51年 まで増大傾向にあったが・それ以後
減少傾向にあるし,CPUEの 変動係数 も大きい傾向があ り,資 源の減少傾向が見られた.し かし,こ れらは海況
による影響も大きく,さ らに調査が必要である.
2.漁 獲魚の体長組成をみると,各 船毎に偏 りがあ り,魚 は各体長組成群(年 級群)毎 に分散している傾向があ
った.し かし,全 体的に小型魚が多 く,体 長組成モードは漁期 とともに大きくなった.こ のことから,今 まで言わ
れている南下成長の移動パターンが認められた.こ の点にっいては標識魚の再捕報告が期待される.
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ELF-VLF放 射の共役性 佐藤 夏雄,鮎 川 勝 極域における電離圏磁気 54.2
福西 浩 圏総合観測シンポジウム
昭和基地一アイスランドでの地磁気脈動 福西 浩,岩 渕美代子 〃 〃
の共役性 佐藤 夏雄
南極における中層大気の観測計画 福西 浩 〃 〃
北極圏における日・ス国際協同バルーン 鎌田 哲夫,石 川 晴治 〃 〃





昭和基地設置電算機によるデータ処理シ 藤井 良一 〃 〃
ス テ ム
衛星を利用 した極域でのデータ収録 芳野 越夫(電 通大) 〃 〃
Brikeland　 current. 飯島 健(東 大 ・理) MAGNETOS-PHERIC54.3
藤井 良一 STUDY　 (lnternationa1
Potemra　 (Johns　 HoP一W rkshop)
kins　 Univ.)
Austral　 substorm　 during　 the　 IMS永田 武 〃 〃
period　 observed　 by　 sounding　 rockets.
ULF　 waves　 observed　 at　 Syowa-Ice.福西 浩 〃 〃
1and　 conjugate　 Pai「'
Interaction　 between　 ELF-VLF　 emis.佐藤 夏雄 〃 〃
sions　 and　 magnetic　 pulsations.国分 征(東 大 ・理)
Magnetic　 Properties　 and　 Paleointen.T.　 Naga s the　 Tenth　 Lunar　 and54.3
sity　 of　 Achondrites　 in　 Comparison Planetary　 Science　 Conf.
wlth　 Those　 of　Lunar　 Surface　 Rocks. (NASA)
Distribution　 of　Alpine　 Permafrost　 il1Y.　 Fujii Third　 Internationa153.7
the　 Northern　 Hemisphere　 and　 its　Re.K.　 Higuchi conference　 on　 Perma.
lation　 to　 Air　 Temperature. (名大 ・水圏研) frost.　 (Edmonton,
CANADA)
The　 basal　 sliding　 of　 a　thinning　 ice　 S.　Mae
sheet,　 Mizuho　 Plateau.
Dynamics　 on　 harge　 lce　 53.8
Masses.　 (lnternational
Glaciological　 Society)
1977年 の昭和基地周辺の海氷状況 楠 宏 1躰 雪氷学会 lS・ …
雪
ネパール ・ヒマラヤの山岳永久凍土域に 藤井 理行
おける地湿特性
〃 〃














在田 一則(北 大 ・理)
林 大五郎(琉 球大・理)
日本地質学会 53.4
南極の地学研究の現状と課題 巨 田 栄夫1地 学協会融i5a5










歯髄 阻石1矢 内 桂三1〃 レ
やまと山脈北部の地質と岩石 睡 和行1〃1〃
昭和基地周辺の変成岩の岩石化学的研究 蟹沢 聡史(東北大 ・理)
矢内 桂三
〃 〃
リ・ツ・・ホルム湾螂 の海底地形1森 脇 喜一1〃 レ
南極の古地磁気一その1一 船木 実永田 武
〃 〃
繭 極の雪氷学的纈1前 論1〃1〃
1978-79年 度 阻石探査報告一氷河調査にっいて一 西尾 文彦 第4回 南極限石シンポジンム
54.2
石 質 限石 のFusion　 Crust残 留磁 気永田 武 〃 〃
碩 阻石磁 気的頒(の}永 田 武1〃1〃
除石囎 磁気と原始太縣 磁場}細 武1〃1〃
1978-79年 度西南極限石探査報告






(USス チ ー ル 研)T
.　Nagata
〃 〃





































南 極 リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 内 アデ リーペ ン


































題 目 著 者 発 表年 月 誌 名 ・巻 号 ・頁
Snow　 transport　 by　 katabat三cwlnds　 in
Mizuho　 Camp　 area,　 East　 Antarctica
Kobayashi,　 S.
(北 大 ・低 温 研)
53.4 J.　Meteoro1.　 Soc.　 Japan,
56(2),130-140
Some　 features　 o士the　 turbulent　 trans.
fer　on　 the　 bare　 ice士ield　 near　 the　 Ya.
mato　 Mountains,　 East　 Antarctica
Kobayashi,　 S.
(北 大 ・低 温 研)
54.3 Mem.　 Spec.　 Issue,　 12,
9-18
第16次南極地域観測隊気象部門報告 酒井 重典,沖 政 進一・
召田 成美,阪 本 孝広
(気象庁)






SSCに 伴 うVLFエ ミ ッシ ョンの 特 性
一1977年9月21日 のSSCに 関 連 して 一
林 幹 治,鶴 田浩 一 郎
(東 大 ・宇 宙 研)
国分 征,小 口 高
(東 大 ・理)
渡 辺 富 也(ブ リテ ィシ
ュ ・コ ロン ビア大)





林 幹 治,小 口 高
国 分 征(東 大 ・理)
鶴 田浩 一 郎
(東 大 ・宇 宙 研)渡
辺 富 也(ブ リテ ィシ
ュ ・コ ロン ビア大)
R.　E.　Horita　 (ビ ク トリ
ア大)
〃 〃127-133
Recent　 progress　 in　observational　 stu-
dies　 of　electric　 fields　 and　 currents　 in
the　 polar　 ionosphere:　 A　 review
Kamide,　 Y.
(京 都産 業 大 ・理)
54.1 〃63,61-231
MAPに っいて 加藤 進(京 大 ・工) 54.3 〃65,45-51
高 エ ネ ル ギ ー電 子 ビー ム放 出 に よる オ 一
口 ラシ ュ ミュレ ー シ ョン実 験



















Characterist三cs　 of　a　dipole　 and　 a　loop
antenna　 for　 plasma　 waves　 observed
by　 the　 S-310JA-1　 rocket
Kimura,　 1.,　Matsuo,　 T.
Doi,　 T・　(京 大 ・工)
オーロラに伴う電離圏波動の研究 北村 泰一(九 大 ・理)




μ・玉 正弘(理 化研一 〃
磁気圏内のULF波 動 国 分 征(東 大 ・理)1故 ・2






Wave　 characterlstics　 of　 magnetic　 Pi　2
pulsatjons三n　 the　 auroral　 region-Spect
-ral　 and　 polarization　 studies
Kuwashima, M.
(地 磁 気 観)
54.1
53.11
A　 model　 of　magnetic　 Pi　2　 pulsations
based　 on　 a　 ULF　 observation　 from
high　 to　middle　 latltudes
K washima,　 M.
(地 磁 気 観)
54.3
極光帯におけるPi脈 動 と関連現象 鴎 正幸(繊 気働 〃
VLF-LF　 hiss　 emissions
with　 aurora
associated　 Makita,K・(東 大 ・理)53.11
Auroral　 hiss　 observations　 both　 on　 the
ground　 and　 the　satellite-estimatlons　 of
the　 generation　 region　 and　 the　 propa.
gation　 path
Makita,　 K.　 (東 大 ・理)54.3









Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar
Res.,Ser.A,15,79.





Ph 　 D.　 Thesis,　 Univ.
Tokyo






ロケットによる極域電離層プラズマのじ 森 弘隆,小 川 忠彦
よう乱の観測 宮崎 茂(電 波研)
〃







メソゾンデの将来計画 中村純二(東 大 ・教養)
前田 担(京 大 ・理)
54.3




Electron　 density　 andtemperature　 pro.
files　 in　 the　 Antarctic　 auroral　 iono.





? ???? ????? 53.3
ロケット観測で得られた極域電離層の電 小川 忠彦,森 弘隆54.3
子密度 ・温度プロファイル 宮崎 茂(電 波研)
Observations　 of　rapid　 auroral　 fluctua-
tions
Oguti,　 T.　 (東 大 ・理)53.12






J.　Radio　 Res.　 Lab.,　 25
(116),73-94
南 極 資 料,65,15-27
J.　Geomagn.　 Geoelectr.,
30(4),229-314





大家 寛,宮 岡 宏
(東北大 ・理)
宮武 貞夫(電 通大)








Riometer　 records　 of　30　 MHz　 cosmic




























南 極 資 料,63,53-60
昭 和 基 地 で 受 信 したISIS衛 星 に よ る








南極観測の20年 芳野 越夫(電 通大) 53.10電 子通 信 学 会 誌,61(10),
1054-1063
連続加圧内一軸試験機による南極氷床深 東 晃,庄 子 仁 54.1 応 用 物 理,48(1),41-47
部氷の静水圧下における力学試験 (北大 ・工)
雪
Extinction　 coefficient　 of　light　 of　cores
drilled　 at　Mizuho　 Station,　 East　 Ant.
Kamioka, S.
Kuroiwa,　 D.
53.12 Mem.　 Spec.　 Issue,　 10,
124-130
arctica (北大 ・低温研)
Factors　 controlling　 oxgen　 isotopicKato,　 K. 53.3 Nature,272,46-48
composition　 of　fallen　 snow　 ln　Antarc.(名大 ・水圏研)
tica
氷
The　 electrical　 behaviors　 of　 AntarcticMaeno,　 N. 53.12 Mem.　 Spec.　 Issue,　 10,
ice　drllled　 at　Mizuho　 Station,　 East(北大 ・低温研) 77-94
Antarctica
Measurements　 o士air　 permeability　 andMaeno,　 N,　 Narjta,　 H.〃 〃62-76
elastic　 modulus　 ot　snow　 and　 firn　dril1.Araoka, K.
学 ed　 at　Mizuho　 Station,　 East　 Antarctica(北大 ・低温研)







氷の焼き物一南極の氷 前野 紀一,成 田 英器
(北大 ・低温研)
53.12 自然,33(12),86-96
Internal　 friction　 of　Antarctic　 Mizuho
iCe　COreS　 at　lOW　 freqUenCy
Nakamura,　 T.
Abe,0.(国 立 防 災 科 学
技 術 セ ン タ ー)
〃 Mem.　 Spec.　 Issue,　 10,
102-113
Structural　 characteristics　 of　 firn　 and
ice　cores　 drilled　 at　 Mizuho　 Station,
East　 Antarctica
Narita,　 H.,　 Maeno,　 N.
Nakawo,　 M.
(北 大 ・低 温 研)
〃 〃48-61
Studies　 on　 the　 ice　 sheet　 flow　 and
local　 mass　 budget　 in　Mizuho　 Plateau,
Antarctica
Naruse,　 R.
(北 大 ・低 温 研)
54.3 Contrjb.　 Inst.　 Low
Temp.　 Sci.,　Hokkaido
Univ.,Ser.A,28,1-54
Dynamical　 features　 of　 the　 Meteorite
Field,　 Antarctica
Naruse,　 R.
(北 大 ・低 温 研)
〃 Mem.　 Spec.　 Issue,　 12,
19-24
Stress-strain　 test　 of　 ice　 core　 drilled
at　Mizuho　 Stat三 〇n,　East　 Antarctica
Shoji,　H.(北 大 ・工)53.12 Mem.　 Spec.　 Issue,　 10,
95-101
X-ray　 diffraction　 topographic　 studies











(北 大 ・低 温 研)




53.3 低 温 科学 物 理 篇,35,
281-286
Stratigraphic　 analyses　 of　f三rn　 and　 ice
at　Mizuho　 Station
Watan be,　 0.,　Kato,　 K.
(名 大 水 圏研)S
atow,　 K.　(長 岡工 専)
Okuhira,　 F.
(岐 阜 県 公害 研)





(北 大 ・低 温 研)
〃 〃114-123







54.3 Mem.　 Spec.　 Issue,　 12,
38-58
K-Ar　 ages　 ot　Yamato-74　 meteoritesKamaguchi,　 A.
Okano,　 J.　(阪 大 ・理)
〃 〃178-185






Petrological　 studies　 on　 chondrules　 in
Yamato-74　 meteo「ites




Antarctic　 saline　 lakes-Stable　 isotopic
ratios,　 chemical　 compositions　 and
evolution
Nlatsubaya,　 0.,　 Sakai,
H.(岡 山 大 ・温 泉 研)












A　 classiflcation　 of　the　 Yamato-75Matsumoto,　 Y. 54.3 Mem.　 Spec.　 Issue,　 12,
chondr三tes　 based　 on　 chem≡cal　 compo・
sition　 of　olivines　 and　 pyroxenes
(山 口大 ・理)H




Takeda,　 H.　(東 大 ・理)
Yanai,　 K.
Mineralogical　 examination　 of　the
Allan　 Hills　 No.5　 meteorite
Miyamoto,　 M.
(神 戸 大 ・理)T





Rare　 gas　 studies　 of　 Antarctic
orites
me e-　 Nagao,K.(岡 山 理 科 大)
　　　　 Takaoka,　 N.
(山 形 大 ・理)
〃 〃 207-222
Yamato-694　 meteorite:　 Chemical　 com.
position　 of　silicate　 minerals　 and　 pe・
trographic　 nature
Okada,　 A.
Shima,　 M.(理 化 研)
〃 〃 109-113
Mineralogical　 examination　 of　the　 Ya.
mato-75　 achondr三tes　 and　 their　 layered
crust　 mode1
??????????? ? ? ?? ? ? 〃 〃 82-108
Tectonics　 and　 petrology　 of　 charnock.
ites　 around　 LUtzow-Holmbukta,　Eas
Antarctica
Yos ida,　 M.　 (阪 大 ・理)53.3J 　Geosci.,　 Osaka　 Univ.,
21(6),65-152
Notes　 on　 some　 fishes　 associated　 with
the　 Antarctic　 kri1L　 I.　 Ne()pagetoψsis
ionah　 Nybelin
Abe, T.
(東 大 総 合研 究 資 料 館)S
uzuki,　 M.
(東 海 区 水産 研)
53.9 南 極 資 料,62,23-28
Some　 ecological　 and　 taxonomic　 obser.
vations　 on　the　colored　 snow　 algae　 foun
in　Rumpa　 and　 Skarvsnes,　 Antarctica
Akiyama,　 M.
(島 根 大 ・教)
54.2 Mem.　 Spec.　 Issue,　 M,
27-34
Ecology　 of　terrestrial　 plants　 in　 the
Antarctic　 with　 particular　 reference　 to
bryophytes
Ando,　 H.　(広 大 ・理) 〃 〃 81-103
Annual　 change　 of　individual　 numbers
and　 nest　 sites　 of　 the　 marked　 Ad61ie
penguins　 in　the　 Ongulkalven　 rookery
Aoyanagi,　 M.
(筑 波 大 附 属 盲 学 校)
〃 〃 130-139
102
Freshwater　 algae　 from　 Yukidori　 Zawa,　 Hirano,　 M.
near　 Syowa　 Station,　 Antarctica　(梅 花 短 期 大)







Additional　 notes　 on　 lichens　 of　 the




On　 the　 variation　 of　leaf　 characters　 o士
an　 Antarctic　 moss,　 Bぴ μηz纐co刀 η改z〃 π
Nakanishi,　 S.
(神 戸 大 ・教)
〃 〃45-57
Ataxonomic　review　 of　 the　 genus
Bτyμ 〃z,　Musc三in　 Antarctica
Ochi,　 H.　(鳥 取 大 ・教)〃 〃70-80
On　 the　 microfauna　 of　 the　 Antarctic
region.　 III.　]Mlcrobiota　 of　the　 terres.
trial　interStiCeS
Sudzuki,　 M.　 (日 大) 〃 〃104-126
Photosynthetic　 nature　 and　 prlmary
productivity　 ot　 Antarctic　 freshwater
phyt・plankton
Tominaga,　 H.
(名 大 ・水 圏 研)
52.10 Jap.　 J.　Limno.,　 38,
122-130
Isolation　 and　 culture　 of　Antarctic　 dia.
tomsfrom　 the　 saline　 lakes　 in　 the
S6ya　 Coast,　 East　 Antarctica
W tanuki,　 T.
(神 奈 川 県 衛 生 研)











佐藤 稔雄 ・半貫 敏夫
(日大 ・理工)






〃 日本 船 用 機 関 学 会 誌,
13(9),108-117
砕氷艦 「ふじ」の氷海域行動調査 植田 靖夫 ・竹沢 節雄
(船舶技研)




5.研 究 談 話 会
昭和53年 度
開 催 期 日1講 縫(所 属)1演 題
昭和53年
4月4日 船木 実 1977-78マ クマ ー ド隊 の報 告
5月2日 楠 宏 第18次南極越冬隊の活動
5月31日 内藤 靖彦 北大平洋アザラン類の繁殖と系統進化
6月14日 森脇 喜一 第18次 越冬隊地理部門報告
1)オ メガ岬の調査
2)リ ュツォ・ホルム湾の海底地形調査
6月28日 芳野 越夫(電 通大) 1980年 代の衛星観測
7月12日 神沼 克伊 1)竜 宮岬調査 と重力測定
2)宮 城沖地震の被害について
7月26日 神田 啓史 東南極の蘇類 一分類的展望一
9月13日 村山 雅美 北極さまざま
10月11日 谷村 篤
楠 宏
南 大 洋 動 物 プ ラ ン ク トンの 紹 介
映 画"Antarctic　 Sea　 Ice　Growth　 and　 Decay　 1973-74"　 の
紹 介
10月25日 R・ederer　 (ア ラス カ大)Research　 at　the　 geophysical　 Institute.
11月8日 福地 光男 海洋生物定常観測による植物プランクトン現存量
11月29日 渋谷 和雄 1974年 伊豆半島沖地震の余震域について
12月13日 永田 武 The　 Primodial　 Magnetic　 Field　 of　 the　 early　 Solar　 System
viewed　 from　 Meteorite　 Magnetism.
12月19日
M.　 D.　 Fuller
(カ ル フ ォ ル ニ ア 大)
(古地磁気,磁 場逆転の話)
12月20日 田中 正之(東 北大) 大気中における二酸化炭素の変動と循環
昭和54年
2月7日 兼平慶一郎(千 葉大) 鉱物資源の将来と南極の鉱物資源
104




(デ ンマ ー ク宇 宙 研)
演 題
Heating　 of　Ion　 in　the　 Magnetosphere　 by　 Electrostatic　 Ion.
cyclotron　 Waves.
(注)所 属のない者は,当 研究所の教官である。
6.研 究 所主 催 の シ ン ポ ジ ウ ム
名 称 第3回 ドライバ レー掘削計画セミナー
開 催 日 昭和53年6月5日(月)～10日(土)
場 所 東条会館
概 要
1972～73年 夏期から,1975～76年 夏期にわた り実施された南極マクード地域での,ド ライバレー掘削計画にっい
ての第3回 セ ミナーが,日 本学術振興会日米科学協力セ ミナーとして行われた.こ れは1974年5月 シアトル,1976
年1月 ウエ リントンにつ ぐもので,最 終セ ミナーとして実施され,直 接参加老アメリカ20名,ニ ュージーランド5
名,オ ース トラリア2名,日 本20名 からなる国際セ ミナーである.
セ ミナーはまず,ド ライバレー掘削計画立案の経緯と実施上の問題点から始まり,マ クマード地域の地殻構造や
地殻熱流量,湖 沼の水温成層などの地球物理学的問題,湖 沼水の化学成分やその変遷,堆 積物の諸性質,マ クマー
ド地域火山活動に関する地質学的問題,掘 削によって得 られたコアからみた第三紀一第四紀の地史に関する研究な
どが発表された.総 合討論では,と くにコアの時代的区分と対比が焦点となった.ド ライバレー掘削計画後の観測
計画についても検討が行われ,ニ ュージーランドを中心にマクマー ド入江地域での掘削とそれに関連する研究の提
案が行われた.
セミナー終了後1日,富 士 ・箱根地方地質野外巡検があ り,多 くの参加者を得た.
R.　 B.　 Thomson
L.　 D.　 McGinnis　 &
J.　S.　Stuckless
T.　 Torii,　 N.　 Yamagata,
J.　Ossaka　 &　 S.　Murata
M.　 Stuiver,　 J.　Buckheim　 &
G.　 Derlton
GENERAI.　 TOPICS
　DVDP-Prolect　 organization　 and　 accomplishments.
Significance　 of　Gamma-rey,　 salinity　 and　 electrical　 logs
　 in　DVDP　 boreholes.
　 A　 view　 of　the　 formation　 of　saline　 waters　 ln　the　 Dry
　Valleys.









Magnetic　 study　 of　Ross　 Island　 and　 Taylor　 Glacier
quadrangles,　 Antarctica.
The　 upper　 crustal　 structure　 under　 McMurdo　 Station,






























J. Bucher & E. R. Decker
R. Decker
Yusa
Nakaya, Y. Motoori & 
Nishimura 
Kato, T.  Torii & 
Nakai 
Harris & K. Cartwright 
K. Wong
A.  Christoffel
Murayama, S. Nakaya, 
Murata, T.  Torii & K. Watanuki
Nakao, T.  Torii & 
Tanizawa 
Cartwright & 
J. H. Harris 
Nakai, Y. Kiyosu, H. Wada, 
Nagae & T. Nishiyama
Stuiver, I. C. Yang & 
H. Hendy 
Matsumoto, T.  Torii & 
Hanya 
H. Wrenn & S. W. Beckmen




Geothermal studies in the Ross Island-Dry Valley 
region.
Geothermal models of the Ross Island-Dry valley
region.




One aspect of the evolution of saline lakes in the Dry 
Valleys area of South Victoria Land, Antarctica. 
Rapid concentration of saline water in Don Juan 
Pond.
Hydrogeology and geochemistry of Don Juan Pond. 
A reconnaissance seismic survey of McMurdo Sound 
and Terra Nova Bay, Ross Sea 
Interpretation of seismic profiling surveys in McMurdo 
Sound and Terra Nova Bay, Antarctica, 1975
LIMNOLOGY II 
Interpretation of salt deposition in wright Valley, 
Antarctica: Chemical analysis of DVDP core. 
Interpretation of salt deposition in Wright Valley, 
Antarctica: Granulometric analysis of DVDP  ;14 core. 
Origin of water in lakes and ponds of the Dry Valley 
region, Antarctica. 
Stable isotope studies: The evidence of relative sea-
level fluctuation and the environmental changes in 
Wright and Taylor Valleys. 
Permafrost oxygen isotope ratios of antarctic DVDP 
cores.
Organic constituents of antarctic lake waters and 
sediments of the McMurdo Sound region. 
Maceral and total organic carbon analysis of DVDP 
drill core number 11. 
Some characteristics of mineral obtained in the Dry 
Valleys. 
Distribution and origin of evaporite minerals from 
Dry Valleys, Victoria Land, Antarctica.
 GEOLO  ,GY AND PETROLOGY 
DVDP 1, Hut Point Peninsula, Ross Island, 
Antarctica.
Hyaloclastite of DVDP 3, Hut Point Peninsula, Ross 
Island, Antarctica.
P. R. Kyle, J. Sutter & 
S. B. Treves
P. R. Kyle 
P. R. Kyle
S. S. Goldich, J. S. Stuckless, 
J. B. Bodkin & R. C. Wamser
J. S. Stuckless, A. T. Miesch, 
S. S. Goldich & P. W. Weiblen 
P. W. Weiblen, J. S. Stuckless, 
W. C. Hunter, K. J. Schulz & 




















P. Elston, M. E. Purucker, 




K/Ar age determinations on DVDP 1 and 2 core 
samples.
The geological history of Hut Point Peninsula as 
inferred from DVDP 1, 2 and 3. 
Petrogenesis of the basanite to phonolite sequence at 
DVDP 2 and 3 and Observation Hill. 
Trace elements in volcanic rocks of Ross Island and 
vicinity, Antarctica, and implications for the origin of 
alkali-basalt magma. 
A petrochemical model for the genesis of the volcanic 
rocks from Ross Island and vicinity, Antarctica. 
Correlation of clinopyroxene composition with environ-
ment of formation based on data from Ross Island 
volcanic rocks. 
Geochemisry of Ferrar dolerite, dikes and Cenozoic 
volcanics of the Dry Valley region.
CENOZOIC HISTORY 
 Miocene sediments and micropaleontology in gravity 
 cores from RISP/J9 and comparisons with DVDP and 
 DSDP drilling successions. 
 Paleogeographic evolution of the Ross Sea and adjacent 
 montane areas during the Cenozoic. 
 Radiolarians and silicoflagellates from Dry Valley 
 Drilling Project cores. 
 The dating and interpretation of diatom zones in 
 DVDP 10 and 11. 
 A diatom report on DVDP cores (e, 4A, 12, 14, 15) 
 and other related surface sections. 
 The Taylor formation (Holocene) and its macrofaunas, 
 Taylor Dry Valley, Antarctica. 
 Polarity zonations, magnetic intensities and the cor-
 relation of Miocene and Pliocene DVDP cores, Taylor 
 Valley, Antarctica. 
 The Miocene - Pleistocene stratigraphy of eastern 
 Taylor Valley - an interpretation. 
 The chronology  of glacial sediments in the Taylor 
 Valley.
CENOZOIC
C. Porter & J. E. Beget
HISTORY AND SEDIMENTS 
Sedimentation conditions in Taylor Valley, Antarctica, 
from DVDP cores.
Provenance and depositional environments of late 
Cenozoic sediments in permafost cores from Lower
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F.　 C.　 Ugolini　 &　 W.　 Deutsch
K.　 Horiuchi,　 T.　 Tor三i&
Y.　 Murakami
A.　 Koga　 &　 T.　 Torii
S.　 Horie,　 N.　 Kawai　 &　 N.　 Nakai
C.旺Hendy
K.　 Watanukl,　 T.　 Torii,
S.　Nakaya　 &　 H.　 Murayama
N.　 Nakai,　 Y.　 Mjzutani　 &
N.　 Wada
S.　S.Goldich,　 J.　S.Stuckless,
J.　B.　 Bodkin　 &　 R.　 C.　 Wamser
P.　 J.　Barrett　 &
S.　B.　 Treves
Y.　 Yoshida　 &　 K.　 Moriwaki
Taylor　 Valley,　 Antarctica.
Chemistry　 and　 clay　 mineralogy　 of　cores　 8,　9　and　 10,
New　 Harbor,　 Antarctica.
Studies　 of　the　 radium,　 uranium　 and　 thorium　 con.
centrations　 in　DVDP　 cores　 of　Wright　 Valley.
Is　there　 no　 geothermal　 activity　 around　 Lake　 Vanda,
the　 Dry　 Valleys,　 Antarctica.
Speci l　 Lecture;　 Paleolimnology　 of　Lake　 Biwa.
OTHER　 TOPICS
Isotopic　 history　 of　 Pleistocene　 lakes　 and　 glaciers　 in
the　 McMurdo　 Oasis.
A　 note　 on　 analytical　 procedures　 for　saline　 lake　 waters.
Stable　 isotope　 studies:　 Past　 volcanic　 events　 deduced
from　 H,　 0,　 S　and　 C　 isotopjc　 composltions　 of　 ice　and
salts　 from　 DVDP　 3.
Trace　 elements　 in　volcanic　 rocks　 of　 Ross　 Island　 and
viclnity,　 Antarctica　 and　 implications　 of　 the　 origin　 of
alkali_basalt　 magma.
Sedimentology　 and　 petrology　 of　 DVDP　 15,　 Western
McMurdo　 Sound,　 Antarctica.
Some　 characteristics　 of　antarctic　 coastal　 features.
GENERAI.　 DISCUSSION　AND RECOMMENDATION　 FOR　 FUTURE　 PLAN
　 　 R.　 H.　 Clark:　 New　 Zealand　 approach　 to　coring　 in　McMurdo　 Sound
　 　 　``Friends　 of　DVDP　 8-12",　 future　 scientific　 plan
名 称 海洋生物 シンポ ジウム
開 催 日 昭和53年9月18日(月)～19日(火)
場 所 国立極地研究所講義室
概 要
南極海洋生物資源が世界的に注 目をあび,そ の保存のための条約の草案作りが,南 極条約協議国によって急がれ
ている.一 方,資 源管理のための基礎的な資料 を 得 るための研究計画,　Biological　Investigations　 of　Marine
Antarctic　Systems　 and　Stocks　(BIOMASS計 画)が 開始されている.日 本もこの計画に参加するが,参 加に当
って,こ れまでに,我 が国の南極海における生物研究の成果を考察し,将 来計画の作成に資するため,こ のシンポ
ジウムが計画された.























討論老:小 城春男,角 皆静男,河 村章人(北 大 ・水)高 橋永治(神 戸大 ・理)谷 口 旭,西 沢 敏(東
北大 ・農)
名 称 南極地学総合シンポジウム
開 催 日 昭和53年9月27日(水)～28日(木)
場 所 国立極地研究所講義室
概 要
このシンポジウムは,第20次 観測から始まる地学基礎調査第1期3か 年計画を前に,地 学及び関連分野における
これまでの研究成果を検討し,今 後の研究課題 とその観測方法について討議を行 う目的で開催された・
ここではまず地学及び関連各分野の相互理 解 を深め,今 後の課題を探るため"南 極の地学像とその課題"と し
て,各 分野での成果のとりまとめと研究課題が示 され,つ いで"地 域的課題"と して,主 として昭和基地周辺での
最近の研究結果が発表された.






























綿祓邦彦(東 大 ・教養),鳥 居鉄也(千 葉工大),西 山 孝(京 大 ・工),森 川日出貴(東 工大 ・工)
海上重力計の現状及び南極海の重力異常
瀬川 爾朗(東 大 ・海洋研)
日本周辺海域のジオイ ドと南極の重力測定計画について
山崎 昭,小 野房吉,柳 武,徳 弘 敦,我 如古康弘(海 上保安庁)
南極大陸の隆起




加藤喜久雄,渡 辺興亜(名 大 ・水圏研)佐 藤和秀(長 岡工高専)奥 平文雄(岐 阜県公害研)
ll　地域的課題
15・ リュツォ ・ホルム湾周辺地域のテクトニクスと変成作用
吉田 勝(大 阪市大 ・工)
16.ラ ングホブデ及びスカルブスネスの地質
松本 径夫(長 崎大 ・教養)
17.竜 宮岬 ・奥岩 ・テーレンの地質概要
仲井 豊(愛 知教大)加 納 隆(山 口大 ・理)吉 倉紳一(高 知大 ・理)
18・ オメガ岬の変成岩 ・深成岩類




鈴木 盛久(広 島大 ・理)
21.昭 和基地周辺の変成岩の岩石化学的研究
蟹沢聡史(東 北大 ・教養)矢 内桂三(極 地研)
22.竜 宮岬産,単 斜輝石一ザクロ石岩の形成条件






加藤道雄,多 井義郎(広 島大 ・教養)
26.リ ュツォ ・ホルム湾沿岸の海成礫及びモレーン堆積物の形態的特徴
林 正久(島 根大 ・教育)
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皿 総合討論:ま とめと将来の地学観測計画へ向けて










このシンポジウムは,第20次 観測隊から3か 年の予定で極域観測計画(POLEX)　 がスタートするのを機会に,
気象学,雪 氷学及び関連分野におけるこれまでの研究成果を発表し,今 後の研究課題などを検討する目的で開かれ
たものである.
POLEXは,地 球大気開発計画(GARP)の 副計画の一つで,極 地方における熱エネルギー収支と,そ れが全地球
的な大気の循環や気候にお よぼしている役割を明らかにすることを 目指した研究計画で,南 極域の計画(POLEX-
SOUTH)で は,放 射収支,大 気 ・雪氷・海洋の相互作用,極 域大気循環 とい う3つ の研究課題が設定されている.
シンポジウムは,雪 氷(座 長:若 浜教授一北大),境 界層(座 長:石 田教授一北大),大 気循環(座 長:川 口助教
授),エ ーロゾル ・放射(座 長:田 中教授一東北大)の4つ のセッションからなり,こ れまでの研究成果が発表さ
れ活発な質応答がなされた.総 合討論では,ま ず山本義一博士が 「気候変動 と南極」と題した話題提供をされ,気
候変動の研究では数値実験のみならず極域での観測が特に重要になってきている旨指適された,こ のあと,POL
EXを 含め今後の研究計画として,　MAP　 (中層大気研究計画),WCP(世 界気候計画),　IAGP(国 際南極雪





石田 完(北 大 ・低温研)
2・ みずほコアの単結晶粒の成長 と雪の堆積過程
成田英器,前 野紀一(北 大 ・低温研)
3・ みずほ基地の雪の圧密 と気候 との関係
成田英器,前 野紀一(北 大 ・低温研)
4・ みずほボーリングコアの層位解析 と気候変化















酒井 重典(気 象庁 ・高層気象台)
11.極 域大気循環
中島暢太郎,井 上治郎(京 大 ・防災研)
12.南 半球の気温変動
川口貞男(極 地研)福 谷 博,安 富裕二(気 象庁)
13.昭 和基地における降雪の酸素同位体組成 と水蒸気輸送過程





岩井邦中(信 州大 ・教育)伊 藤朋之(気 象研)小 野 晃(名 大 ・水圏研)
16.対 流圏エーロゾルの地球的規模での挙動に関する研究
小野 晃(名 大 ・水圏研)伊 藤朋之(気 象研)岩 井邦中(信 州大 ・教育)
17・ 昭和基地におけるエーロゾル通年観測について 一序 報一
岩井 邦中(信 州大 ・教育)
18.南 極大気の放射冷却(序)




田中 正之(東 北大 ・理)
V総 合討論
話題提供:山 本義一,小 野 晃,田 中正之,関 口理郎,東 晃ほか
名 称 第2回 極域 にお ける電離圏磁気圏総合観測 シンポ ジウム
開 催 日 昭和54年2月14日(水)～16日(金)
場 所 国立極地研究所講義室
概 要
このシンポジウムの主眼点は,昭 和51年 から3か 年計画で実施されてきた国際磁気圏観測計画(IMS)の 南極
昭和基地を中心 とした超高層物理現象総合観測の成果を発表,検 討し,か つ将来の南極における超高層観測のあり
方を討議することを目的として開催された.
今回は,昨 年同様ロケット,大 気球,人 工衛星,地 上多点,共 役点観測等,南 極におけるIMS観 測により得 ら
れた成果について論文が発表されたのと同時に,新 たにIMS期 間中に昭和基地において打ち上げられたロケット
実験による成果を,有 機的かつ総合的に理解するために,代 表的な4機 のロケットを選び出し,搭 載されたプラズ
マ粒子,プ ラズマ波動,地 磁気等すべての機器についての結果を発表することにより,地 上のデータの比較 ・搭載
計器相互間の比較や討論を行 うイベントセ ッシ ョンが行われた.ま た,将 来計画のセッションでは,昭 和57年 から





1.　 Field-aligned　 加 速 の観 測 と理 論(Review)
三 浦 彰(東 大 ・理)
2.　 GMSに よる　Energetic　 particleの 観 測
長 井 嗣 信(地 磁 気 観)河 野 毅(気 象 研)桑 島 正幸,河 村 譜(地 磁 気 観)
3.>40Kev電 子 フ ラ ッ クス とオ ー ロ ラactivity
小 玉 正 弘(理 化 研)ほ か理 研 グ ル ー プ
4・>40Kev電 子 の ピ ッチ角 分 布 とオ ー ロ ラのactjvity
奥 谷 晶 子(理 化研)ほ か 理 研 グ ル ー プ
5.地 磁 気 あ ら し と太 陽 面 現 象
丸 橋 克英,石 井 隆 広 雄(電 波 研)
皿 電 波 と電 流 系
6・ 電 離 層 電 流 か らみ た 磁 気 圏 対 流 電 場(Review)
前 沢 洌(東 大 ・宇 宙 研)
　 7・　 Electric　 Field　Coupling　 in　the　Ionosphere-magnetosphere　 System
前 田 坦(京 大 ・理)
8.　 Fjeld-alignedcurrentの 季節 変 化
藤 井 良 一(極 地 研),飯 島 健(東 大 ・理)
9.　 AuroralElectrojet　 と降 下粒 子 分 布 の 関 係 に つ い て の コ メン ト
上 出 洋 介(京 都産 大)
10・ 惑 星 間 磁 場 のsudden　 southward-turningに よ る地 上 磁 場 変 動
笹 村 義 孝(京 都産 大)
11.静 穏 時 の 極域 電 場 －S-210-29とB-5-20によ る観 測 結 果 一
小 川 俊雄(京 大 ・理),岩 上 直 幹(東 大 ・理),鮎 川 勝(極 地 研)
12.ロ ケ ッ トに よる磁 場 観 測
遠 山 文 雄,青 山 厳,小 松誠 一(東 海 大 ・工)
13.南 極 ロケ ッ トの 飛 翔 姿 勢
青 山 厳,遠 山 文 雄(東 海 大 ・工)
14.地 球 磁 気 圏 の 電 磁 気 的 モデ ル
井 上 雄 二(京 都 産 大)
皿 磁 気 圏 内 の 波 動 粒 子 相 互 作 用
15.　 EXOS-B波 動 粒 子 観 測(Review)
大 家 寛(東 北 大 ・理)
16.　 EXOS-A衛 星 で観 測 され たVLFエ ミ ッシ ョ ン
柴 田 喬,芳 野越 夫(電 通 大)中 村 良 治,伊 藤 富 造(東 大 ・宇 宙 研)
17.南 極 圏 に お け る超 高層 人 工 衛 星 観 測
芳 野越 夫(電 通 大)福 西 浩,佐 藤 夏 雄(極 地 研)尾 崎 孝 之,岩 瀬 政 之(電 通 大)
18.ロ ケ ッ ト搭 載 大 出 力電 子銃 装 置 を用 い たactive　 experiment
佐 々木 進,金 子 修,矢 守 章,八 木 康 之(東 大 ・宇 宙 研)河 島 信 樹,大 林 辰 蔵(東 大 ・宇 宙 研)
19.昭 和,み ず ほ基 地 にお け る ヒ ス ・ス ペ ク トラ ムの 比 較
巻 田 和 男(東 大 ・理)
20.　 ELF-VLF放 射 の共 役 性
佐 藤 夏 雄,鮎 川 勝,福 西 浩(極 地 研)
21.南 極 にお け るD層 電 子 密 度 及 び 衝 突 周 波 数 の測 定
長 野 勇,満 保 正 喜(金 沢 大 ・工)木 村 碧 眼(京 大 ・工)
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】V磁 気 圏 内のULF波 動
22.磁 気 圏 内 のULF波 動(Review)
林 幹 治(東 大 ・理)
23.17次 観 測 隊 の昭 和,み ず ほ基 地 のPc1観 測
野崎 憲 朗(電 波 研)
24.　 Comparative　 study　 of　magnetic　 Pc-type　 pulsations　 at　low-and　 high-latitudes　 (　1　)　-Pc　 l　pulsations－
桑 島 正幸,戸 谷 健,河 村 言當(地 磁 気 観)
25.　 Comparative　 study　 of　magnetic　 Pc-type　 pulsations　 at　low-and　 high-latitudes　 (　II　)　-Pc　 3　pulsations－
河 村 言當,佐 野 幸 三,桑 島 正 幸(地 磁 気 観)
　26.　 A　model　 of　magnetic　 Pi　2　pulsations　 based　 on　a　ULF　 observation　 from　 high　 and　 middle　 latitudes
桑 島 正 幸(地 磁 気 観)
27.昭 和 基 地 に お け るPc　 5の 周 期 変 化 に つ い て
斉 藤 尚生,湯 元 清 文,田 村 忠 義(東 北 大 ・理)
28.昭 和 基 地 一 ア イ ス ラ ン ドで の 地 磁 気 脈 動 の 共 役 性
福 西 浩,岩 渕 美代 子,佐 藤 夏 雄(極 地 研)
29.低 緯 度 地 磁 気 脈 動 と電 離 層
坂 翁 介,飯 島哲 二,糸 長 雅 弘,石 津 美津 雄,北 村 泰 一(九 大 ・理)
Vイ ベ ン トセ ッシ ョ ン
aS-210-20,21号 機 実 験
30.概 括
福 西 浩(極 地 研)
31.VLF自 然電 波 測定 器(PWL)
松 尾 敏 郎,木 村 盤 根(京 大 ・工),鎌 田哲 夫(名 大 ・空 電 研)
32.HF帯 プ ラズ マ 波測 定 器(PWH)
大 家 寛,宮 岡 宏(東 北 大 ・理),宮 武 貞 夫(電 通 大)
33.電 子 密度 温度 測定 器(NEL-tTEL)
宮 崎 茂,森 弘 隆,小 川 忠 彦(電 波 研)
34・ 粒 子 測 定 器(ESH)
和 田雅 美,今 井 喬,小 玉 正 弘(理 化 研)
35.地 磁 気 姿 勢 計(GA)
青 山 厳,遠 山文 雄(東 海 大 ・工)
36.ま とめ
福 西 浩(極 地 研)
bS-310-1,2号 機 実 験
37.概 括
木 村 盤 根(京 大 ・工)
38.VLF自 然 電 波 測 定 器(PWL,　 PWL-一 一・PFX)
松 尾 敏 郎,木 村 盤 根(京 大 ・工),鎌 田 哲夫(名 大 ・空 電 研),鶴 田浩 一 郎(東 大 ・宇 宙 研),林 幹 治
(東 大 ・理)
39.HF帯 プ ラズ マ 波 測定 器(PWH)
大 家 寛,宮 岡 宏(東 北 大 ・理),宮 武 貞夫(電 通 大)
40.電 子 密 度 温 度 測定 器(NEL--TEL)
宮 崎 茂,森 弘 隆,小 川 忠 彦(電 波 研)
41.電 子 温 度 測 定 器(TEL)
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小山孝一郎(東 大 ・宇宙研),木 村雲根(京 大 ・工)
42・ 粒子測定器(ESH)
竹内 一,小 玉正弘(理 化研)
43.粒 子測定器(ESL)
久保治也,伊 藤富造(東 大 ・宇宙研)
44.粒 子測定器(ESM)
松本治弥,賀 谷信幸(神 大 ・工)
45.地 磁気姿勢計(GA)
青山 厳,遠 山文雄(東 海大 ・工)
46.ま とめ
木村 磐根(京 大 ・工)
VI　極域電離層
47.極 域電離層の問題点(Review)
高橋 忠利(東 北大 ・理)
48.極 域オゾンのロケット観測結果
渡辺 隆(筑 波大 ・物),岩 上直幹,小 川利紘(東 大 ・理),中 村正年(筑 波大 ・物)
49.極 域電離圏,窒 素族微量成分の観測 一降下粒子の影響一
岩上直幹,小 川利紘(東 大 ・理),近 藤豊(名 大 ・空電研)
50.S-210--29他 による電離層プラズマの観測結果
宮崎 茂,森 弘隆,小 川忠彦(電 波研)
51.南 極ロケットによる極域電離層電子密度の計測
高橋忠利,大 家 寛(東 北大 ・理)
52.太 陽硬X線 の地球大気による拡散
小倉紘一(日 大 ・生産),小 玉正弘(理 化研)
53.大 規模TIDの 水平伝播速度の拡散について
前田佐知子(京 大 ・理),半 田 駿(京 大 ・教養)
W将 来計画
a　 MAP(中 層大気国際協同観測)関 係
54.極 域中層大気力学の問題点と観測への要請




藤原玄夫,北 村泰一(九 大 ・理)
57.極 域大気組成の分光観測





西田 篤弘(東 大 ・宇宙研)
60.　 Shaped　 charge　による発光雲の観測
中村 純二(東 大 ・教養)
61.　 ASE　 (Artificially　Stimulated　Emission)実 験の現状と展望
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鶴田浩一郎(東 大 ・宇宙研)
62.北 極圏における日 ・ス国際協同バルーン ・ロケット観測計画









名 称 第4回 南極陽石シンポジウム
開 催 日 昭和54年2月21日(木)～22日(金)
場 所 国立極地研究所講義室
概 要
今 回 の シ ンポ ジ ウムか ら,外 国人 研 究 者 に も参 加 を 呼 びか け る こ とに な り,2名 の研 究 者 が ア メ リカか ら参 加 し
た.更 に 日米 阻石 探 査 の ア メ リカ側 責 任 者 のCassidy博 士(ピ ッツバ ー グ大 学)の 論 文 も紹 介 され た.
シ ン ポ ジ ウ ムは,日 米 阻 石 探 査 の 第3年 目の 成 果 の 報 告 か ら始 ま り,ア メ リ カか ら参加 し たGibson博 士(NA
SA)が,こ の 共 同 探 査 で 得 られ た 資 料 の　Johnson　 Space　 Center　 で の処 理 作業 を報 告 し た.岩 石 学 ・鉱 物 学 的 問
題 を 中心 に 阻 石 の 分 類,作 成 され つ つ あ るカ タ ログ の 内容 や,そ れ に 伴 う必 要 な検 討 な どの報 告 と 討 議 が な され
た.
同位 体 化学,岩 石 物 性 な どの立 場 か らの報 告 もな され た後,総 合 討 論 で は,今 後 の研 究 の進 め方,主 な研 究 課 題
と南 極 限 石 が 有す る学 問的 役 割 な どにつ き,意 見 が交 換 され た.
プ ログ ラ ム
1.1978-79年 度 西南 極 限石 探 査 報 告
西尾 文 彦,船 木 実,白 石 和 行(極 地 研)
　 2.　 Antarctic　 meteorite　 processing　 and　 curation　 at　Johnson　 Space　 Center,　 Houston,　 Texas
　　 　　 　E.　K.　Gibson,　 Jr,　D.　D.　Bogard,　 J.　Annested　 (NASA)
3.カ タ ログ作 成 の た め のや ま と一74,-75阻 石 の再 検 討
武 田 弘(東 大 ・理),矢 内 桂 三(極 地 研),池 田 幸 雄(茨 城 大 ・理),　 M・　B・　Duke　 (NASA),　 宮 本 正
道(神 戸 大 ・理)
4.南 極 産 や ま と限 石 の 分類(1)
松 枝大 治,加 納 博(秋 田大 ・鉱),矢 内桂 三(極 地 研)
5.2,3の や ま と限 石(コ ン ドラ イ ト)の 分類 と記 載 岩 石 岩
木 村 真(北 大 ・理),八 木 健 三(北 星 大),大 沼 晃 助(北 大 ・理)
6.南 極産 の ユ ニ ー ク な エ コン ドラ イ トにつ い て
武 田 弘(東 大 ・理),石 井 輝 秋(東 大 ・海 洋 研),矢 内桂 三(極 地 研)
7."平 衡"コ ン ドライ ト,Yamato74190,74354,74362,74115,74646の岩 石 学 的 研 究
永 原 裕 子(東 大 ・理)
8."平 衡"コ ン ドラ イ トの岩 石学 的研 究 一 そ の 非平 衡 現 象 につ い て一
永 原 裕 子(東 大 ・理)
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9.や ま と74442陽 石 の 岩 石 学 的 研 究
池 田幸 雄(茨 城 大 ・理),武 田 弘(東 大 ・理)
10.や ま と一75小 唄 石 及 びや ま と一74小 コ ン ドライ トの 鉱 物学
宮 本 正 道(神 戸 大 ・理),武 田弘(東 大 ・理),矢 内 桂 三(極 地 研),松 本 征 夫(長 崎 大 ・教 養)
11.や ま と阻 石(Yamato7308)の斜 長 石
諏 訪 兼 位(名 大 ・理),八 木 健 三(北 星 大)
12.や ま と コ ン ドライ ト(74354)の 融 解 実 験
久 城 育 夫,永 原 裕 子(東 大 ・理),B・0・Mysen(カー ネ ギ研)
13.や ま と順 石 中 の 希 土 類 元 素
増 田彰 正,中 村 昇,清 水 洋,和 気坂 健(神 戸 大 ・理)
14.　 A　survey　 of　total　carbon　 and　 sulfur　abundances　 in　Antarctic　 Meteorites
K.　Gibson,　 Jr　(NASA),　 矢 内 桂 三(極 地 研)
15.コ ン ドル ー ル とマ トリ ッ クス の化 学 組 成
小 沼 直樹,西 田憲 正,大 塚 芳 郎(筑 波 大)
16.南 極 隠 石 の 希 ガ ス 同 位 体 研究
高 岡 宣雄,長 尾 敬 介(阪 大 ・理)
17.　 Yamato阻 石 及 びAllende阻 石 中 のMg同 位体 比測 定
西 村 宏,岡 野 純(阪 大 ・教 養)
18.　 Sm-Nd　 and　 Rb-Sr　 isotopic　 systematics　 of　Yamato　 meteorites
中 村 昇,増 田彰 正(神 戸 大 ・理),立 本 光 信(米 国地 質 調 査 所)
19,南 極 阻 石 中 の 宇 宙 線 生 成 放 射性 核 種 とRadiation　 History
今 村 峯雄(東 大 ・核 研),本 田雅 健(東 大,物 性 研),西 泉邦 彦,　J.　R.　Arnold(カ リフォ ル ニ ア大)
20.　 Metallographic　 properties　 of　Antarctic　 Iron　 meteorites
R.　M.　 Fisher　 (U.　S.ス チ ー ル 研),永 田 武(極 地 研)
21.　 Yamato明 石 の熱 的 性 質
松 井 孝 典,大 迫 正 弘(東 大 ・理)
22.南 極 産Achondrjteの 磁 気 的 性 質
船 木 実,永 田 武(極 地 研)
23.石 質 阻 石 のFusion　 Crust残 留磁 気
永 田 武(極 地 研)
24.石 質 限石 の磁 気 的 分 類(N)
永 田 武(極 地 研)
25.阻 石残 留磁 気 と原 始太 陽 系 磁 場
永 田 武(極 地 研)
7.研 究所以外での講演 ・講義等
官 職
氏 名 題 目 嘩鷺[主
53.
5.7



























トン調査 5.27関東プランクトン談話会 教官,学 生 日大農獣医
次長






永田 武 南極の自然 7.18国立磐梯青年の家
一般 同青年の家
次長
村山 雅美 極地と生活 8.4 大蔵省
一般 税関研修所
教授
楠 宏 南極観測の意義 8.28国立科学博物館
一般 朝日講堂
次長
村山 雅美 特別講義 9.30文部省 看護教員 東京大学
教授
楠 宏 南極観測の歩み 9.30山梨県高根中学校 PTA,　 一 般同中学校
次長村
山 雅美 南極あれこれ 10.20茨域県石下町教育委員会
一般 町民体育館
教授松





南極観測20年一その平和利用一 11.1 三重県高田学苑 学生 三重県文化会館
教授松
田 達郎 南極の自然と生活 11.10日本電信話公社
一般 同公社
助教授 外房近海の金目ダイの生態
内藤 靖彦 と資源について 11.18千葉県漁業研修所
一般 同研修所
助教授







松田 達郎 南極研究とくらし 2.22 日本科学映画協会
一般 国立教育会館
所長
永田 武 南極観測と極限への挑戦 3.6 板橋警察署 職員 同講堂
助教授
神沼 克伊 南極の自然 3.8 藤沢市立本町小学校 児童 同小学校
〃 南極観測と子供達 3.8 〃 PTA 〃
〃 極地1吉報の管理と応用 3.22HITACユ ーザ研究会会員 板橋産業会館
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皿 資 料 系 の 活 動
1.極 地に関する資料の収集 ・保管 ・利用




日本南極観測隊は現在までに昭和基地近 くのやまと山脈周辺から991個,マ クマードサウンド近 くのアーラン丘
とその周辺から632個 の限石を採集した.や まと阻石についてはすべて当研究所が所有 し,ま た,日 米共同で採集
したア_ラ ン阻石などは,日 米で折半 され,日 本分は当研究所が所有保管している・これらの限石は・南極順石研





極 地 研 究 所 所 有 阻 石
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岩石資料は第1次 から第19次 隊までに集められた約4,500点 あり,そ のうち約3,000点 が当研究所に現在ある.
ほとん どの岩石資料は,昭 和基地 とその周辺で採集される片麻岩類であるが,中 には南極横断山脈に分布するビー
コン累層群 ・フェラー ドレライ ト・玄武岩や,南 極半島の岩石などもある.そ の他,種 々の鉱物 ・石炭 ・植物化石
・貝化石 ・砂 ・擦痕礫などもあり,研 究に展示に利用されている.
下記の資料は当研究所に保管され,現 在カタログ作成中である.
第9・15次 矢内 桂三(極 地研)
第13次 石川 輝海(三 井金属)
第14次 白石 和行(極 地研)


























昭和基地で得 られたオーロラに関するフィルム,磁 気テープ,チ ャー トなどは整理され,毎 年度毎に資料室に保




ンマーなどの他に多数の写真が保管されている.ま た,南 極観測の初期に使用した犬櫨や,宗 谷のスクリューなど
も保存されている.南 極に関する写真パネルは約600枚 保管され,日 本南極観測隊や国外の観測隊の製作した16m




顕花植物は,サ ウス ・ジョージア島,キ ング ・ジョージ島,南 極半島のアルミランチ ・ブラウン基地より得られ
た膳葉標本約100点 が保管 されている.
隠花植物はつぎの表に分類別,地 域別に示した.
その他,オ ース トラリア,チ リ,モ ーリシャス,シ ンガポール,イ ギ リス,フ ランス,日 本などの温帯地域から
も比較研究のために採集されてお り,蘇 苔類 ・地衣類を主に約2万 点収納されている.
現在,蘇 苔類に関しては,採 集老別,分 類別に配列されて標本ケースに格納されてお り,そ れらのデータはコン
ピュータによるデータバンクとして蓄積(約3,000点)さ れている.内 外 の 利 用者のために,種 類別(綱,科,














ア リ ュー シ ャン 列 島
ア イ ス ラ ン ド







隠 花 植 物




































大部分が研究中であるが,現 在までにユス リカや トビムシなどの昆虫類や,ダ ニ類,原 生動物などの微小陸上動
物150点,海 洋生物の液浸標本 として,魚 類,棘 皮動物,ヒ モ形動物,原 索動物,節 足動物,軟 体動物など約50




M16011で は,南 極観測データ,科 学衛星の受信データの処理,各 種科学計算が行われている.デ ータ解析部門
により開発 された,会 話型時系列処理プログラムは,地 磁気脈動を始めとする各種波動現象の解析に用いられ,所
外研究者にも利用されている.デ ータベースシステムとして,南 極に関する文献の検索,当 研究所に保管されてい
る各研究分野の標本,観 測データの分類,検 索,各 種名簿の登録が行われている.ま た,M16011と データ交換制
御装置を介して結ばれる画像処理システムがあり,TVカ メラで とり込んだ画像データを,各 種画像処理プログラ
ムにより多様な画像表現,計 算が行われ,オ ーロラ形態,土 地区分の認識等に利用されている.
HITAC-10　 Hは,D/A変 換,A/D変 換,カ ーブ トレースなどに利用されている.













低温資料部門が管理し,-60°Cま で冷却できる超低温実験室,-20°Cの 低温実験室,低 温資料庫からなってい




X線 マイクロアナライザー,走 査電子顕微鏡,マ イクロフィッシュ撮影装置などが,そ の他の設備としてあ り,
主として所内研究者が利用している.
3.南 極地域観測資料整理費
南極における観測,調 査で得 られたデータ,標 本などの資料は隊員が帰国した後,南 極観測事業費の一部である
資料整理費の配分を受けて翌年の3月 までに整理を行 うことになっている.
資料整理費の配分の決定は南極本部(文 部省国際学術課)で 行 うが,そ の原案は隊員の申請に基き・資料系が中


























2.5200A放 射の地上観測に関 しては,極 域夜間における
その特性についていくつかの知見を得た.
3.南 極資料No.66へ 投稿中及びJ・　Atomos・ 　Terr・
Phys.　 に投稿予定.
2.(1)テ レメトリーによる人工 鮎川 勝
衛星観測(極 地研 ・助手)
(2)極域擾乱 と磁気圏構造の船 外谷 催
合観測(気 象庁 ・技官)
(3)観測点群による超高層観測 坂本 純一'(電波研・技官)
1.ISIS-1,2衛 星 デ ー タ
(1)コ ピ ーテ ー プの 作 成.
(2)全 軌 道 に つ い て 周 波 数 一 時 間(f-t)ス ペ ク トル
の 解 析,作 図,マ イ ク ロ フ ィル ム 化.
(3)上 記 のf-tス ペ ク トル 図 を0-2.5KHzと0-25
KHzの2種 類 を 作 成.
2.昭 和,み ず ほ基 地 地 上 観 測 デ ー タ
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(1)脈 動 テ ー プ の作 成,f-tス ペ ク トル図 の マ イ ク ロ
フ ィル ム化
(2)共 役 点 観 測 期 間 のVLFデ ー タ のス ペ ク トル 図
(3)共 役 点 観 測 期 間 の脈 動 につ い て,昭 和,み ず ほ,ア
イ ス ラ ン ドで の デ ー タを デ ィ ジ タル 化 し,時 間 軸 を そ
ろ え て編 集 した.
3.A,無 人 観 測 点 デ ー タ
(1)記 録 紙 の マ イ ク ロ フ ィル ム 化






1・1年 間(1977年2月 ～1978年1月)の 粒子濃度の変化
を調べるため,エ ー トケン粒子濃度の記録紙(1年 間分








藤井 理行1.1977年1月 から1978年2月 までのみずほ基地通年滞在














2・ オメガ岬地形調査の一部 を地 質 図 「オメガ岬」に発
表,及 びMemoirsへ 投稿中.
6.(1)極 地におけるヒ ト血小板 小川 克弘









〈定常観測〉 国立極地研究所 1.第18次 南極地域観測隊が観測 した極光のスチール写真
1.極 光のスチール写真観測と と全 天 カ メ ラフ ィル ム を 整理 した.
全天カメラ観測 2.写 真観 測 は,カ ラー ス ラ イ ド192枚 に撮 影 デ ー タ を記
入 した.
3.全 天 カ メ ラ に よる観 測 は1977年2月23日 か ら10月20日
ま で行 わ れ,400feet巻35mmフィ ル ム37巻 の デ ー タ を
得 た.
4.こ の フ ィ ル ム の整 理 の ため に,各 ロ ー ル ご とに 撮 影 時
間 とコ マ数 を記 した デ ー タ シ ー ト,観 測 者 名,フ ィル ム
を記 した ロ ッグ シ ー トを 作 成 し フ ィル ムに 挿 入,さ らに
W・D・C・ の デ ー タ規 格 に基 き,100feetロ ール190巻 に 再
編集した.
5.　 JARE　 Data　 Report　 No・　50　(Aurora)へ 投 稿 予 定.
2.直 視磁力計による地磁気観 国立極地研究所
測
1.第18次 南 極 地 域 観 測 隊 が 収 録 した1977年2月1日 か ら






3.作 製された3本 のマイクロフィルムは,極 地研,学 術
会議,W.D.C.に 配布され,高 層物理学の基礎資料 と
しての利用に供した.
4.デ ー タ レポ ー ト,南 極資 料,　Memoirsへ の投 稿 予定.
3.短 周期地震計と長周期地震
計による自然地震の観測
国立極地研究所 1.昭 和基地における1977年1月1日 から同年12月31日 ま
での地震気象データに関して,波 の到達時間(1/10sec
まで),種 類,振 幅,波 長,方 向などを読取った.
2.　 JARE　 Data　 Report　 No.　 49　(Seismology　 12)へ 報
告 した.
4.基 準点測量及び航空写真,大滝 茂 1.リ ュツォ・ホルム湾沿岸永河の空中写真撮影.写 真フ




5.デ ーターは 「南極地域基準点 ・空中写真及び地図成果
等集録」にまとめた.「 南極資料」に投稿中.
5・ 電離層の定時観測,オ 一回西山 昇 リオ メ ー タの 資 料 はJARE　 Data　 Reports　 No.　46セこ発
ラ レ ー ダ ー観 測,リ オ メ ー タ (電波研 ・技官) 表 した.電 離 層 の 資料 は　 Ionospheric　 Date　 at　Syowa－及び電界強度測定による電 Station　 (antarctica)　 ION,　 ANT,　 28,　 29に 公 刊 し た.
離層吸収の測定
a地 上気象観測,高 層気象観藤沢 格 Antarctic　 Meteorological　 Data.　 No.　 18と し て 公 刊 し









実 施 の 概 要 ・成 果
〈研究観測〉 仲井 豊 1.竜 宮岬 ・奥岩及びテーレン地域から採集した岩石 ・鉱






4.南 極 地学 総 合 シ ン ポ ジ ウ ム で成 果 の一 部 を発 表.南 極
資 料No.62,66に 発 表.及 びMemoirsのSpecia1
Issueに2篇 投 稿 中.ヒ ュ ッカ と テ ー レ ン の地 質 図 幅 及
び同説明書の刊行.さ らに竜宮岬と奥岩の地質図幅及び
同説明書の刊行予定.
2.リ ュツォ・オルム湾及び周 加納 隆




2.岩 石 ・鉱物の一部はX線 回析,磁 性測定,研 磨片用の
試料とした.
3.南 極地学総合シンポジウムで成果の一部を発表.南 極
資料No.62,66に 発表.ヒ ュッカ,テ ーレン,竜 宮岬,奥岩
地質図を投稿中.
3.リ ュツォ・ホルム湾周辺の 吉倉 紳一
地質学的研究(高 知大 ・理 ・
助手)






3.南 極 地 学 総 合 シ ン ポ ジ ウ ム に成 果 の一 部 を発 表.南 極
資 料No.62,66に 発 表.ヒ ュ ッカ,テ ー レン及 び竜 宮 岬,
奥岩の地質図を投稿中.
4.地 学調査 神沼 克伊 1.重 力観測のデータ 整理 及び スライド,写 真を整理し
(極地研 ・助教 た.
授) 2.重 力はこれまでの観測結果と今回の結果では,国 際基
準が変ったので,両 方のデータのみなおしをした.
3.デ ータ整理は読取 り値から重力値を計算し,緯 度 ・高
度 の 補 正 を し,フ リー エ ア,ブ ー ゲ,レ ー ギ ュス トア ノ
マ リー を 計 算 し,カ ー ドに パ ンチ した.
4.地 震学会で一部を発表.南 極資料No.62に 発表.南 極
資 料,デ ー タ レ ポ ー トに 投 稿 中.
〈定常観測〉 神田 啓史 1.海 洋生物観測
1.海 洋生物定常観測 (極地研 ・助手) (1)船 上にて1日2～3回 表面海水を採水し,植 物プラ
ンク トン色素量を測定,同 時に植物プラン ク トン 同
定,細 胞数計測用の試水を500ccホ ルマ リン固定し持
ち帰 っ た.
(2)大 陸氷縁近 くではノルパ ックネ ットによる垂直曳を
11回,ORエ ネ ッ トに よる斜 行 曳 を2回,MTDネ ッ
トによる水平曳を1回 行い,主 として動物プランク ト
ンの湿重量の測定,個 体数計数,種 類同定を行った.
2.露 岩域の植物の生態及び分布域の調査.プ リンス ・オ
ラ フ海 岸 の竜 宮 岬,リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 の ス カ ル ブ ス ネ
ス,ス カ ー レン,オ ン グ ル島 で群 類,地 衣 類,淡 水 藻
類,湖 水プランクトン,土 壌サンプルを採集し持ち帰え
った.各 々,標 本を作製し,同 定研究中である.
3,日 本植物学会で一部を発表.南 極資料No.62,66に
発 表.









5.南 極資料No.62及 び 「南極地域基準点 ・空中写真及び
地図成果等集録」に報告.南 極資料に投稿中.
(3)特 別資料整理
研 究 課 題
資料整理担当
者の氏名 ・所 実 施 の 概 要 ・成 果
属 ・職名
























3.　 Proc.　 Lunar.　 Planct.　 Sci.　 Conf.gth　 に 発 表,及 びl













Iy　極 地 観 測 事 業
1.第19次 南極地域観測隊
第19次 南極地域観測隊は,昭 和50年 度から3か 年計画で行われている国際磁気圏観測計画(IMS)の 最終年度
を実施するため,超 高層物理学部門を中心に編成された.
同隊の行動期間は,昭 和52年11月25日 東京港出港,越 冬隊は昭和54年3月20日 成田空港着(夏 隊は昭和53年4月
20日東京港帰港)の 計483日 間の行動であった.フ リーマントル港を52年12月16日 に出港した 「ふじ」は,同 月22日
に南緯55° 通過,翌53年1月4日 に昭和基地へ第1便 を飛ばした.1月17日 には8年 振 りで,昭 和基地への接岸に
成功し,物 資輸送は,従 来にない速さで1月24日 に全物資(487ト ン)の 輸送を完了した.昭 和基地では地学棟,
水素発生室の建設等設営作業が行われたほか,夏 期間のロケット実験や昭和基地周辺の野外調査等の夏期オペレー
ションを行った.
越冬期間中は,ロ ケットによるオーロラ観測,人 工衛星テレメトリー観測,昭 和基地 ・みずほ基地 ・無人観測点
(A・)で の3点 観測等超高層物理観測を最重点項 目として行ったほか,定 常観測,気 象,雪 氷,生 物,医 学など
の研究観測を行った.
みずほ基地への旅行は,物 資補給 ・人員交代及び無人観測点(A、)の 保守 ・点検のため前後5回 にわたり実施
された.
なお,交 換科学者としチ リからアルベル ト・ホセ ・ホピァーノ教授(コ ンセプション大学 ・地球電磁気学),報 道








地 球 物 理




















研 究 超 高 層 西 野 正 徳 35 名古屋大学空電研究所
〃 金 光 将 介 33 国立極地研究所事業部 (日本電気㈱)
〃 鈴 木 喜一郎 31 〃 (国際電信電話㈱)
〃 中 山 卓 29 〃 (日産 自動車㈱)
〃 山 岸 久 雄 27 〃 (京都大学大学院)
〃 渡 辺 修 25 〃 (明星電気㈱)
〃 石 沢 賢 二 24 〃 (秋田大学大学院)
〃 黒葛原 栄 彦 24 電波研究所電波部









大 山 佳 邦










































氏 名 年齢i 所 属







神 沼 克 伊
加 納 隆

















設酬 設営 一纈 鈴 木 由喜剴33 国立極地研究所事業部
3.交 換 科 学 者
ア ルベ ル ト ・ホセ ・ホ ピ ア ー ノ チ リ国
4.同 行記者
(1)丸 林 宏 日本放送協会製作技術局
(2)水 洗 節 哉 〃 技術本部




定 常 観 測
部 門 名1観 測 題 目 担 当 隊 員i担 当 機 関







信 国 正 勝
小 田 勝 之




測 地1・ 基輔 測1国 見 利 夫 舳 土地理院
研 究 観 測
部 門 名 観 測 題 目 担 当 隊 員 研 究 代 表 者







定 常 観 測
部 門 名 観 測 題 目 担 当 隊 員 担 当 機 関
極 光 ・夜 光 ○全天カメラによる観測 小 池 捷 春 国立極地研究所
○写真観測
地 磁 気 ○地磁気三成分連続観測及び同 小 池 捷 春 国立極地研究所
上基線決定のための絶対測定
電 離 層 ○電離層の定時観測 五十嵐 喜 良 電波研究所
○ オ ー ロ ラ レー ダ ー観 測
○ リオメーター及び電界強度測
定による電離層吸収の測定
気 象 ○地上気象観測 安 田 昌 弘 気象庁
○高層気象観測 佐 藤 龍 司松 本 崇 司
○天気解析 金 戸 進
潮 刎 ・潮汐観測1小 池 捷 春 悔 上保貯
地 震 ・自然地震翻1小 池 捷 春 陣 立極地研究所
研 究 観 測
部 門 名1 観 測 項 目 担 当 隊 員 研 究 代 表 者









○観測点群による超高層観測 山 岸 久 雄
渡 辺 修
石 沢 賢 二
黒葛原 栄 彦
気 象 ○南極におけるエーロゾル及び 伊 藤 朋 之 小 野 晃
微量気体成分の研究




地 球 化 学 ○地球汚染物質の地球化学的研 伊 藤 朋 之 朝比奈 一 男
究





区 分 観 測 題 目 派 遣 者1担 当 機 関
外国共同観測 マクマー ドサウンド地域の地球
科学的研究
西 尾 文 彦
白 石 和 行
船 木 実
国立極地研究所
交 換 科 学 者 キングジョージ島におけ る辞
書,地 衣類の生態調査及びチリ
南極観測事業の視察




12月11日 ～16日:プ リマントル港寄港,交 換科学者アルベル ト・ホセ ・ポピアーノ教授乗船(帰 路ポー トルイス
港で下船)22日:南 緯55度 通過,初 氷山発見30日:竜 宮岬調査隊出発(1月14日 収容)
昭和53年
1月4日:昭 和基地へ第1便 飛ぶ9日:本 格空輸開始(24日 完了)16日:み ずほ基地夏旅行隊S16地 点出発
(2月9日 収容)17日:「 ふ じ」8年 振 りに昭和基地接岸に成功する.24日:奥 岩,ス カルブスネス調査
隊出発(26日 スカルブスネス調査隊収容,31日 奥岩調査隊収容)26日:ス カーレン調査隊出発(31日 収容)
28日:ロ ケット(S-210JA)実 験31日:テ ーレン調査隊出発(2月3日 収容)
2月6日:ロ ケット(S-210JA)実 験10日:昭 和基地への最終便.「 ふ じ」反転北上を開始する17日:発
電機(110KVA)運 転開始する20日:第19次 越冬隊成立
3月2日:「 ふ じ」南緯55度 通過3月10日 ～16日:「 ふ じ」ポートルイス寄港22日:み ずほ観測拠点が正式
にみずほ基地 と命名される27日:ロ ケット(S-310JA)実 験
4月1日 ～8日:「 ふじ」シンガポール寄港20日:第19次 夏隊東京港に帰港22日 ～23日:S16地 点沿岸調査
5月1日:み ずほ基地秋旅行隊出発(27日 昭和基地着)18日 ～19日:ラ ングホブデ沿岸調査21日 ～23日:ミ
ッドウィン歩一
6月11日:ロ ケット(S-310JA)実 験
8月18日:ロ ケット(S-310JA)実 験28日:ロ ケット(S-310JA)実 験
9月2日:み ずほ基地冬期明け旅行(16日 昭和基地着)26日 ～27日:ル ンバ,ラ ングボブデ沿岸調査
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10月4日:み ずほ基地でポーレックス棟穴掘 り開始6日 ～7日:ス カルブネス沿岸調査16日 みずほ基地春
旅行(25日 昭和基地着)
11月19日 ～21日:オ ングルカルベン沿岸調査29日 ～12月1日:オ ングルカルベン沿岸調査





夏 隊 に よ る 観 測
夏隊は,出 港と同時に船上で定常観測を開始した.電 離層部門は中波電界強度測定の観測,海 洋物理 ・化学部門
は,表 面観測,BT観 測,XBT観 測,GEK観 測,STD観 測,各 層観測等であり,海 洋生物部門では,表 面海
水中のプランクトン定性定量的調査及び採集であった.測 地部門は,竜 宮岬,奥 岩地区基準点測量,東 オングル島
基準点改測,奥 岩,西 オングル島地区地磁気観測を行った.研 究観測の地学部門では,「 リュッツォ ・ホルム湾沿
岸及び周辺地域の地質学的研究」の一環 として,竜 宮岬,奥 岩及びテーレンの3地 域について地質調査を重点的に
行った.そ の他,露 岩地域の地球化学的調査のため,ス カルブスネス ・スカーレンでの調査,竜 宮岬,ス カルブス
ネス,ス カーレン,東 西オングル島での生物調査,重 力,地 磁気の測定,微 小地震の観測を実施した.
また,往 路のみ,気 象のエーnゾ ルの測定も行った.な お,第19次 南極行動で始めてふじ船上でマ リサット用船
舶地球局を設置して近い将来の南極観測隊の通信方法の改善のためのテス トを行った.
越 冬 隊 に よ る 観 測
第19次 隊の観測の重点項目は,昭 和50度 から3か 年計画で行われている国際的プロジェクトの一つである国際磁
気圏観測計画(IMS)に 呼応した超高層観測であ り,そ の最終年度である.第18次 隊に引き続 き,昭 和基地 ・みず
ほ基地及び無人観測点の地上観測の強化とロケット実験(6機)の 実施等により超高層物理のデータ取得であった.
1.超 高層観測部門
(1)人 工衛星テレメ トリー受信装置による超高層観測は,オ ーロラ観測衛星EXOS-A,　 電離層観測衛星IS
IS-1号 及び2号 から貴重なデータを取得した.そ の他,大 気球による超高層観測,無 人観測点による超高層観
測により種々の貴重なデータを取得した.
(2)ロ ケット実験班は,1月28日,2月6日 にロケットS-210,30,31号 機の打ち上げに成功し,当 初の目的ど
お り極域における大気組成調査のための貴重なデータを取得した.
3月27日 最大級のオーロラ ・ブレークアップ時にロケットS-310-7号 機を打ち上げ 非常に強いアークに命中し
た.
6月11日 天頂付近にコロナ状オーロラが現れたので,Pケ ットS-310-5号 機を打ち上げコロナ状オーロラに命
中した.
8月18日 磁南方向にオーー ロラが出現したのでロケットS-310-4号 機を打ち上げ成功 した.
8月28日 ロケットS-310-5号 機と同様,天 頂付近のコロナ状オーロラにロケットS-310-6号 機が命中した.こ
のように第18次 隊のロケット観測の重点である電離層エァロノミー解明を目的 とした観測を ロケットS-2102機
で継続し,第19次 隊ロケット観測の重点であるオーロラ出現時における波動 ・粒子 ・電場を総合的に観測するため
にロケットS-3104機 を打ち上げて成功し,貴 重なデータを取得した.
2.み ずほ基地の観測
みずほ基地は,昭 和53年3月22日 に正式に 「みずほ観測拠点」から 「みずほ基地」と命名された.昭 和53年2月
1日 に第18次 隊より施設の保守 と観測を引き継ぎ常時4名 の隊員が滞在し,昭 和54年1月16日 に第20次 隊に引き継
いだ.気 象部門は,気 象庁地上気象観測法に準 じて観測を行い,超 高層物理部門は,第18次 隊に引き続 き,地 磁気
3成 分,ULF-VLF自 然電波,電 離層吸収(CNA)な どの観測を通年実施し,冬 期には天頂ホ トメ一夕によ
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る極光観測を行った.雪 氷部門では,氷 霧の観測,ボ ーリング孔のP-S検 層,表 面層のP波 伝播速度の測定を実
施した.
みずほ基地では常時4名 の隊員が滞在し,通 年観測のため,前 後5回 にわたり物資の補給 ・人員の交替のため内
陸旅行が行われ,そ の内1名 の隊員は通年越冬した.
3.そ の他の観測部門
定常観測部門は前年に引き続き実施した.研 究観測部門極光 ・夜光では,Hβ 及び5577A強 度掃天観測,極 光
輝度変動観測,暗 視カメラ観測,地 磁気ではULF観 測,VLF自 然電波観測,相 関記録,地 磁気共役点観測,L
F帯 オーロラヒス観測,ELF帯 自然電波観測,人 工衛星テレメ トリーでは,テ レメトリーによる人工衛星観測,
気象では南極大気エーロゾル及び微量気体成分の研究,生 物では,土 壌節足動物の生態学的調査,標 識ペンギンの
追跡調査,ペ ンギン音声のスペクトル解析,医 学では,孤 絶環境における人間の生態学的観察,低 温 ・低圧環境下
における人体生理学的研究,特 異環境における抗体産生機構の研究,南 極における 「ヒト」の環境汚染,リ ュッォ
・ホルム湾沿岸の土壌細菌の調査,ウ ェッデルアザラシの形態学的研究,地 球化学では,地 球汚染物質の地球化学
的研究を行った.
4.設 営部門の活動
第19次 隊は8年 振りに昭和基地に接岸したために輸送は順調であった・機械部門では,第19隊 で初めて従来の45
KVA・65KVA発 電機運転に代 り110KVA発 電機の一基運転を行った.燃 料部門は,昭 和基地接岸に伴い防衛
庁 より180Klの 軽油の管理換を受けて,燃 料の備蓄を行った.通 信部門では,　5KWSSB送 信機を搬入し,順 調
に経過した.調 理 ・医療 ・装備は特に問題はなかった.建 築 ・土木部門では,地 学棟 ・水素発生器室の建設,基 地
建物に2か 所の防火 ・防煙扉の設置,新 ヘリポー トの整備を行った.第19次 隊が搬入した設営部門の主な物品は次
のようなものであった.
雪上車(SM50型)1台,雪 上車(KC40型)2台,ラ ンドクルーザーピックアップ1台,フ ォークリフト(E





昭和基地はリュッォ ・ホルム湾東岸の大陸氷縁から西に約4km離 れた東オングル島の上にあり,天 測点は69°00'
22"S,39°35'24"E標 高29.18mで ある.
建設物




昭和基地用電源としては110KVA(88KW)発電機2台 と45KVA(36KW)発 電機2基 が配置されている.
110KVAは 負荷変動の多い一般電力とロケット関係電力用に,45KVAは 一定負荷の観測電力用に1基 づっ使用
されてお り,110KVA,45KVA1基はそれぞれの予備機 としている.
車輌 ・航空機
夏期の建設作業には,ク レーン車,ダ ンプトラック等の装輪車があ り,冬 期作業用としてブル ドーザー,小 型雪
上車,内 陸など野外調査用として中型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノーモービル等が配置されている.
また,小 型飛行機(セ スナ185)を 運用する年もある.
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通 信
対内地との連絡は銚子無線電報局 との無線連絡が休祭 日を除き,毎 日行われ,公 用電報は文部省南極本部と当研
究所のテレックスに打ち込まれる.
他に公用の通信網 としてはKDDを 中継 しての無線による電話連絡(南 極本部第1,第3水 曜 日),写 真電送発
信(南 極本部第2,第4金 曜日),フ ァクシミリ発受信(当 研究所金曜 日)が ある・
私用電報は内地電報 と同様に利用できるが,内 地からの発信は通信業務にあたる隊員が少ないため,隊 員の指名






区分 建 物 名
建設年(酬 構 造
床面積 ㎡ 現 在 の 用 途
1 娯 楽 棟
1957(1)木 製 パ ネ ル
40.3撞 球,一 く・一




3 旧 地 学 棟
1957(1)木 製パネル
40.3地 震計記録部
4 内 陸 棟
1960(4)木 製 パ ネル
23.0医 務 室










7 地 磁 気変 化 計 室
1966(7)木 製パネル,特 殊コネクター使用
11.5地 磁気絶対測定
8 第7発 電 棟
1966(7)軽 量 鉄 骨,ア ル ミパ ネル




1966(7)軽 量 鉄 骨,木 製 パ ネ ル
13.0燃 料 予 熱(1kl),便 所2
10飯 場 棟
1966(7)軽 量 鉄 骨,木 製 パ ネ ル
77.8夏 期 飯 場 棟,冬 期 非 常 用,36ベ ッ ト
11 旧 送 信 棟
1966(7)軽 量 鉄 骨,木 製 パ ネ ル,14.5㎡ を12次 で増 設
29.2通 信 倉 庫,非 常 用 送 信 機
12観 測 棟
1967(8)高 床,木 製 パ ネ ル
138.9'超 高 層 物 理 観 測,個 室2
13食 堂 棟
1967(8)木 製 パ ネ ル








軽量鉄骨,木 製パネル,カ マボコ型,80㎡ を10次 で増設
車輌整備,車 庫





16 旧 地 震 感 震 室
1967(8)
5.8
木 製 パ ネ ル,特 製 コネ ク タ ー,床 な し





18 第9発 電 棟
1968(9)
270.0
軽 量 鉄 骨,折 板
110KVA2基,食 糧 庫,暗 室,レ ン トゲ ン室
19 第9居 住 棟
1968(9)
100.0
高 床,木 製 パ ネ ル
個 室10,ラ ウ ン ジ
20 第10居 住 棟
1969(10)
100.0
高 床,木 製 パ ネ ル
個 室10,ラ ウ ン ジ
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高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロ ケ ッ トレ ー ダ ー,テ レ メ ー タ ーセ ン タ ー
22 コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー
1969(10)
21.6
高床,鉄 骨,木 製パネル,12次 で現地点に移設
ロケット要員控室
23 組 立 調 整 室
1969(10)
86.4
高床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロ ケ ッ ト組 立調 整,ク レー ン,ラ ン チ ャー
24 発 射 台
1970(11)
135.0
鉄 骨,コ ン ク リー ト床,タ ー テ ー ブ ル,上 屋 な し
ロ ケ ッ ト発 射





























気象(定 常,研 究),屋 上にパラボラアンテナ































ド リフ トよけ,シ ャ ッ ター保 護


































高 床,木 製 パ ネ ル,2階 建




(2)ロ ケ ッ ト実 験 施 設
ロケット実験施設は主基地から南西約500mの 地域にある.こ こにはレーダーテレメーター室,組 立調整室,発
射台及び椎葉庫の4つ の建物 と,レ ーダー及びテレメーターアンテナの2つ のレドームなどが建設してある.
レーダーテレメーター室は大きさが14.4×6mで 室内にはロケット追尾装置,テ レメーター受信装置,発 射 ・タ
イマー管制盤及び各種の試験装置 ・ロケット搭載計器調整用測定器類などが設備されている.
組立調整室(12×7.6m)は,ラ ンチャー運搬用レールで発射台 と接続されてお り,そ こにはロケット主体の組
立てあるいは調整に必要な円型クレーン2基 をはじめとした作業機器類が設備されている.ま た,電 灯及びその配
線などには,防 爆型を使用し,保 安面での配慮がなされた内装を施してある.発 射台には方位角を与える為の直径
8mの ターンテーブル及びその駆動制御盤などが備えつけられている.
椎葉庫(10.4×6m)は,昭 和基地に搬入したロケット本体ほか,点 火薬類を格納してお くことを目的とした建
物で,格 納能力は,S-310型 ロケットが二段重ねて約14機,S-210型 ロケットが三段重ねて約20機 である.室 内
は火気厳禁はもちろんのこと,電 気の漏洩などによる事故を未然に防止するために,電 灯などの設置,電 気配線は
必要最小限にとどめかつ床面等に金属部の露出が一切ないような構造 となっている(落 下物による火花防止).昭
和45年 から昭和54年3月 までに,こ れらの実験施設を使用してS-160型4機,S-210型30機,S-310型8機,
合計42機 のロケットを打ち上げた.
ロ ケ ッ ト諸 元
区 分 S-160JA型 S-210JA型 S-310JA型
全 長 3890mm 5270mm 7077mm
外 径 160mm 210mm 310mm
全 重 量 約113㎏ 約260㎏ 約720㎏
推 進 薬 重 量 約64㎏ 約154㎏ 約470kg
搭 載 計 器 重 量 約5㎏ 約20㎏ 約40kg
頭 胴 部 全 重 量1約20㎏
1
約40㎏ 約50kg
(3)み ず ほ 基 地
昭和基地より約300k皿 の内陸にあるこの基地は,第11次(昭 和45年)に コルゲー ト棟を設置したのを初めとして
年々拡充され現在に至っている.




















参加者 西 尾 文 彦(国 立極地研究所 雪氷物理学)
白 石 和 行(〃 地 質 学)














ドライバレー,ア ラーンヒルズ,ロ ス島において古地磁気研究のための岩石資料約420個 採
取
6.そ の他




っいての国際協力を促進すること等を基本的 目的として制定 された南極条約に規定 された制度である.
同条約の第3条 第1項(b)に 「南極地域において探険隊及び基地の間で科学要員を交換すること。」が規定 されて
いる.こ の規定に基づき,各 国は外国の観測隊(基 地)に 自国の科学者を派遣 している.
昭和53年 度には次の科学者の派遣 ・受け入れが行われた.
〔派遣〕
期 間:昭 和54年1月17日 ～2月17日
派遣者:神 田啓史(国 立極地研究所助手)
派遣先:チ リ基地(西 南極サウスシェトランド諸島,キ ングジョージ島)
目 的:キ ングジョージ島における蘇苔 ・地衣類の生態調査及びチ リ南極観測事業の視察.
〔昭和基地での受入〕 なし.
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当 図 書 室 は,昭 和48年9月 に,国 立 科 学 博 物 館 か ら独 立 して,国 立 極地 研究 所 とし て 新 た に発 足 して 以 来,従 来
の蔵 書 の うえ に,さ らに 南 極 ・北 極 に関 す る文 献 の ほ か,極 地 観 測 に 関 連す る,超 高 層物 理,地 球 物 理,固 態 地 球
物 理,雪 氷,地 学,海 洋,生 理 生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営工 学,デ ー タ解 析 な どの 部 門 の単 行 本,雑 誌,レ ポ ー
ト類 の収 集,整 備,充 実 に努 め て い る.
極 地 関 係 の文 献 の なか に は,　Antarctic　 Bibliography,　 Current　 Antarctic　 Literature,　 Arctic　 Bibliography,
Library　 Catalogue　 of　Scott　 Polar　 Research　 Institute,　 Dictionary　 Catalog　 of　the　 Stefansson　 Collection　 on
the　Polar　 Regions,　 Catalogue　 of　the　Library　 of　the　Arctic　 Institute　 of　North　 America,　 Bibliography　 on
Cold　 Regions　 Science　 and　 Techno|ogyな どの 書 誌 類 の ほか,山 岳 ・極 地 研 究 家 の 吉 沢 一 郎 氏 旧所 蔵 の 吉沢 文 庫
(63冊),松 方 三 郎 氏 を通 じて こ寄 贈 い た だ い た松 尾 氏 旧所 蔵 の 松 尾 文 庫(14冊),及 び 立 見 辰 雄 氏 旧所 蔵 の 立 見文
庫(当 図 書 室26冊,昭 和 基 地25冊)な どの貴 重 な南 極 ・北 極 探 検 記 録 が あ る.
また,将 来 の 大学 院 生 受 入 れ に そ な え て,昭 和50年 度 よ り,数 学,物 理,化 学,地 学,工 学 な どの 基 本 図 書 の 充
実 を 図 るた め,年 間 約50万 円 の 予算 を これ に 当 て て い る.
外 国 雑 誌 に つ い て は,新 刊 雑 誌 は もち ろ ん,バ ッ クナ ンバ ー の 整備 に も努 め,各 研 究 者 の 利 用 に資 して い る・ 昭
和53年 度 は,約890万 円 の 予 算 を これ に あ て,次 の15種 類 の バ ック ナ ン バ ーを 購 入 した.
　　 Biultyn　 Peryglacialny,　 Vol.　1-23　 (1954-73)
　　 Canadian　 Journal　 of　Earth　 Sciences,　 Vol.　1-2　(1964-65)
Contr三butions　 to　Mineralogy　 and　 Petrology,　 Vol.　1-64　 (1947-77)
Cryobiology,Vol.1-10(1964-73)andSupPI.1(1964)
　 　 Geo　 Abstract,　 Section　 A,　B　and　 E,　1972-76
　 　 Geografiska　 Annaler,　 Ser.　A,　Vol.　47-56　 (1965-74)
　 　 Journal　 of　Atmospheric　 and　Terrestrial　 Physics,　 Vol.　1-37　 (1950-75)
　　 Journal　 of　Geology,　 Vol.　1-84　 (1893-1976)
　 　 Limnology　 and　 Oceanography,　 VoL　 1-11　 (1956-66)
MarineBiology,Vo1.1-38(1967-76)
Nature,Vo1.1-228(1869/70-1970)
　　 Planetary　 and　 Space　 Scierlce,　Vol.　1-13　 (1958-65)
　 　 Quarterly　 Journal　 of　the　Royal　 Meteorological　 Society,　 Vol・　96-99　 (1970-73)
Science,Vo1.1-154(1895-1956)
　　 Space　 Science　 Reviews,　 Vol.　1-15　 (1962-73)
単 行 本 及 び別 刷 は,イ ギ リス の ス コ ッ ト極 地 研 究所 が,国 際十 進 分類 法(UDC)を 極地 関 係図 書館 用 に再 編 成
し た,　Universal　 Decimal　 Classification　 for　Use　 in　Polar　 Libraries　 を 主 に,国 際 十 進 分類 法 中 間 版 分 類 表(日
本 ドク メ ン テ ー シ ョン協 会)を 併 用 して,分 類 ・配 列 して い る.雑 誌 につ い て は,極 地 関 係 の もの を最 も使 い や す
い場 所 に ま とめ,そ の他 の もの は,誌 名 の アル フ ァベ ッ ト順 に 配 列 して い る.
受 入雑 誌 の うち,購 入 の124種 を の ぞ く911種 は,国 内 及 び諸 外 国 の 大 学,研 究 機 関 との 交 換 ・寄 贈 に よる もの
で あ る.
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当 研 究 所 の 出 版 物 の うち,南 極 資料(年3回),　 Memoirs　 of　Nat三〇nal　Institute　 of　Polar　 Research,　 Series　 A,
B,　 C,　D,　 E,　F,　 Special　 Issue(不 定 期),　 JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期),　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series
(年2回)の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書室 で行 っ て い る.昭 和53年 度 は南 極 資 料4冊,　 Memoirs　 of　National　 Institute
of　Polar　 Research　 5冊,　 JARE　 Data　 Reports　 5冊,　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 2シ ー ト,計17冊(総
真 数2,087)を 出版 した(1.4及 び2参 照).な お,こ れ らの 出版 物 は寄 贈 及 び交 換 誌 とし て,大 学,研 究 機 関 等,
国 内 は延3,629か 所,国 外 は延3,003か 所 に送 っ てい る.
現 在 の と ころ,図 書室 を利 用 で き る の は,当 研 究 所 教職 員,客 員 教 官,関 係 委 員,共 同研 究 員 及 び 観 測 隊 員 に 限
られ て い る が,外 部 の極 地 研 究 者 な ども図 書室 長 の許 可 が あ れ ば 利 用 す る こ とが で き る.
図 書室 とし て発 足 し てか ら ま だ歴 史 も浅 く,図 書 資 料 も十 分 に整 って い る とは い え な い が,今 後 も南 極 ・北 極 探
検 記 録 の バ ック ナ ンバ ーや 古 書 を は じめ,各 国 観 測 隊 の レ ポ ー ト,そ の 他 関 連 分 野 の 単 行 本,雑 誌 の 収 集,充 実 に
努 め て い き た い.当 図書 室 蔵 書 の うち単 行 本 の 約15%,雑 誌 の 約88%は 寄 贈 ・交 換 に よ る もの で あ る.寄 贈 して下
さっ た方 々 に感 謝 す る と と もに,今 後 も当 図書 室 の図 書 資 料 の 充 実 の た め に,変 らぬ ご協 力 を お 願 い した い.
(2)年 度別蔵書数及び増加冊数 ()内 は年間増加冊数




























































































































































Memoirs　 of　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research
　 Series　 A　 (Aeronomy),　No.　 15:　 Wave　 characteristics　 of　 magnetic　 Pi2　 pulsations　 in　 the
　 　 auroral　 region　 -　Spectral　 and　 polarization　 studies,　 by　 M.　 Kuwashima.　 November　 1978.
　 Special　 Issue,　 No.　 g:　 Proceedings　 of　 the　 Second　 Symposium　on　 Rocket　 Experiments　in
　 　 Antarctica,　 ed.　 by　 T.　 Nagata.　 October　 1978.
　 Special　 Issue,　 No.　 10:　 Ice-coring　 Project　 at　Mizuho　 Station,　 East　 Antarctica,　 1970-1975,
　 　 ed.　 by　 K.　 Kusunoki　 and　 Y.　 Suzuki.　 December　 1978.
　 Speical　 Issue,　 No.　 11:　 Proceedings　 of　 the　 Symposium　on　 Terrestr al Ecosystem　 in　 the
　 　 Syowa　 Station　 Area,　 ed.　 by　 T.　 Matsuda　 and　 T.　 Hoshiai.　 February　 1979.
　 Special　 Issue,　 No.　 12:　 Proceedings　 of　 the　 Third　 Symposiuln　on　 Antarctic　 Meteorites,　 ed.
　 　 by　 T.　 Nagata.　 March　 1979.
JARE　 Data　 Reports
　 No.　 45　 (Aurora　 5):　 Records　 of　all-sky　 camera　 photographs　 at　 Syowa　 Station,　 Antarctica
　 　 in　1976,　 by　 National　 Institute　 of　Polar　 Research.　 July　 1978.
　 No.　 46　 (Ionosphere　 19):　 Riometer　 records　 of　30　 MHz　 cosmic　 noise　 at　 Syowa　 Station,
　 　 Antarctica　 in　1977,　 by　 M.　 Ose　 et　al.　November　 1978.
　 No.　 47　 (Meteorology　 5):　 Meteorological　 data　 at　Mizuho　 Station,　 Antarctica　 in　 1977-1978,
　 　 by　Y.　 Fujii　 and　 S.　Kawaguchi.　 November　 1978.
　 No.　 48　 (Glaciology　 6):　 Glaciological　 research　 at　Mizuho　 Station,　 Antarctica　 in　1977,by　 Y.
　 　 Fujii.　March　 1979.
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 No. 49 (Seismology  12): Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 1977, by K. 
   Kaminuma. March 1979. 
Antarctic Geological Map Series 
 Sheet 8: Kjuka and Telen, 1/25000. March 1979. 


































第7回 評議 員 会議 昭 和53年6月20日
議 題
1・ 昭和54年 度 概 算 要求 の基 本 方 針(案)に つ い て
2.そ の他





粟 野 誠 一
小 口 高
大 林 辰 蔵
河 原 猛 夫
木 村 磐 根
小 泉 光 恵






































































(6)極 地 観測隊 員健 康判 定委 員会
所長の諮問に応じ,極地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者及びその候補者等の健康に関す
る事項について,調 査審議を行う.
(7)極 地 観測 記録 映画作 成委 員会
所長の求めに応じ,極 地観測に関する記録映画の作成について助言を行う.
(8)共 同 研究委 員会
所長の諮問に応じ,共 同研究計画書の審査その他共同研究員制度の運営に関する事項について調査審議を行う.
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(9)南 極海 洋生物 資源 特別委 員 会
所長の諮問に応じ,南極地域の海洋生物資源に関する諸問題を調査審議する.
(10)南 極鉱物 資源 特別 委員 会
所長の諮問に応じ,南 極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する.
2.職 員の海外出張
助 教授 矢 内 桂 三
53.4.6～53.5.13アメ リカ合 衆 国
日米 合 同 阻 石探 査 計 画 に よっ て発 見 され た 南 極 除石 の分 割,研 究
次 長 村 山 雅 美
53.4.10～53.6.9カナ ダ
極 地 観 測 事 業 に関 す る情 報 ・資 料 収 集 ほ か
教 授 楠 宏
〃 松 田 達 郎
53.5.13～53.5.29フラ ン ス
第15回 南 極 研 究 科 学 委 員 会 総 会 出 席
所 長 永 田 武
53.5.19～53.5.29フラ ンス
第15回 南 極 研 究 科 学 委 員 会 総 会 出席
助 手 藤 井 理 行
53.7.6～53.7.24カナ ダ
第13回 国 際 永 久凍 土 会 議 出席
教 授 星 合 孝 男
53.7.15～53.7.31アル ゼ ンチ ン
第2回 南 極 条 約特 別 協 議 会 議 出席t
助 教 授 福 西 浩
助 手 藤 井 良 一
53.8.10～53.10.7アイ ス ラン ド
共 役 点 観 測 に よ るオ ー ロ ラ及 び磁 気 圏 内 の プ ラ ズ マ活 動 の
発 生 機 構 の 研 究
助 教授 前 晋 爾
53.8.13～53.8.31カナ ダ
巨大 質 量 水 の 動 力学 に関 す る シ ン ポ ジ ウ ム 出席
所 長 永 田 武
53.8.18～53.9.22アメ リカ 合衆 国,ソ 連
月 科学 の 研究 ほか
助 教授 矢 内 桂 三
53.8.10～53.8.25カナ ダ,ア メ リカ合 衆 国
第41回 明 石学 会 出席














助 手 西 尾 文 彦
船 木 実
白 石 和 行
53.10.23～54.1.26南 極地域
南極マクマード・サウンド地域における観測調査
所 長 永 田 武
53.11.6～53.11.21ア メリカ合衆国
惑星磁気の起源シンポジウム
次 長 村 山 雅 美
53.11.18～53.12.6ネ.R-一 ル
ネパール ・ヒマラヤの氷河情報 資料収集ほか
助 手 福 地 光 男
事務官 長 坂 悦 朗
53.11.25～54.4.20南 極地域
第20次 南極地域観測隊夏隊
助教授 前 晋 爾
助 手 和 田 誠
助教授 矢 内 桂 三
技 官 吉 田 治 郎
53.11.25～55.3.20南 極地域
第20次 南極地域観測隊越冬隊
助 手 神 田 啓 史
53.12.14～54.2.20南 極地域
チ リ国南極基地における生物学調査ほか
教 授 星 合 孝 男
54.1.22～54.1.31ド イツ連邦
南大洋生物資源専門家グループ漁類作業部会出席




所 長 地球物理学 理博



































教 授(併)気 象 学
(地学研究部門)
教 授 自然地理学
助教授 地 震 学
助 手 自然地理学
〃 地 質 学
(極地鉱物 ・鉱床学研究部門)
























































吉 野 諸 彦
今 田 収
大 森 清 二
武 田 典 明
山 木 俊 助
村 越 望
理博 平 沢 威 男
4.庁 舎
所 在 東京都板橋区加賀1丁 目9番10号
敷 地5,947㎡
建 物 研究棟 鉄筋 コンクリート造地下1階 地上4階 建(延)5,796㎡
5.経 費
国立学校特別会計










































































ヨ シ ダ 印 刷 両 国 工 場
東京都墨田区亀沢3丁 目20の14
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